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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　僕、池いけ沢ざわ佳か主ず馬まは、ＯＺオズの中では【カズマ】って呼ばれてる。

　だけど、僕を【カズマ】と呼んでいる人達を、僕は一度も見た事が無い。

　僕、池沢佳主馬の、この目では。




１　佳主馬




　カシャンッ。紙コップがセットされる音。

　その中に、氷と水とコーラの原液がビシャシャッと降り注ぐ。

　ランプが消えるのを待って自じ販はん機きの蓋ふたを開き、まだ泡あわがしゅわしゅわ言ってる紙コップをゆっくり取り出す。いつも自販機の端はしに引っかけて少しこぼしてしまうので、注意が必要だ。

　上う手まく取り出した後も油断は出来ない。ドリンクの自販機から自分の個室まで、こぼさずに持って行かなくちゃならない。

　僕は両手で抱かかえるようにコップを持ち、そろそろと廊ろう下かを歩き始めようとした。

「っと、危ない」

　慌あわてて振ふり返り、自販機に差していた会員カードを引き抜ぬく。

　ここはドリンク無料ただだけど、自販機を使うには会員カードを差し込まなきゃいけない。

『池沢佳主馬』と裏に大きく書かれた会員カードをポケットに入れ、もう一度コップを両手で支える。そして、ゆっくりとネットカフェの廊下を歩き始めた。




　ゴールデンＧウィークＷ初日の土曜。今は朝９時30分。家にいてもつまらないので、僕は駅前のネットカフェに来ていた。もちろんＯＺに接続する為に。もちろん、ＯＺは家にいても出来るけど、ここならジュースが飲み放題だし、待ち時間にマンガも読める。そして今日は割と待ち時間が発生する予定だった。

　自宅のマンションから、栄さかえの駅前まで、自転車でも20分かからない。今日は少し気合いを入れる為に走ってみた。

　名古屋の中心地である栄は、商店街が地下に広がっている。地上にはパチンコ屋とか、駐ちゆう車しや場じようがついてる店が多い。このネットカフェも元々はパチンコ屋だったお店が潰つぶれて、空いた店てん舗ぽに入ってきた物。そのせいかは知らないけど、他ほかのネットカフェと比べて天てん井じようが凄すごく高い。ちょっと開放的な感じがあって好きだ。

　紙コップに意識を集中しながら、廊下をゆっくり進む。腰こしに巻いてるシャツが微び妙みように邪じや魔ま。個室に置いてくれば良かった。

　ネットカフェの紙コップは厚みが全然無い。きっと材料費をケチッてるんだと思う。ちょっと強く摑つかんだだけでグニャってしまう。だからあまり強く摑めない。急に誰だれかが廊下に出てきてぶつかったりしたら、せっかくここまで運んだコーラを床ゆかにぶち撒まけちゃうだろう。それは嫌いやだった。周囲を見み渡わたしながら、慎しん重ちように廊下を進む。

　どこのネットカフェも店の作りは大体同じで、アクリル製の背の低い衝つい立たてで仕切られた小さな個室が沢たく山さんあって、その扉とびらが長い廊下に連なっている。

「……」

　ツルツルした青色の壁かべに映る自分の姿を見て少しイラッとした。「背の低い衝立」と言っても、中学１年になっても未いまだ１４０センチの壁を越こえられない僕の身長よりは高かった。もちろん衝立越ごしに個室の中を覗のぞけたりはしない。

　逆に、僕が中にいる時、背の高い大人が覗き込む事があって、あれはすっごい嫌な気分になる。それに見下ろす目がみんな同じ事を言ってるのが余計にイラつく。「この小さい子供は男の子なのか？　女の子なのか？」って。

　少林寺拳けん法ぽうと筋トレでいくら鍛きたえても太くならない細っちい手足や、母さん似の顔の線のせいで、女子に間ま違ちがわれたのは一度や二度じゃない。って言うか、大人はほぼ１００％間違える。今日みたいにハーフパンツにタンクトップの格好でもそうだ。最近は前まえ髪がみを伸のばして顔を隠かくすようにしてる。

　ああ、またイラッとしてきた。足を速める。

　廊下の左右にずらりと並んでいる扉には、それぞれ番号が振ってあって、それを頼たよりに自分の個室を目指す。僕の個室の番号は「42」だった。すぐ側そばの扉を見ると「39」と書いてあるから、あと三つ分歩けばたどり着ける。

　店は凄く静かだった。ネットカフェでは、映画とかの音が出る物を見る時は、ヘッドフォンをするのがマナーになっている。客が何人いても、うるさくなったりしない。

「40」の前を通過。あと二つ。

　個室の扉は薄うすいし鍵かぎもかからないけど、磁石式なのでどこもぴったり閉まっている。もしかすると、中には誰もいないのかもしれない。ＧＷの初日にネットカフェに来ているような暇ひま人じんは僕ぐらいなのかも。

「41」の前を通過。あと一つ。

「ん？」

　ふと、「41」の番号が書かれた扉が、閉まり切っていない事に気がついた。

　なんの気無しに、その隙すき間まを見たら、中にいる人がちょっとだけ見えた。

　女の人がパソコンをいじってる。

　画面もちょっとしか見えなかったけど、ＯＺを眺ながめているみたいだった。

　一個訂てい正せい。暇人は僕の他にも、最低もう一人はいるようだ。

　そのまま通り過ぎて、「42」の扉の前に到とう着ちやく。中に入る。コーラは一いつ滴てきもこぼす事無く、パソコンの脇わきに置く事が出来た。よし、作ミツシ戦ヨン・成コンプ功リート。

　黒のリクライニングシートに浅く座って、キーボードの上に投げ出していたヘッドフォンを装着する。準備良し。

　液えき晶しようのモニターには、ウィンドウが二つ開かれていた。どちらもＯＺ内をリアルタイムで映し出しているカメラ映像だ。

　右側のウィンドウには、巨きよ大だいなスタジアムが映し出されていた。ＯＭＣエリアの中央にある、ＯＭＣスタジアムだ。

　ＯＭＣはＯＺ・マーシャルアーツ・チャンピオンシップの略。現在ＯＺで最も人気のある格かく闘とう技ぎスポーツ。

　スタジアムはアバターで埋うめ尽つくされていた。観客席はもちろん、グラウンドもアバターがびっしりと整列している。

　スタジアムの中央には、ＯＭＣのロゴにも使われている、巨大な拳こぶしのモニュメントが置かれている。今、その拳の上に、二体のアバターが飛び乗った。片方は柔じゆう道どう着ぎを着た男のアバター、もう片方は短パンにＴシャツの女のアバターだった。

　二人は拳のモニュメントの上で、右手の拳を強く握にぎって高く挙げ、同時に叫さけんだ。

『宣せん誓せい！』

　次に、男の方が一歩前に出て、一人で叫ぶ。

『全すべての電子の闘とう士しの名において、私達は、ルールとＯＺサービス規約を尊重し、ハックやボット行こう為いをせず！』

　女の方も一歩前に出て、男に並び、より大きな声で叫ぶ。

『ネットの栄光と私達チャレンジャーの名めい誉よの為ために、私達のアバターと共に、スポーツ精神にのっとり！』

　最後に、もう一度二人で同時に叫ぶ。

『ＯＺマーシャルアーツチャンピオンシップトーナメントに参加する事を、ここに誓ちかいます！』




『『ウォォォォォォォォォッ！』』




「つっ」

　割れるような大だい歓かん声せいが耳に突とつ然ぜん流れ込んで来て、思わずヘッドフォンを耳から離はなす。

　と、同時に、




「きゃっ！」




　小さな叫び声が、隣となりの「41」の個室から衝つい立たてを乗り越こえてこちらに届いた。

　もしかすると、隣にいる女の人も、僕と同じ光景を見ていたのかもしれない。

　ヘッドフォンを装着し直して、ディスプレイに顔を戻もどす。客席のアバターも、グラウンドで整列している選手のアバターも、拳を振ふり上げて歓声を上げていた。「ＯＺマーシャルアーツ宣誓」の後の、お約束のようなものだった。

　普ふ段だんＯＭＣで遊んでいる日本人プレイヤーにとって、今日からの４日間は特別な意味を持っている。僕はマウスを操作して、カメラをステージの方に向けた。ステージの空中に、大きな光の文字が並んでいる。




『ＯＺマーシャルアーツチャンピオンシップトーナメント日本選手権２０１０Ｓｐｒｉｎｇ』




　年四回行われる、ＯＭＣのＯＺ内最強プレイヤーを決めるイベントの、今日は初日だった。ＯＭＣスタジアムで行われているのはその開会式だ。

　歓声がおさまり、ステージの上では今期のルール改正についての説明が始まった。ランク上位を目指すつもりなら、あらかじめ改正内容を把は握あくしておいて、それを自分の戦略に組み込んで練習してきた筈はずなので、何人が真ま面じ目めに説明を聞いているのかはちょっと分からない。

　もちろん僕も聞く必要なんか無かった。ルール改正は全て把握済みだ。なので、開会式の模様を見るのは一休みして、もう片方、左側のウィンドウに視線を移した。ＯＭＣスタジアムの奥、関係者以外立ち入り禁止のエリアにある、第13控ひかえ室の中が映し出されていた。がらんとした空間。外の喧けん噪そうに比べて、控え室は物音一つしない。

　そこにはアバターが一体だけいた。

　長身の、白いウサギのアバターが、じっと、椅い子すに座っている。

　この白ウサギの名前は【カズマ】。

　通つう称しよう「キングカズマ」。現時点でのＯＭＣ世界チャンピオン。つまり、ＯＺ最強の格かく闘とう家かだ。




　僕、池沢佳主馬は、ＯＺの中では【カズマ】って呼ばれてる。

　でも、正確に言うと、僕自身が【カズマ】と呼ばれている訳じゃない。この白ウサギのアバターの名前が、【カズマ】なんだ。僕は、そのアバターの持ち主、プレイヤーだってだけ。

　ＯＺでは誰だれもが自分の分身であるアバターを操作している。みんなアバターを介かいして他ほかの人達とコミュニケーションしているんだ。

　だから、みんな自分のアバターを使って【カズマ】に話しかけてくる。僕も声をかけてくるアバターに返事をする。でも、そのアバター達のプレイヤーを直接見た事は無い。別に見たいとも思わない。興味が無い。

【カズマ】はウサギをモチーフにしている人型のアバターで、白いふさふさの体と、大きな二つの耳がトレードマーク。格好は大体いつも同じ。赤のダウンベストに紺こんのズボンで、同じブランドのグローブとゴーグルを装備している。お腹なかにはチャンピオンベルトが巻かれている。

　最近【カズマ】は、ＯＭＣファンの間で「キングカズマ」と呼ばれるようになっていた。現時点でのＯＺ最強の格闘家である、この二足歩行する白ウサギに敬意を表しての呼び名らしい。

　去年の夏の大会で、僕はＯＭＣの世界チャンピオンになった。その後、秋、冬の大会でもチャンピオンベルトを防衛している。そして、春。今日から始まる春大会で、キングカズマの三度目の防衛がなるか、今ＯＺ中で話題になっている。

　もうすぐエリアマスターコールがかかって、【カズマ】は控え室を出て、メインステージに立つ。恒こう例れい行事、チャンピオンベルトの返へん還かんだ。キングカズマは一度ただのストリートファイターに戻り、もう一度頂点を目指す。……まあ、シード権があるから予選はスルーなんだけど。

　控え室の【カズマ】は、パイプ椅子に座って、何も無い空間をじっと見つめている。当然だ。僕が動モーシ作ヨン指定のキーを押さなければ、アバターは１ミリだって動かない。表フエイ情シヤルだって、設定しなければ変わらない。この無表情に、特に意味は無い。

　だけど。

「……なんか、つまんなさそうだな」

　その時、僕は、画面に映った【カズマ】が、退たい屈くつしているように見えた。

　そして僕も、退屈な気分だった。

　三度目の防衛。

　全ＯＭＣファン注目の的。

　でも、僕自身には、戦い続ける理由が、無かった。

　と、画面にリモートチャットのウィンドウが開く。コンソールと呼ばれている文字だけのウィンドウに、文字が一列流れ込む。




CALL［［EM］＞カズマ］：出番です。お願いします




　エリアマスターからのコールだ。僕はキーボードに両手を置き、スナップを利きかせてキーを叩たたいた。

　僕の入力に応じ、殺風景な控え室にいた【カズマ】が、すっと、立ち上がる。





◆






『チャンピオンベルト、返還』

　アナウンスの後で、ＯＭＣスタジアム中央に作られた四角形の特設ステージに飛び乗る。

　途と端たんに、客席にいるアバターの頭上に、マンガとかでセリフが書いてある、吹ふき出しのようなものがポンッと飛び出す。ＯＺでアバター同士が文字でチャットする時に、その文字を表示させる「チャットバルーン」とか「バルーン」とかって呼ばれてる板だ。

　超ちよう満まん員いんの客席が、瞬またたく間にバルーンで埋うめ尽つくされる。【カズマ】をステージの中央に進めながら、ちらりとバルーンに書かれた文字のいくつかを読んでみる。
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「……はあ」

　思わずため息をつく。どれも薄うすっぺらい書き込みだ。応援、やっかみ、罵ば詈り雑ぞう言ごん。そして大半は「ＫＫ！」と書かれているだけだった。

「ＫＫ」というのは「キングＫＩＮＧ　カズマＫＡＺＭＡ」の頭かしら文も字じを取ったもの。最近はキングカズマのファンが、自分達を「キングカズマフォロワー」と自じ称しようして、自分のアバターを【カズマ】そっくりの格好にしたり、アバターの名前を「ＫＫ」に変えたりするのが流行はやっているらしい。誰だれが何をしようがどうでもいいけど、そんな事して何が楽しいの？　と思う。

　ステージの中央までやってくる。キーを叩いてチャンピオンベルトの装備を解除し、日本選手権の実行委員長に渡わたす。チャットバルーンが更さらに数を増していく。無数のバルーンがスタジアムの空中に浮うかび、まるで入道雲のように、大きな塊かたまりになっていく。
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　また、ため息をつきそうになるのをこらえて、【カズマ】をステージから退場させる。

　開会式はお祭りみたいなものなので、この後もイベントがまだまだ続く。【カズマ】にもまだ出番があって、次はエキシビションマッチに出演する予定。とりあえずまた控ひかえ室に戻もどる。

【カズマ】を歩かせながら考える。

　はっきり言って、今年も負ける気はしない。

　きっと、またチャンピオンベルトは【カズマ】が手に入れるだろう。

　でも、なんの為ために？

　さっきも少しだけ思った事。




　なんで、僕は、戦い続けているんだろう？





◆






　控え室に戻る為に、【カズマ】にスタッフ専用通路を歩かせる。エキシビションマッチまでは少しあるから、この後はだいぶ暇ひま。

　家じゃなくて、ネットカフェに来てて良かった。控え室に戻ったら、一休みにしてマンガを取りに行こう。あと、もう飲んじゃったコーラのお代わりも。あ、でも、コーラは両手じゃないと持って来れないから、マンガの後で、コーラだな。

　とか、この後の予定を考えながら【カズマ】を歩かせてたら、控え室への道を一本間ま違ちがえてしまった。

「っと、ミスった」

　薄うす暗ぐらい廊ろう下かが途と中ちゆうで終わり、急に明るい空間が広がっていた。ベンチや自じ販はん機きが置いてある。ここは一般観客用の休きゆう憩けいルームだ。

【カズマ】が歩いていた廊下とその空間の間には「関係者以外立ち入り禁止」の看板が置いてある。もちろん、看板自体に意味は無い。認にん証しようされているＯＺアカウントを持ったアバター以外は、こっちの、スタッフ専用通路には入って来れないようになっている。

　来た道を戻ろうと振ふり返る直前、視界の中で何かが動いた。もう一度休憩ルームを見る。

　壁かべに置かれた緑色の長いベンチの下に、誰かが頭を突つっ込んでいた。

「……なにこれ？」

　思わず呟つぶやいてしまう。

　首から下の外見を見る限り、女のアバターだった。ディフォルメされた人型。猫ねこベース……なの、かな。毛に覆われた手足の先には、肉球と丸い爪があった。お尻しりからも猫っぽい尻尾しつぽが伸のびてる。顔は、ベンチの下に潜もぐり込んでいるからよく分からない。

　デニムのミニスカートに緑色のＴシャツを着ている所まではここからでも見えた。

　猫しっぽのアバターは右手と頭をベンチの下に突っ込み、外に出ている左手と下半身をぎゅっと折り曲げたり、ばっと全身を伸ばしたりを繰くり返していた。時折、急に全身を弛し緩かんさせた後、また伸び縮みの繰り返し。何をしているのかさっぱりわからない。

　僕は【カズマ】に「関係者以外立ち入り禁止」の看板に肘ひじを突かせながら、キーボードを叩たたいた。

カズマ：あのさ、なにしてるの？

【カズマ】の頭上にチャットバルーンが浮かび、「あのさ、なにしてるの？」と表示される。

　ＯＺは世界中の人間が利用しているから、この猫女が日本人であるという保証は無い。日本語が分からないかもしれない。けれど、自動翻ほん訳やく機能があるから、通じる筈はず。

　猫女の動きがびたっと止まる。数秒経たった後、ベンチ──多分、あのアバターの頭がある辺り──の上にバルーンが浮かんだ。

マキ：そこに誰かいるの!?

　このアバターは【マキ】という名前らしい。バルーンは読めてるのに、【カズマ】の姿は見えてないっぽい。ＯＭＣエリアでのカメラ操作に慣れてないのかな。

　ベンチの上に浮うかんだバルーンの更さらに上に、もう一個バルーンが重なった。

マキ：出られなくなったの！　助けて～!!

　脱だつ力りよく。どうやらホントにＯＭＣエリア慣れしてないみたいだ。

「引コリっジヨかントかラブりルか……」

　ＯＭＣエリアには、ＯＺの他ほかのエリアには無いルールがいくつかある。その内の一つがエリア全体に設定されている当コリたジヨりン判定だ。

　ショッピングエリアとかの、ＯＺの普ふ通つうのエリアでは、アバターがぶつかる物オブジ体エクトは床ゆかと壁くらいで、それ以外の物オブジ体エクト──例えば、ゴミ箱とか、観葉植物とか──にはぶつからずに素す通どおり出来るようになっている。つまり、床と壁には当コリたジヨりン判定があるけど、それ以外の物オブジ体エクトには無いって事。

　でも、ＯＭＣエリアではあらゆる物オブジ体エクトに当コリたジヨりン判定が設定されている。ゴミ箱を蹴ければ遠くに飛んで行くし、体重を重めに設定しているアバターが観葉植物に乗ればぽっきり折れる。

　なんでそんな風になっているのかと言えば、バトルに使うからだ。ＯＭＣエリアでは、あらゆる物オブジ体エクトを足場や武器にして戦う。その場にある物を臨機応変でどう活用するかも、ＯＭＣにおける重要な戦術の一つになっている。

　そういう訳で、ＯＭＣエリアに詳くわしくない人が遊びに来て、道に転がるジュースの空き缶かんに蹴け躓つまずいて転んだり、オープンテラスで椅い子すに座ろうとして、重心の掛かけ方を間違えて椅子ごと後ろに倒たおれたりするという光景を良く見る。逆に、そういう感覚が楽しくて、デート目的でＯＭＣエリアに遊びに来るアバターカップルも増えてるらしい。

　そしてごく稀まれに、物オブジ体エクトと物オブジ体エクトの間に自分のアバターを挟はさんでしまって、身動きが取れなくなる事もある。今、目の前にいるアバターのように。
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　この状態になる事を、僕達は「引コリっジヨかントかラブりル」と呼んでいる。

　ベンチの上に三つ目のチャットバルーンが飛び出した。

マキ：助けてってば～!!　これ見えてないのかな～？

　ディスプレイの右下にある時計を見る。９時38分。10時から始まるエキシビションマッチまで、あと20分ある。

　読もうと思っていたマンガと、二杯はい目のコーラの事をちょっとだけ考えてから、小さくため息をつき、キーボードを叩いた。

【カズマ】が看板の横をすり抜ぬけ、休憩ルームに入る。薄暗い廊下から、明るい場所に入ったので、眩まぶしさに目を細めた。もちろん、細めたのは僕、池沢佳主馬の方で、ディスプレイの中の【カズマ】は、無表情のまま。

　長い足が伸びているベンチの下を覗のぞき込む。と、もがいていたアバターと目が合った。顔は普通の女の子。短めの髪を縛っている。頭についた二つの猫耳がぴょこぴょこ動いていた。

マキ：あ、聞こえてたんだ！　ねーこれどーなってるのー!?

「お」

　少し新しん鮮せんな反応。ＯＭＣスタジアムに来てて、「キングカズマ」の姿を見てもなんの感想も言わない人は珍めずらしい。ＯＭＣプレイヤーじゃないのかな。まあ、引コリっジヨかントかラブりルになってるんだから、一いつ般ぱん人じんか。誰だれかに誘さそわれて開会式を見に来ただけなのかも。

【マキ】の右みぎ腕うでの先を見る。その肘から先の部分と、ベンチの支柱になっている鉄の棒とが、ぐにゃぐにゃに絡からみ合っていた。正直、どう操作すればここまで絡みつけるのか分からないくらい酷ひどい引コリっジヨかントかラブりルだった。

　呆あきれて聞いてみる。

カズマ：なんで、こんな事になってるの？

　ポコン。とバルーンが浮かぶ。

マキ：歩いてたら転んじゃって

　ポコン。新しいバルーンがさっきのに連なる。

マキ：起き上がろうとしたらベンチの下に頭が入っちゃって

　ポコン。

マキ：這はい出ようとしたら右手が引っかかっちゃって

　ポコン。

マキ：それを解こうとしたらますます引っかかっちゃって

カズマ：わかった、もういい

　とりあえずバルーンの連打をやめさせてから、【カズマ】の腕うでを伸のばして、引っかかっている【マキ】の腕を摑つかむ。が、まるで鉄の棒にがっちり結びついているかのように動かない。何度か方向を変えて引っ張ってみたけど、とても解ける気がしない。

　起き上がって、ベンチの方を確かく認にんする。壁かべに貼はり付いている物オブジ体エクトなので、こっちを取り外す訳にもいかない。もちろん、【カズマ】の蹴りキツクなら、こんなベンチ簡単にぶっ壊こわせるけど、公共物の無意味な破損はＯＭＣルールでペナルティが発生してしまう。

カズマ：無理だな。取れない。ちょっと待ってて

マキ：置いてかないで～!!

カズマ：ちょっと待っててってば。今エリアマスター呼ぶから

　僕はウィンドウを切り替かえて、リモートチャットのコンソールにコマンドを打ち込んだ。

CALL［カズマ＞［EM］］

　しばらく待つと次の行に文字が表示される。

CALL［［EM］＞カズマ］どうかしましたか？

CALL［カズマ＞［EM］］引っかかりで動けないアバターがいます

CALL［［EM］＞カズマ］了りよう解かいしました。エリアマスター０７５が向かいますのでその場で待機していて下さい

「これでよし、と」

　再び【カズマ】のいるウィンドウに戻もどり、チャットバルーンに文字を打ち込む。

カズマ：コールしといた。もうすぐエリアマスターが来るから。じゃあ

　そして立ち上がり「関係者以外立ち入り禁止」の看板の方に体を向ける。９時42分。これ以上僕がここにいる理由は無い。控ひかえ室に戻ろう。もうマンガを読む暇ひまは無いけど、コーラを取りに行く時間は全然ある。

　と、【カズマ】の後ろ姿にバルーンが飛んでくる。

マキ：置いてかないでってば～!!

「え、なに？」

　慌あわててキーを叩たたく。

カズマ：だから、エリアマスターがもうすぐ来るってば。来たら外してもらえるよ

マキ：それまでここにいてよー！

カズマ：なんで？　僕がここにいてもなにも意味ないよ？

マキ：それでも、いて欲しいんだもん

カズマ：だから、なんで？

　少しの間を置いて、ベンチの上にバルーンが浮うかんだ。




マキ：一人は、寂さびしいから




　意味が分からなかった。そりゃまあ、この場所には【マキ】一人になるかもしれないけど、それはＯＺの仮想空間上での話。アバターが一人でいるからって、寂しいとか寂しくないとか関係無くない？　【カズマ】が側そばにいたって、全然意味無いでしょ？

　でも、なんか立ち去りづらくなってしまった。

　時計をもう一度見る。９時43分。小さく息をつく。

　そして、【カズマ】を【マキ】の側に歩かせて、床ゆかにあぐらを搔かいて座らせた。

　ポン、と、ベンチの上に吹ふき出しが出た。




マキ：ありがと




　何な故ぜか、体が熱くなった。

　急にネットカフェの室温が上がったのかと思った。

　紙コップを乱暴に摑んで、ほんのちょっとだけ残ってたコーラと氷をガブ飲みした。





◆






　特に何も思い浮かばなかったので、【カズマ】にあぐらを搔かせたまま、ぼうっとしていた。【マキ】も、あの後は話しかけて来なかった。

　二人とも無言のまま２分ぐらい待っていると、看板の向こうの暗い廊ろう下かを誰だれかが走ってくる音が聞こえた。カメラをそっちに向ける。

　背の低いアバターが、壁と「関係者以外立ち入り禁止」の看板の間をソロソロと抜ぬけて、休きゆう憩けいルームに出てきた。エリアマスターである事を示すＯＺの制服を着ていて、細長い丸形の顔には、ＯＺと大きく書かれた帽ぼう子しを被かぶっていた。

　その丸顔アバターは、【カズマ】を見るなり派手な驚おどろきの動モーシ作ヨンと表フエイ情シヤルを取り、頭上にチャットバルーンを浮かべた。

ＫＫ：え！　【カズマ】って、キングカズマだったの!?

【ＫＫ】という、このアバターの名前を見て僕はちょっと力が抜ける。キングカズマフォロワーが自分のアバターの名前を「ＫＫ」にするとは聞いてたけど、実際見たのは初めてだった。まあ、どうでもいいけど。キーボードを叩く。

カズマ：悪い？　仕事と私用はごっちゃにしないでよ。キングカズマフォロワーでもさ

ＫＫ：え？　あ、いや、この名前は

【ＫＫ】は慌てた様子を見せたけど、一いつ旦たんバルーンをしまって、改めて頭上に浮かべた。

ＫＫ：失礼しました。エリアマスター番号０７５の【ＫＫ】です。御ご用ようはなんでしょう？

　エリアマスターは、ＯＺの運営側が管理している特別なアバターだ。エリア毎ごとに何十人もいて、24時間交こう替たいで勤務している。彼らにはいくつかの特権が与あたえられていて、一いつ般ぱんユーザーではどうしようも無い事態が発生した時に、対応してもらえる。今みたいに。

カズマ：用があるのは僕じゃなくてこの人

　ベンチの下に頭を突つっ込んだまま床に這はいつくばっている【マキ】を指差す。

カズマ：ベンチの当コリたジヨりンに引っかかってる。外してもらえる？

ＫＫ：了りよう解かい。確かく認にんします

【ＫＫ】はトコトコとベンチに歩み寄り、下を覗のぞき込んだ。

ＫＫ：あー、これはほどくの無理っぽいですね。ちょっと待って下さい

　起き上がった【ＫＫ】は、何かの端たん末まつのようなものを取り出して操作を始める。

ＫＫ：このベンチの当コリたジヨりンを一時的に解除します

　ピッと小さな音が端末から響ひびくと同時に、ベンチ全体がすっと半はん透とう明めいになり、床や、その上に倒たおれている【マキ】の頭が透すけて見えるようになった。

ＫＫ：もう大だい丈じよう夫ぶですよ。出てきて下さい

【ＫＫ】がそう言うと、【マキ】がゆっくりと体を持ち上げる。右手も、頭も、半透明のベンチを突き抜けて、起き上がる事が出来た。

マキ：あ、動く！

ＫＫ：完全に通り抜けましたね？　元に戻もどしますよ

【マキ】が立ち上がったのを確認してから、【ＫＫ】はまた端末を操作する。透き通っていたベンチの色が、スッと、元に戻る。【ＫＫ】がベンチを叩たたくと、コンコンと硬かたい音がした。当コリたジヨりン判定が復活しているのだ。

マキ：ありがとう！

ＫＫ：ＯＭＣエリアは初めてですか？　慣れない内は出来るだけ広い所を歩くのがコツですよ

　とりあえず問題は解決した。さて、時間の方はそろそろ……。

　９時55分。

「やばっ！」

　高速でキーを打つ。

カズマ：エキシビションマッチが始まる！　じゃあ僕は行くから！

　看板を一ひと蹴けりで飛び越こえて、薄うす暗ぐらい廊下に着地する。背後にいくつかバルーンが見えたけど、読む暇ひまは無かった。そのまま廊下を走り出す。

　やれやれ。結局コーラのお代わりが出来なかったや。





◆






『さぁて！　そろそろ開会式に飽あきて来ちゃった頃ころじゃないかい？　そこの君、アバターが疲つかれて眠ねむっちゃってるぜ！　もしかしてディスプレイの前の君も退たい屈くつで眠っちゃっているんじゃないだろうね！　急いで起きてくれ！　そしてご安心召めされよ！　堅かた苦くるしい話はここまでだ。ここからはいつもの調子でバトルだぜ！　ＯＭＣエキシビションマッチへようこそっ！』

　ＯＭＣスタジアムに響くアナウンスに、観客席が歓かん声せいで答える。

　さっきチャンピオンベルトを返しに上がった特設ステージが、今はプロレスのリングのように四方にロープが張られていた。これがエキシビションマッチでのリングになる。

『今回のマッチは百人組み手だ！　要するに、一人が百人を相手に大立ち回りを繰くり広げるって事！　え？　不公平？　反則？　数の暴力？　最初から勝負は決まってるって？　とんでもないっ！　君達だって彼の姿を見れば思う筈はずだぜ！　「あぁっ！　こいつ相手じゃあ百人いたって全然足りないやっ！」てねっ！　それじゃ早さつ速そく登場してもらおうかっ！』

　リングの一角に白のスモークが焚たかれる。

『前回どころか、去年の夏以来二連続でＯＭＣチャンピオンの座を守っている、もはや誰だれもが彼を「キング」と呼ぶ事に躊ちゆう躇ちよが無い！　その名も、キィィング、カズマァァァアッ！』

　スモークがバシュッと途と切ぎれると、そこに僕のアバター、【カズマ】が立っている。

「「ウォォォォッ！」」

　沸わき上がる歓声。

『さあ続いてキングが戦う百人のファイター達に登場してもらおうっ！　いでよ！　数百倍の倍率の抽ちゆう選せんを超こえて、エキシビションマッチへの参加券を獲かく得とくした好運な選手達よ！』

　リングの周辺にパパパパパッと無数の煙けむりの球が出現する。様々な色をした煙球が薄うすれると、そこには何十体ものアバターが立っていた。

【カズマ】の立っているリングが、百体のアバターに取り囲まれる。

『ルールは簡単。百人のファイター達を全すべて倒せばキングの勝ち、そうじゃなければキングの負けだ！　もちろん、キングだろうとファイター達であろうと、場外に落ちたらＯＵＴだ！　まあ、これはファイター達に対するアドバイスなんだけどね？』

　観客席がドッと笑いに包まれ、リング外にいるアバター達が抗こう議ぎするように雄お叫たけびを上げる。

『ではいよいよゲームを開始しよう！　百体のファイターを前にして、さすがのキングもやられてしまうのか!?　それともこれしきのバトルを乗り越えてこそのキングなのか!?』

「僕が自分でキングって言ってる訳じゃない」

　思わず呟つぶやく。もちろんマイクをオンにしてる訳じゃないから、ＯＺの中には聞こえない。

　ヘッドフォンをかけ直して、両手を組んで上に伸のばす。バトルの前の儀ぎ式しきみたいなもの。

『制限時間は無制限！　キングカズマが倒たおれるか、百体のファイターが倒れるまで勝負は終わらない！　それでは、ＯＭＣトーナメント日本選手権２０１０Ｓｐｒｉｎｇ、記念すべき最初のファイトの始まりだ！　Ｒｅａｄｙ　ＧＯ！』

　最後の言葉を合図に、リングを取り囲んでいた無数のアバター達が一いつ斉せいに飛び上がった。

　僕は一いつ瞬しゆんだけ目を閉じて、最初のキーを叩いた。




２　【ＫＫ】




【ＫＫ】が階段を登り切ると、大だい歓かん声せいに沸くＯＭＣスタジアムの観客席に出た。【ＫＫ】の少し後ろには【マキ】がいて、二人は手を繫つないでいた。【ＫＫ】が歩き始めると、【マキ】が引っ張られるようにして後ろをついてくる。

　本来なら、【マキ】をベンチの下から助けてあげた時点で、自分の役割は終わっている筈だった。10時からは30分の休きゆう憩けいも貰もらっている。エリアマスターと言ってもアルバイトなので、休憩はしっかり貰いたい。それにこの時間はゆっくりエキシビションマッチを観戦するつもりだった。

　ところが、【カズマ】が風のように立ち去った後、【マキ】が、

マキ：キングってなに？

　と、【ＫＫ】に聞いてきたのだ。【ＫＫ】が【カズマ】の事をそう呼んでいた事を覚えていたらしい。なので【ＫＫ】は、【カズマ】が現在のＯＭＣ世界チャンピオン「キングカズマ」で、さっき飛び出すように立ち去ったのは、10時からのエキシビションマッチに出演する為ためだと教えてあげた。

　すると【マキ】が、

マキ：それ見たい！

　と、言い出した。

　見るのは自由なのだけど、その為にはスタジアムの観客席まで行かなければならない。ＯＭＣエリア初心者の【マキ】には、人ひと混ごみ溢あふれる観客席を一人で歩くのは難しいと思われた。

【ＫＫ】はＯＭＣエリアのエリアマスターの一人であり、目の前に困っているアバターがいるなら手助けするのが職務な訳だが、もう休憩時間に入っているので、【マキ】に手を貸してあげる義理はなかった。

　ただまあ、ここで放っておくのもなんだし、どうせ自分も観戦するつもりだったので、観客席まで案内する事にしたのだ。

　先導して歩き出したら、案の定【マキ】は廊ろう下かの壁かべにガコンガコン当たって全然前に進まない。【ＫＫ】は仕方無く【マキ】の手を取り、引っ張るようにして観客席へ連れて行く事にした。現実では女の子と手を繫ぐどころか、話しかける勇気も無いへたれ高校生なのにな、と思いながら。

　観客席を見み渡わたすと、大おお騒さわぎしているアバターの大群の隙すき間まに、ちょうど二つ席が空いている場所を見つけた。指を差して【マキ】に知らせる。

ＫＫ：あそこが空いてるから、あそこで見ましょう

マキ：あ、うん

　席にたどり着き、【マキ】を座らせ、改めてリングに目を向けると、【カズマ】がちょうど五十人目のアバターをリング外に叩たたき落とした所だった。電光掲けい示じ板ばんに「Last 50 players」と表示されている。スタジアムがまた大だい喝かつ采さいに包まれた。

「やっぱすごいな、【カズマ】は……」

【ＫＫ】はディスプレイの前で呟く。

　リングの中で動き回る【カズマ】は、まるで台風のようだった。

　弧こを描えがきながらリング中を走り回り、その手足に触ふれたアバターは暴風に晒さらされるかのように次々と吹ふき飛ばされ、場外に落下して行った。アバター達の果か敢かんな攻こう撃げきも、【カズマ】には当たる気配すら無かった。

　また一人が場外に落ち、観客席の歓かん声せいが一段大きくなる。

　隣となりの席に座っている【マキ】の頭の上に、バルーンが浮うかんだ。

マキ：凄すごい！　凄い！　アバターって、あんな事出来るんだ！

「あんな事」というのは、殴なぐったり蹴けったりの事だろう。【ＫＫ】はキーボードを叩く。

ＫＫ：普ふ通つうは出来ませんけどね。ＯＭＣエリアは、他ほかのエリアとちょっとルールが違ちがうんです

マキ：ルール？

ＫＫ：ええと、音声チャットに切り替かえてもいいですか？

　説明するのは簡単だったが、文字チャットで全部書くのはちょっと面めん倒どうだった。

マキ：んーと、構わないけど、私、今ちょっと声出せない場所にいるんだけど、いい？

ＫＫ：構わないです。僕が一方的に喋しやべりますから

【ＫＫ】はマイクをオンにして、喋り始める。

『これ、聞こえてます？　文字チャットで教えて下さい』

マキ：聞こえてる

『了りよう解かい。ＯＭＣエリアは、他のエリアと比べて、大きく三つ、特別なルールがあるんです。一つ目は、アバターや物オブジ体エクトに当コリたジヨりン判定がある事。これによって、アバター同士が殴り合ったり、落ちている物を足場や盾たてにしたりする事が出来ます。【マキ】さんがベンチと絡からまったのも、ベンチに当コリたジヨりンがあったからです』

マキ：ふむふむ

『二つ目は、アバターに体力値が設定されている事。普通、アバターはどれだけ動いても疲つかれたりしませんけど、ＯＭＣエリアでは極きよく端たんな運動をしたり、他のアバターの攻撃が当たったりすると、体力値が減ります。例えば……』

【ＫＫ】は右手を持ち上げて、【マキ】のおでこを指先で弾はじいた。いわゆるでこぴんである。

　弾いた指の衝しよう撃げきで、【マキ】の頭が少し後ろに傾かたむく。ぴこんと可愛かわいい音がして、マキの頭上に「0.01pt hit」と表示される。

『これが体力値。小さい怪け我がなら、数分で回復するから心配しないで』

マキ：ふうん？　でも、でこぴんなら、普通のエリアでも出来るよ？　体力値は出ないけど

『それは、ＭＡコンポーネントがＯＭＣエリア以外でも採用されているからです』

【ＫＫ】は腰こしに手を当ててエヘンの動モーシ作ヨンを取る。この話をするのは好きなのだ。

マキ：ＭＡコンポーネント？

『ＯＺっていうのは、いろんな人が作った小さなコンピュータープログラムの塊かたまり、コンポーネントと言う物の集合体なんです。で、その中でも、アバターの動作や表情を司つかさどっているプログラムがＭマーシヤＡルアーツコンポーネントなんです。元はＯＭＣの為に日本人が作ったコンポーネントなんですが、その性能の高さから、今ではほとんどのエリアで採用されています。でこぴんがショッピングエリアでも出来るのは、その為なんです』

マキ：へえ

　熱く語った割には薄うすい反応。日本人の作ったプログラムがＯＺの基幹システムの一いち翼よくを担になっているなんて凄いワクワクする話なのに。女の子にはピンと来ない話なのだろうか。【ＫＫ】は調子に乗ってしまった事を反省し、特別ルールの説明に戻もどる。

『話がずれちゃいました。二番目のルールについての続きなんですけど、体力値がゼロになると、行動不能になります』

マキ：行動不能？

『要するに、なんにも出来なくなるんですね。レギュレーションにもよるけど、普通は10分くらい動けなくなります。あ、ほら、あれ』

【ＫＫ】がリングを指差すと、【カズマ】が熊くまタイプのアバターの腹に強きよう烈れつなキックを入れた所だった。熊の頭上に表示されていた「12.5pt」という赤い文字が、即そく座ざに「0.0pt」に変わり、熊アバターは白目をむいてその場に倒たおれた。

『あんな感じです。行動不能になると、一定時間はその場から動けなくなります』

マキ：え、うっそだ。だってポイントジャンプすればいいじゃん。ログアウトでもいいし

　予想された反応だった。【ＫＫ】は小さく肩かたをすくめる動モーシ作ヨンをさせた。

『ＯＭＣエリアではポイントジャンプが出来ないんです。これが特別ルールの三つ目』

マキ：ホント!?

「ポイントジャンプ」というのは、ＯＺのユーザーなら誰だれでも知っている一いつ般ぱん機能で、ＯＺの超広大な仮想世界の中を、アバターが素す早ばやく移動する手段の一つだ。

　ＯＺには世界中の企き業ぎようが参入していて、特にショッピングエリアの店てん舗ぽの数は莫ばく大だいだ。ショッピングモールを単位に数えても軽く数万はある。当然、全すべてのモールを歩いて買い物をするのは現実的に不可能だ。

　そこで、あらかじめ行きたい店、あるいはショッピングモールの座標を調べておき、それを入力して瞬しゆん間かん移動する。これを「ポイントジャンプ」と言う。

【ＫＫ】は半分は試合を観戦しつつ、【マキ】に説明した。

『ＯＭＣエリアは、エリア全体が一つの格かく闘とう場みたいなものなんです。道みち端ばたでバトルが始まる事もある。そんな時、不利になったからって突とつ然ぜんポイントジャンプでエリア外に逃にげられたら戦いになりませんよね？　だから、ＯＭＣエリアの中ではポイントジャンプが出来ません』

マキ：ログアウトして逃げちゃえばいいんじゃないの？

「ログアウト」とは、ＯＺへの接続を切断する事。通常のエリアでログアウトした場合、その瞬間にアバターはＯＺから姿を消す。そして、再びログインする時に、ＯＺ内での出現位置を改めて自由に選ぶ事が出来るのだ。

【ＫＫ】は首を振る動モーシ作ヨンで否定する。

『逃げられません。ＯＭＣエリアでは、ログアウトしてもアバターはその場に残るんです。ログインし直した時はそこから再スタートになります。まあ、一定時間経てば、姿は消えるんですけどね。それでも、ＯＭＣエリアから逃げ出せる訳ではありません』

マキ：えー、じゃあどうやってここから出ればいいの？

『別のエリアに移動する場合は、スタジアムの入り口まで自分の足で行かなきゃいけません。【マキ】さんも、ここに来る時は入り口から入って来たでしょ？』

マキ：ああ、うん。ＯＭＣエリアにポイントジャンプしたら勝手に入り口に立ってた




　ドゴンッ！




【ＫＫ】達から少し離はなれた席に、リングから放物線を描えがいて飛んできたロボット型アバターが激げき突とつした。【カズマ】の三回転回し蹴げりによって吹ふっ飛ばされてきたのだ。観客達の怒ど声せいと歓かん声せいがぶつかり合って激突地点の周囲が大おお騒さわぎになっている。

　リングを見ると、あれだけ沢たく山さんいたアバターは姿を消して、【カズマ】を取り囲むように八体のアバターが残るのみだった。

『もうすぐ、勝負ありですね』

【ＫＫ】が言うと、数秒遅おくれてバルーンが出た。

マキ：【カズマ】って、凄すごいね

　そして、その上に、もう一つ重なった。

マキ：どんな、人なんだろ




３　佳主馬




　カウントは92。残っているのはそれなりの実力者だった。

　視界の隅すみで銀色の鎧よろいが前に出るのが見えた。瞬しゆん時じにしゃがみ込む。それで鎧が繰くり出してくる槍ランスの突つきを避よけ、その槍ランスの根元を摑つかみ、銀色鎧ごと左に投げ飛ばす。その先には巨きよ大だいリスがいて、二人で丸まってリング外に落ちた。

　師し匠しよう──新にい潟がたの万まん助すけおじいちゃんの事を、僕は師匠って呼んでる──は、拳けん法ぽうの奥義、本当に必要な物はたった二つだと教えてくれた。一つは、相手との間合いを計る目。もう一つは、相手の呼吸を読みとる耳。

「常に相手の呼吸から次の動きを読み、正しい間合いに入っていれば、決して負けはせん」

　師匠の教えは、ＯＭＣの戦いでもそのまま活いかす事が出来た。

　普ふ通つうの格闘ゲームのコントローラーは、キャラを動かす為ための方向スティックと、攻こう撃げきや防ぼう御ぎよの為のボタンが六個くらいしかない。

　ＯＭＣはそのボタンが数十個に増えている。単なる攻撃のバリエーションの他ほかにも、細かな重心移動、空中戦での姿勢制せい御ぎよなど、ボタンはいくらあっても足りないくらいだ。

　上級者は、それらのボタンの押す組み合わせを、マクロコマンドとして登録しておき、マクロ用のキーを押せば瞬時にコマンドが出せるようにしている。だから、普通のボタン＋マクロボタンで、使うボタンの数は簡単に百を超こえる。

　左右から同時に襲おそいかかってきた一つ目め小こ僧ぞうと着ぐるみカッパの顔面を、両りよう腕うでで殴なぐり飛ばす。

　マクロボタンを作ればいつでも最強の技わざが出せるじゃないかって？　そう単純な話じゃない。相手や周りの状じよう況きように合わせて、常に先を読み、裏をかき、時にはコマンドを途と中ちゆうでキャンセルして、的確な行動を瞬時に判断し続けなきゃいけない。60分の１秒の差で相手に先手を取られれば負ける。ＯＭＣはそういうゲームなんだ。

　そしてそれは、師匠の教えそのままだった。

　相手の呼吸を読み、正しい間合いに入る。それが、【カズマ】の強さの根本だった。

　カマキリ男の鎌かまを上う手まく誘ゆう導どうして、背後にいた柔じゆう道どう着ぎを着た猫ねこにぶつけて両方自じ滅めつさせる。残り二体。後は力押しでもなんとか──




　そいつが、視界に入った。




　──一いつ瞬しゆん反応が遅れ、首が三つある犬ボクサーのパンチを紙一ひと重えでかわす。キングカズマの突然のピンチに観客席から大だい歓かん声せいが上がる。

　もちろん、ピンチなんかじゃない。そいつに気を取られてしまったのだ。

「今日こそ、捕つかまえてやる」

　小さく呟つぶやき、宙返りでボクサーから距きよ離りを取り、体勢を整える。

　30秒で決めてやる。





◆






　当然勝った。

　インタビュアーが近づいてきたけど、試合のラスト30秒間ずっと目で追っていたそいつが、試合が終わった途と端たん観客席から走り去ったので、急いで追いかけた。まあ、エキシビションマッチは終わった訳だし、【カズマ】がいなくてもなんとかなると思う。多分。

【カズマ】に廊ろう下かを全力疾しつ走そうさせつつ、別ウィンドウにＯＭＣスタジアムの地図を表示させて、そいつの逃とう走そう経路を考え、先回り出来るルートを探す。

　お、この第三階段を一階まで一気に降りれば良さそう。

　階段の前で急停止。水平にジャンプして階段に飛び込む。一段ずつ降りるなんて面めん倒どうな事はしない。壁かべに着地して、斜ななめ下に飛ぶ。壁にぶつかって跳はね返る弾だん丸がんのように、一気に一階に到とう着ちやくする。

　廊下に綺き麗れいに着地すると、ちょうどそいつが走り込んでくる所で、僕にぶつかって床ゆかに転がった。

「よし」

　小さく呟く。

　起き上がろうとしてるそいつを、腕うでを組んでいる【カズマ】が見下ろす。

　そいつは、厚みの無い板みたいなアバターだった。黒くて丸い板の上に金色の模様が浮うき上がっている。丸い円の中に葉っぱが三枚。

　確か、葵あおいの紋もん所どころって奴やつ。家か紋もんだ。

　家紋アバターは起き上がるとこちらに向き直り、バルーンを浮かべた。

イエヤス：これは、これは。キングカズマ。なんの御ご用ようで？

　この家紋アバターは【イエヤス】と名乗っているらしい。なんか図ずう々ずうしい奴だと思う。キーボードを叩たたく。

カズマ：あんた、僕のバトルの完全記録フルログ、採ってるでしょ？

　沈ちん黙もく。返答が無い事が答えのようにも思えた。

　ＯＭＣのプレイは現実の格かく闘とう技ぎと同じくらい複雑で、リアルだ。でも、キー入力を介かいして戦う以上、そのキー入力の履り歴れきを全すべて記録すれば、対戦相手の戦せん闘とうパターンをかなり詳しよう細さいに分ぶん析せき出来てしまう、かもしれない。「かもしれない」というのは、バトルの全キー入力履歴、つまり完全記録フルログを採る事は禁止されていて、システムレベルで出来ないようになっているからだ。

　しかし、不正なツールを使って、完全記録フルログを採ろうとするユーザーがたまにいる。僕は、以前から【カズマ】のプレイ中に、普ふ通つうの観戦とは明らかに違ちがう雰ふん囲い気きで客席にいるアバターがいる事に気づいていた。それが、この葵の紋所アバターだったんだ。

　僕が腕を組んで立っていると、家紋の上にバルーンが浮かんだ。

イエヤス：……証しよう拠こは？

　２時間ドラマの犯人みたいなセリフだ。笑える。もう犯人だって白状してるみたい。

カズマ：そんな物いらない。あんたを拘こう束そくしてＯＺ事務局に渡わたせば向こうが調べてくれる

　そうバルーンを出した後、【イエヤス】を摑つかもうと【カズマ】の右手を伸のばす。と、【イエヤス】はそれをさっと避よけた。その直後、ヘッドフォンにノイズ混じりの言葉が響ひびく。

『今……捕まる訳には……いかないん…………だよな』

　僕に言ってるのではなく、独り言のように聞こえた。多分、【イエヤス】を操作している人が、マイクのスイッチを切り忘れていて、声が入ってしまったんだと思う。小さすぎて、男の声っぽい、くらいしかわからなかった。

　僕はもう一度【イエヤス】を摑もうとして──




　ガタンッ！




【カズマ】の背後で凄すごい音がして、反射的に振ふり返る。

　廊下の奥で、誰だれかが転び、ベンチの側そばにあったゴミ箱を盛大にひっくり返したらしい。

「あっ！」

　もう一度振り返ると、そこにはもう【イエヤス】の姿は無かった。後ろに気を取られた間に、逃にげられてしまった。

「……はあ」

　まあ、いいや。次に見つけた時は絶対捕まえてやる。

　気持ちを切り替かえて、キーボードを叩く。邪じや魔ましてくれた奴の顔でも見てみるか。【カズマ】が廊下を歩き、転がったゴミ箱の近くまでやって来る。

「え？」

　動物系の女のアバターが、床に倒たおれていた。ベンチの下に、頭から突つっ込んでいる。

　緑色のＴシャツにデニムスカート。毛に覆われた手足。そして、お尻しりから生えてる猫ねこしっぽ。

　１時間くらい前に、全く同じ光景を見た気がした。

　倒れているアバターの前に着地して、しゃがみ込む。

カズマ：……なにしてるの？

　数秒遅おくれて、バルーンが浮かぶ。

マキ：また、手が抜ぬけなくなった

「……はあ」

　また引っかかってるよ。この人。

　と、突とつ然ぜん、【マキ】が音声チャットで叫さけび、僕のヘッドフォンを震ふるわせた。

『もうっ、なんでこんなに動きにくいのよっ、ここはっ!!』







[image: 第２章　同日　ネットカフェ～佳主馬のマンション]







４　佳主馬




　ディスプレイの中の【マキ】が叫ぶのと同時に、ネットカフェの中でも叫び声が上がった。

「もうっ、なんでこんなに動きにくいのよっ、ここはっ!!」

　え、なにこれ？

　ヘッドフォンの中からも外からも、同じ言葉、同じ声が響いた。

　しかも、それは、すぐ隣となりの、「41」の個室から聞こえた。

　急いでヘッドフォンをキーボードの上に投げつつ、パソコンが置かれた机に飛び乗り、衝つい立たて越ごしに隣の個室を覗のぞき込む。

　さっき、扉とびらの隙すき間まから後ろ姿だけ見た女の人が、頭をかきむしりながらディスプレイを覗き込んでいた。

　ディスプレイにはＯＺの画面が映っていて、そろそろ見慣れた猫しっぽアバターが床ゆかに倒れていた。もちろんその隣には【カズマ】がしゃがんでいた。

　こんな事ってあるもんなんだな。ちょっと驚おどろき。

　とりあえず、声を掛かけてみる。

「……ええと、【マキ】、なの？」

　僕の言葉に、女の人がビクッと反応し、こちらを見上げる。

　大学生……かな。女の年ねん齢れいって全然分からない。少なくとも、僕よりはずっと年上に見えた。

　Ｔシャツとデニムのミニスカートはアバターの【マキ】が着ているのと同じ物だった。アバターに自分と似てる格好させる人もＯＺには良くいる。ちょっと違ちがうのは、袖そでを折ったＹシャツを羽織っている事と、ミニスカートの丈たけが【マキ】のよりも短い事くらいかな。

　肩かたまである髪かみを、首の横で二つに結んでいる。前まえ髪がみが上がっていて、小さなおでこが見えていた。

　いきなり衝立越しに話しかけてきた僕に驚いているらしく、その女は大きなくりっとした目をパチクリさせて言った。

「え、な、なに!?」

　僕は自分の顔を指差した。

「【カズマ】」

「えっ」と小さく叫びながら、大きな目が、もっと大きく広がった。

「噓うそっ!?　君が!?　【カズマ】なの!?」

　ディスプレイに映る白ウサギと、衝立越しに見下ろしている僕とを、顔をブンブン動かして交こう互ごに目を遣やりながら、驚きの声を上げる。

　この女が何を驚いているのか、聞かなくても分かる。「キングカズマがこんな小さな男の子だったなんて思いもしなかった」だ。

　スポンサーにもＯＺスタッフにも何度同じ事を言われたか分からない。本物のオリンピックとかには体の小さな選手や、中学生や高校生の選手はいくらでもいるのに、なんで僕がキングカズマだとみんな驚くんだろう？　好きでこんな小さい体やってる訳じゃない。まだ成長期が来てないんだ多分。ああもうイライラしてきた。

　だけど、次に出てきた言葉は、僕の予想と少し違っていた。

　その女は、机に手をついて、体を乗り出し、僕に笑え顔がおを向けた。

「君、さっきの試合、凄すごく格好良かったよっ！」

　え？

　僕が反応する間もなく、女の人はいきなり両手を伸のばして僕の手を摑つかんで、ブンブン振ふった。突とつ然ぜん柔やわらかい手で握にぎられて僕は焦あせった。思わず手を振り解ほどく。

「ん、どうしたの？」

　顔を少し傾かたむけて、くるんとした二つの瞳ひとみが僕を見つめる。

　カッと顔が赤くなる。目を逸そらしてディスプレイを指差す。

「は、早く引コリっジヨかントかラブりルをほどいて、外に出ろよ！」

　なんで怒り口調になっているのか自分でも分からない。

　返って来た声も少し怒り口調だった。

「取れないの！　さっきからやってるけど全然ほどけないのよ～！」

「じゃあエリアマスターをコールしなよ。さっきみたいにさ」

「それもやった！　でも誰だれも来ないのよ！　なんで!?」

「ああ……」

　エリアマスターはＯＺが提供するサービスだけど、そのアバターを操作しているのは人間だ。一度に沢たく山さんコールがかかると、順番待ちが発生して、やって来るのが遅おくれる。

「どうすればいいの～!?」

　本当に弱ってるらしく、上うわ目め遣づかいの目が、少し潤うるみ始めている。その目を見るともっと体が熱くなるのを感じた。

　あー！　なんだこれ！

　強く頭を振って、どうすべきかを考える。そして思いついた。小さく呟つぶやく。

「……僕が直接【マキ】を操作すれば、ほどけると思うけど」

「ホントッ!?　お願いします～！　やって下さい～!!」

　両手を合わせて拝まれる。こっちから何も言ってないのに、年上の人が敬語を使ってくるのにも驚いた。ちょっと、恥はずかしい。

「そこどいて」

　ぶっきらぼうに言って、机を蹴ける。

「え、なに？　あっ！」

　このネットカフェは天てん井じようが高いので、衝つい立たてを飛び越こえても体がどこかにぶつかる事は無かった。女の人が慌あわてて横にずれた。そこに出来た隙すき間まにスタッと着地する。

「おおお～！　君、運動神経いいんだね！」

　小さく拍はく手しゆをされて、もっと恥ずかしくなった。黙だまってキーボードに向かう。パソコンの横に小さなショルダーポーチが置いてあるのが見えた。

「ね、私、山やま之の手て真ま紀き。君の名前は？」

「……池沢、佳主馬」

「よろしくね、佳主馬！　あ、私の事は真紀でいいから」

　勝手に人を呼び捨てにしておいて、なにが「真紀でいいから」だ。と、文句を言おうと顔を上げたら、さっき僕を見上げていた笑顔が、５センチ横でこっちを見ていた。

「！」

　慌てて前を向き直す。

　真紀から、なんだか甘い香かおりがして、それが頭をカッとさせた。

　よく考えたら、こんな狭せまい場所に女の人と二人きりになるなんて事、今まで無かった。

　！　何を考えているんだ僕は！　集中しろ！

　目の前のキーボードをもの凄い勢いで叩たたく。マクロが一個も設定されてない環かん境きようでアバターを操作するのは久しぶりなので、【マキ】をベンチの支柱から解くのは、ちょっと手間のかかる作業だった。

　その間、真紀から甘い香りが匂におってきて、ずっと、くすぐったい気分だった。




５　【ＫＫ】




【ＫＫ】は、一つ前のエリアマスターコールの用件を終えて、スタジアム内の通路を走っていた。お次のコールはまたも【マキ】からの呼び出しだった。

【カズマ】のエキシビションマッチが終わった後、【マキ】は、

マキ：【カズマ】にさっきのお礼を言いたい

　と言って、スタジアムの中にあぶなっかしい足取りで入って行った。付き添そってあげたかったが、休きゆう憩けい時間が終わるので、仕事に復帰しなければならなかったのだ。

【マキ】は【カズマ】に会えたのかな。

　そんな事を考えながら通路を走っていると、目の前に見慣れた白ウサギがしゃがんでいた。【カズマ】だ。足あし下もとには【マキ】が倒たおれていた。【マキ】は、ベンチの下から手を引き抜ぬいて、ゆっくりと起き上がる所だった。

ＫＫ：良かった。自力で引っかかりを解けたんですね

【ＫＫ】がバルーンで呼びかけると、立ち上がった【マキ】がこちらを向いた。

マキ：思ったより手間がかかったけど、なんとかね

　あれ？　と【ＫＫ】は思う。さっきと口調が違ちがう気がする。

　すると【マキ】は慌てて手を振ふった。その手慣れた動モーシ作ヨンも、さっきの歩く度たびに壁かべにぶつかっていた人の操作とは思えなかった。

マキ：ごめんごめん、これ僕のアバターじゃなかった

ＫＫ：え、なんの事？

　少し間があってから、バルーンが浮うかぶ。

マキ：僕は【カズマ】。今、【マキ】の端たん末まつから操作してる

ＫＫ：えっ!?　君達って知り合いだったの？

マキ：いや、そうじゃないんだけどたまたｍ

　バルーン上の文字が突とつ然ぜん途と切ぎれた。そして、そのまま【マキ】も【カズマ】も動かない。

ＫＫ：？　二人ともどうかしたの？

【ＫＫ】が尋たずねても、二人とも、ただ立ったまま、返事をしなかった。




６　佳主馬




　僕が【マキ】を通して【ＫＫ】に事情を説明しようとしたその時、突とつ然ぜんアクリルの扉とびらが乱暴に開かれた。

　後ろを振り返ると、茶色のスーツを着た、体も顔も大おお柄がらな男の大人が、ぎょろりとした目でこちらを見つめている。

「……なんか用？」

　乱暴に聞く。ネットカフェで他ほかの人の個室の扉を勝手に開けるなんてマナー違い反はんだ。まあ、衝立を乗り越えて隣となりの個室に入るのもマナー違反かも知れないけど。

　茶色スーツは僕を睨にらんだ後、視線を真紀の方に向けた。そして太くて低い声で言った。

「山之手真紀だな」

「え、そ、そうですけど……？」

　真紀は少し震ふるえた声。僕は意味も無くイライラした。男が続ける。

「やっと見つけたぞ。手間掛かけさせやがって。山之手祐ゆう司じから預かっているデータがある筈はずだ。寄よ越こせ」

　狭い空間に、大柄な男の太い右足がズイッと入ってくる。真紀がビクッと体を震わせた。

　僕はイライラが更さらに大きくなって、気づくと二人の間に入るように、真紀の前に立っていた。「山之手祐司」って、どこかで聞いた事ある名前だな、と思いながら。

「なんだ？　どけ、ガキ」

　カチンとくる。「ガキ」は、言われて二番目に腹の立つ言葉だ。偉えらそうな言い方も、頭ごなしに子こ供ども扱あつかいするのも気に入らない。こういう大人が一番嫌きらいだ。

　僕はじとっとした目で茶色スーツの大男を睨んだ。

「言い方が駄だ目め」

「はあ？」

「言い方が駄目だって言ってんの。もっと取引先にお願いするみたいにして」

　茶色スーツの目が怒いかりで開かれる。

「お前ふざけてんじゃ──」

「落ち着け、大おお久く保ぼ」

　声は外から聞こえた。こっちは少し甲かん高だかい声。ここからは見えないけど、茶色スーツ男の後ろに誰だれかいるっぽい。大久保と呼ばれ、茶色スーツ男は後ろを向いて、急に声の調子が弱気になる。

「し、しかし、鳥とり居いさん……」

「いいから、代われ」

「は、はい……」

　入り込んでいた右足が引かれ、窮きゆう屈くつそうに大久保が廊ろう下かをずれる。

　その間に、僕は後ろ手でキーボードを操作して、【マキ】をＯＺからログアウトさせた。何が起きているのかよく分からないけど、念ねんの為ため。隣の個室のパソコンでログインしている【カズマ】は、一定時間の入力が無かったから自動的にログアウトしている筈。

　そして同時に僕は急いで、でも小声で、真紀に尋ねた。

「運動神経、ある？」

「え!?　あ、うん。陸上部」

「ナイス」

　入り口に、長身の細い男が立った。こっちは灰色のスーツ。ちょっと長めの髪かみは金きん髪ぱつだった。大久保の言った「鳥居」は、こいつのようだ。

　金髪の鳥居はにこやかな笑え顔がおで僕に言った。

「申し訳ないが、我々はそこのお嬢じようさんと、とても大事なお話をしなければならないんだ。そこを、どいてもらえるかな？　元気なお嬢さん」

「……」

　言われて一番腹の立つ言葉を口にされたけど、僕は黙だまって横にずれる。鳥居は芝しば居いがかった動きで手を広げ、お辞じ儀ぎをしようとした。

「やあ、どうもありが──」

「僕は男だっ！」

　そう叫さけびながらキーボードの横にあったヘッドフォンを瞬しゆん時じに摑つかみ、思いっきり鳥居の顔めがけて投げつけた。

「がはっ！」

　鳥居が呻うめく。別にダメージを与あたえる必要はない。ちょっとの間だけ混乱させられればいい。僕は真紀の手をしっかり握にぎって、もう片方の手で机の上にあったショルダーポーチを摑み取り、パソコンの置いてある机に飛び乗った。

「ついて来て！」

「え、どこに!?　って、噓うそっ！」

　僕はテーブルから更にジャンプして、個室を仕切る衝つい立たての上に飛び乗った。天てん井じようが高いから、少し前まえ屈かがみなら頭をぶつけない。

「40」の個室にいた男の人が目をまん丸にして僕を見上げている。心の中ですみませんと言いながら、真紀に叫ぶ。

「飛んで！」

　そして思いっきり手を引っ張って僕も斜ななめ前方向にジャンプする。

　タイミングぴったし。僕と真紀は、大久保と鳥居、それに「40」の個室とそこにいた男の人を一気に飛び越こえて、扉が並ぶ廊下に着地した。

「走るよ！」

「う、うん！」

　そのまま前のめりに走り出す。
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「と、鳥居さん！　女が逃にげます！」

「追え！」

　後ろで大久保と鳥居の焦あせった声が聞こえる。でもその頃ころにはもう店の入り口まで来ていた。ここのネットカフェが前まえ払ばらい制で良かった。カウンターで目を丸くしている店員を無視して、一気に外に出る。

　僕達は雲一つ無い青い空の下に飛び出した。とりあえず逃げなきゃ。どこに？　まだ10時半にもなってない。天気はいいけど人通りはまばら。こんな所を走っていてもすぐ捕つかまる。

「こっち！」

「うん！」

　僕達はしっかりと手を繫つなぎながら、すぐ近くにある階段を駆かけ下り、地下街に逃げ込んだ。





◆






　真紀を引っ張って地下街を目め茶ちや苦く茶ちやに走り回っていたら、いつの間にかスーツの二人は追っかけて来なくなった。多分、土と地ち勘かんが無かったんだと思う。栄の地下街はもの凄すごく広くて、地元の人じゃないと割と迷うから。

　それでも十分に注意しながら、僕達は地上に戻もどった。目の前に公園があったので、そこで休む事にした。公園の小さな入り口をくぐりながら真紀が呟つぶやく。

「水、飲みたい……」

「うん……」

　二人でフラフラになって公園に入る。

　水飲み場には蛇じや口ぐちが一個しか無かった。

　ようやくそこで、僕達は立ち止まった。

「真紀、先、飲んで、いいよ」

　呼吸が荒あらくなっていて、上う手まく喋しやべれなかった。真紀も同じような感じで答える。

「佳主馬が、先で、いいよ。私、ちょっと、休きゆう憩けい、してから」

「うん、分かっ、た」

　一歩蛇口に近づく。と、そこで初めて、ネットカフェから今まで、ずっと真紀と手を繫いでいた事に気づいた。急に恥はずかしくなって真紀の手を振ふり解ほどく。ついでに、反対の手で握りしめてたショルダーポーチを真紀に差し出した。

「これ、返、す」

「あ、持って来て、くれたんだ、あり、がと」

　改めて水飲み場の前に立つ。蛇口を上に向けて、栓せんを捻ひねる。水がアーチを作って噴ふき出した。と、突とつ然ぜん真紀が叫ぶ。

「はあっ、はあっ、はあっ。疲つかれた～っ!!」

　声に振り向くと、真紀が太ももに手を突つき、大きく口を開けて肩かたで息いきをしていた。かなり疲れてるっぽい。

　日差しの下で、改めて真紀を見る。

　走って来たせいか、つらそうに息をしている真紀の顔は、白い肌はだがほんのり赤くなっていて、おでこから汗あせが噴き出していた。

「暑い～。もう、駄だ目め……」

　真紀はその場でＹシャツを脱ぬいだ。その下の緑色のＴシャツは汗びっしょりになっていて、シャツが背中に貼はり付いていた。背中のラインと、下着のラインがくっきりと──

「ん？　どうか、した？」

　真紀が突然こっちを見たので、僕は慌あわてて下を向いた。

　真紀は「？」の顔をしたまま。

「水、飲ま、ないの？」

　言われて、慌てて水をゴクゴク飲み、場所を空ける。真紀は両手に水を溜ためて、ゆっくり水を飲み始めた。





◆






　ようやく少し落ち着いて、二人でベンチに座った。

　走っている間は夢中だったけど、よく考えたら訳がわからない。

　なので聞く。

「さっきの奴やつら、なに？」

　真紀はハンカチで顔を押さえながら答える。

「わかんない」

「わかんないって……」

　ハンカチをショルダーポーチにしまう。真紀の頰ほおに水がちょっと残っていて、キラキラしていた。

「わかんないんだけど……」

　真紀はそう言って前を向いたまま黙だまってしまった。何かを言おうとして、我が慢まんしているように見えた。

　何な故ぜかそれが僕をイライラさせた。なので、少しぶっきらぼうに言ってしまった。

「だけど、なんだよ」

　すると急に、真紀が僕の方に顔を向けた。真しん剣けんな目。

「私の話、聞いてくれる？」

「え？　……いいけど」

　真紀はショルダーポーチを開いて、ピンク色の携けい帯たい電でん話わを取り出し、操作を始めた。

「昨日ね、お兄ちゃんからこのメールが来たの」

　ぐいっと画面をこちらに見せる。
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　携帯を畳たたむと、真紀はそれを膝ひざの上に載のせながら、話し始めた。

「私のお兄ちゃんね、東京でＯＺの仕事をしてるの」

「ＯＺの？」

　ん、ちょっと待てよ？　そういえばさっき、大久保って呼ばれてた大おお柄がらな奴が「山之手祐司」って言ってたぞ。

「……もしかして、真紀のお兄さんって、ＯＭＣメインアーキテクトの山之手祐司？」

「めいんあーきてくとってなに？　でも、うん、マーシャルアーツのプログラムを作ってるって言ってたよ」

「ガチかよ……。じゃあそのメールにある『織お田だ』って、きっと織田善よし夫おの事だ」

「え!?　知ってるの!?」

「ＯＭＣやってて知らないプレイヤーなんかいないよ。ＭＡコンポーネントの作者じゃん」

　僕は真紀に説明した。




　ＯＺマーシャルアーツの歴史は浅い。まだ発表されてから数年しか経たっていない。

　当時、山之手祐司と織田善夫は「Ｙ／Ｏゲームプランニング」という二人だけの有限会社を立ち上げ、ＯＺの中で遊べるミニゲームを沢たく山さん作っていた。

　大のゲーム好きであり天才プログラマーでもあった二人は、ある日「ＯＺのアバターを直接戦わせる格かく闘とうゲームを作ったら面おも白しろいんじゃないか」と考え、それを実現する為のアバターの動モーシ作ヨンや表フエイ情シヤルを細かく制せい御ぎよするプログコンポーラム群ネンツを作り出した。これがＭＡコンポーネントの原型となる。

　リリースされたゲーム「マーシャルアーツ」は、自分が使っているアバターで直接対戦するという面白さ、かつ他ほかの格闘ゲームには無い複雑なコマンド群による奥深い戦い、そしてなによりＭＡコンポーネントによって描えがき出されるアバターの美しい挙動が評判となり、瞬またたく間に参加ユーザーが万単位にふくれあがった。

　ＯＺの日本事務局は、その人気を見て、このゲームをＯＺ内での公式スポーツ競技として採用する事を決定した。山之手と織田はＯＺに会社ごと買収され「株式会社ＯＺマーシャルアーツスタジオ」の取とり締しまり役やく兼主任メイン設計アーキ者テクトに肩かた書がきが変わった。

　事務局から与あたえられたスタッフと予算をフル活用して、二人はマーシャルアーツのシステムを拡かく充じゆうし、「ＯＺマーシャルアーツチャンピオンシップ」、通つう称しようＯＭＣを完成させた。更さらに洗練されたそのスポーツは、熱ねつ狂きようをもって迎むかえられた。

　その後も改良が続けられているＯＭＣは、今も尚なお選手や観客を増やし続けていて、間ま違ちがい無く現在ＯＺで最も人気のある競技となっている。

　そしてもう一つ大事な事は、元々はゲームの為に開発されたＭＡコンポーネントが、その完成度が認められて、今やＯＺのあらゆるエリアに実装されてるって事だ。ＯＺの中でアバターが多た彩さいな動モーシ作ヨンや表フエイ情シヤルを作れるのは、山之手祐司と織田善夫が、元々はゲームの為に作ったＭＡコンポーネントの、おかげなんだ。




「……だから、世界中のＯＭＣプレイヤーにとって『ＹＡＭＡＮＯＴＥ』と『ＯＤＡ』は、特別な存在なんだ。僕達に、他には無い最高に楽しい遊び場を作り出してくれた人達だから」

　話してる間、真紀はずっと目を丸くして聞いていた。そして、感心したように言う。

「へえー！　お兄ちゃん、凄すごい仕事してるんだね！」

「知らなかったのかよ……」

　僕は呆あきれてしまう。

「で？　そのお兄さんと連絡が取れないの？」

「そうなのよ！」

　こっちに身を乗り出して叫さけぶ。僕は少しベンチをずれて距離を取った。

「今朝になっても連絡が無かったの。電話しても返事無いし……」

「じゃあ、さっきネットカフェにいたのは……」

「うん、織田って人を捜さがそうと思って。私の家パソコン無いし。でも、なんか操作を間ま違ちがえてＯＭＣエリアに行っちゃってさ」

　それで、ベンチの下に潜もぐり込んで引っかかってた訳だ。

　小さくため息をつく。そして考える。

「……じゃあ、真紀が今すべき事は、織田善夫と連絡を取って、その携けい帯たい電話の中のデータファイルを渡わたすって事でＯＫ？」

「え？　ええと、うん、そう」

　慌あわてて答える真紀に、僕は頷うなずいて立ち上がった。

「僕んちに行こう」

「え？」

「ネットカフェにいたらまたさっきの奴やつらが来るかも。奴ら、そのデータを狙ねらってる訳でしょ。僕んちでＯＺに繫つないで、織田善夫を捜してあげる」

「いいの!?　ありがとう！」

　真紀は大喜びで立ち上がり、僕の両手を握にぎって笑え顔がおでブンブン振ふった。

　僕は何な故ぜか、真紀の顔を見ていられなくて、手を振り解ほどいて背を向けた。

「じゃあ行こう」

　後ろを見ないで歩き出す。

「え、あ、待ってよ～」

　涼すずしい気温の筈はずなのに、何故か顔が熱かった。




７　【イエヤス】




　ＯＺの非クロ公ーズ開ドチャットルームに、三体のアバターがいた。その中の一つ、葵あおいの紋もん所どころのアバターが飛び上がって怒いかりを露あらわにする。

イエヤス：山之手真紀を見失っただと!?　小こ娘むすめ相手になにをやっているんだ、貴様らは！

　怒られているのは二体の人型アバターだった。片方はノッポ、もう片方はチビだった。二人ともスーツにサングラス、そして帽ぼう子しと、分かりやすいギャングスタイルだ。靴くつから帽子まで色が統一されていて、ノッポが灰色、チビが茶色だった。

　茶色のチビギャングの頭上にバルーンが浮うかぶ。

オオクボ：なんかすばしっこいガキが邪じや魔まをしまして……

イエヤス：言い訳などいらん！　あの小娘の持っているデータにどれだけの価値があるか分かっているのか！

　灰色のノッポギャングが喋しやべる。

トリイ：申し訳ありません。【イエヤス】さん。山之手真紀は必ず捕つかまえます

イエヤス：……それでいい。だが、小娘の事はひとまず置く

【イエヤス】の言葉に【オオクボ】が焦あせる。

オオクボ：え！　ど、どういう事ですかい？

トリイ：馬ば鹿か、もう「プレゼン」が始まるだろ

イエヤス：その通りだ

　三人は頭上を見上げる。

　ＯＺの空には、ワールドクロックと呼ばれる巨きよ大だいなデジタル時計が表示されている。間も無くそのワールドクロックが、日本時間10時45分になろうとしていた。

イエヤス：プレゼンの開始は１時間後、お前らの出番は12時からだ。準備はいいな？

トリイ：問題ありません

オオクボ：いえっさー

イエヤス：では、後は打ち合わせ通りに

　葵の紋所がチャットルームから消える。デコボコギャングコンビもお互たがいに頷いて消える。

　チャットルームは無人になった。




８　佳主馬




　七階で止まったエレベーターから降りて、後ろの真紀を見る。

「こっち」

「おっきなマンションだねえ」

「普ふ通つうだよ」

　廊ろう下かを真っ直すぐ歩いて突つき当たり。扉とびらの横に中学の入学祝いに買って貰もらったＭマウンＴテンＢバイクが置いてある。乗って行ってれば、もっと簡単に逃にげられたかも。

　ポケットに手を突っ込み、鍵かぎを取り出す。

　ガチャリと扉を開けて、中に入りながら呟つぶやく。

「ただいま」

「え、誰だれかいるの!?」

　真紀が驚おどろいて小さく聞いてくる。

「いないよ。だから勝手に入っていい」

「ＧＷにお父さんもお母さんもいない訳？」

「父さんはＧＷ中も仕事。母さんは妊にん娠しん初期で大事を取って田舎いなかに帰ってる」

「佳主馬は一いつ緒しよに田舎に行かないの？」

「僕はＯＭＣの日本選手権があるから……って、どうでもいいだろそんな事。洗面所はそこ。僕の部屋は居間の奥だから、手洗ったら来て」

　スニーカーを脱ぬぎながら洗面所を指差し、そのまま廊下を歩く。

　誰もいない居間を横断して自分の部屋に到とう着ちやく。

　窓まど際ぎわの机にあるデスクトップマシンをスリープから復帰させて、椅い子すに座る。

「お手洗いお借りしましたー……。ここが佳主馬の部屋？　んふふ、男の子の部屋って、入ったの初めてかも」

　どうでも良い事を言ってる真紀を無視してベッドを指差す。

「そこ座っていいから。ＯＺにログインして……って、駄だ目めか」

　僕が椅子を回して真紀の方を向くと、真紀は不思議そうな顔をした。

「ん？　ログイン出来るよ。ほら、これあるし」

　ショルダーポーチに手を入れ、携けい帯たい電話を取り出してこちらに向ける。僕はため息をつく。

「その携帯でＯＺに接続しちゃ駄目って、お兄さんのメールに書いてあったろ？」

「あ、そうだった！　でも、なんで？」

「そのデータを欲しがってる人が、ＯＺ経由でその携帯にハッキングするかもしれないから。最悪データが盗ぬすまれるし、そうでなくても、携帯のＧＰＳデータ取られて真紀の居場所がばれるかも」

「こわっ！」

　真紀は両手で携帯を握にぎって不安そうな顔をした。僕は黙だまって頭を搔かく。

「じゃあ、これ使って」

　デスクトップマシンの後ろに立てかけてあったノートパソコンを取り、ベッドの上に置く。

「自分のパソコン二つ持ってるの？　すごーい！」

「そっちはスポンサーがくれたの」

「スポンサー？」

「ＯＭＣだよ」

「へー！　パソコンなんてくれるんだ！」

「ほら、早く座って」

「うん。……あれ？」

　真紀はベッドに座らず、その横のクローゼットに近づいた。そこには私服の他ほかに、中学校のブレザーの制服が掛かかっていた。

「今度は何？」

「佳主馬って、中学生だったの？」

　……またか。

「４月から中１。悪かったね。中学生に見えない身長で」

「あ！　違ちがう違う！　そんな事思ってないって！　むしろ逆」

　慌あわてて手を振ふる。

「逆？」

「喋しやべり方が大人びてるから、私と同い年くらいかなって思ってたの」

「真紀は何歳なの？」

「18歳。高３」

　……大学生くらいかなと思っていたのは言わない方がいい気がしたので黙ってる事にした。椅子を回して背を向ける。……５歳差か。いやそんな事はどうでもいい。

「織田善夫を捜さがすから、早くログインして」

「あ、はーい」

　背後でぼすっという音がした。ベッドに飛び乗ったのかな。高校３年生って、もっと大人っぽいって言うか、落ち着いてるものじゃないのか？　別にいいけど。

　デスクトップ画面のアイコンをダブルクリック。表示されたウィンドウにアカウントＩＤとパスワードを入力する。

　この瞬しゆん間かんから、僕のパソコンは世界最大の仮想世界、ＯＺの一部になる。





◆






　ＯＭＣスタジアムの入り口に【カズマ】と【マキ】は立っていた。ベッドの上で真紀が驚く。

「あれ？　なんで二人とも同じ所にいるの？」

　リアルですぐ側そばにいるから、ＯＺ上でチャットする必要が無い。これは便利かも。

「ＯＭＣエリアでは、ログアウトしてもアバターはその場所に残るんだよ。一定時間経たつと消えるけど、その後でログインし直した時は、スタジアムの前に出るルールになってる」

「ああ、そういえば【ＫＫ】がそんな事言ってたかも……」

【ＫＫ】。そういえば、鳥居と大久保が突とつ然ぜん現れたせいで、【ＫＫ】との会話がぶつ切りのまま終わっちゃったんだったな。【ＫＫ】のアカウント情報は分かってるから、今度メールで謝っておこう。

　またベッド方向から声が届く。

「でも、捜すって、どうやるの？　探たん偵ていに頼たのむとか？」

「そんな面めん倒どうな事する必要無い。ビジネスエリアに行けば『ＯＺマーシャルアーツスタジオ』のＯＺ支社がある筈はずだから」

「『ＯＺマーシャルアーツスタジオ』ってなんだっけ？」

　僕は椅い子すを回して真紀をジト目で睨にらむ。

「さっき説明しただろっ!?　山之手祐司と織田善夫の会社だよ！」

　真紀は笑え顔がおで「あ、そっか」とか言ってる。調子が狂くるう。

「……そこで本人に面会を申しん請せいする」

「面会って、そんな簡単に会ってくれるかな？」

「真紀が山之手祐司の妹だって事は、アバター認にん証しようすれば分かるし、大だい丈じよう夫ぶだと思う」

「そっか。ビジネスエリアって、どこ？」

　椅子を前に向けてキーを叩たたく。ディスプレイの中の【カズマ】が無言で指を差す。【マキ】が差された先に視線を合わせる。

　遥はるか遠くに、観覧車を横に倒たおしたようなエリアが見える。中心のタワーから放射状に何本もの道が伸のびて、その道を車がビュンビュン走っている。道の端はしには高層ビルが何百個と並んでいた。

　ベッド方向から叫さけび声が飛んでくる。

「あんなに遠く!?　それにあんなに沢たく山さんビルがあるの!?　見つけられないよ！」

「歩いて行く必要無いし。それにビルを一個ずつ回ったりもしない。ポイントジャンプだよ」

　キーボードを叩いてポイントジャンプを呼び出す。

【カズマ】の前に、身長と同じ高さくらいの、黒い鍵かぎ穴あなが表示される。鍵穴の前に小さなウィンドウが開き、検けん索さくバーが表示される。「ビジネスエリア」「ＯＺマーシャルアーツスタジオ」と入力してサーチボタンを押す。

　瞬しゆん時じにウィンドウが切り替かわって「該がい当とう：１件　エリアを接続します」と表示される。同時に、真っ黒な鍵穴が白く光り出す。

　僕は【カズマ】に【マキ】の手を握にぎらせるコマンドを探した。ＯＭＣエリア以外ではアバターに当たり判定が無いから、コマンドの入力無しにアバター同士が触ふれ合う事は無い。逆に、こうやって手を握っておけば、どちらかがポイントジャンプをすれば、もう片方も一いつ緒しよに移動するようになる。

「握る」のコマンドを実行。【カズマ】の手が伸びて、【マキ】の小さな手を握る。

　と、突然、さっき外で握り続けていた、真紀の柔やわらかくて温かい手の感かん触しよくを思い出した。

　慌てて両手を背中に回す。

「？　なにしてるの？」

「っ！　なんでもない！」

　自分でも何をやってるのか分からなかった。さっきからなんか変だ。落ち着け。

「行くよ」

「うん」

　小さく息を吐はいてから【カズマ】を鍵穴の中に移動させる。手を握っている【マキ】が続く。

　白く光る鍵穴に、二体のアバターが吸い込まれた。





◆






【カズマ】と【マキ】はビルの中の廊ろう下かを歩いている。左右に沢山の扉とびらが並んでいて、なんとなく今朝いたネットカフェの風景に似ていた。

「ＯＺマーシャルアーツスタジオ　ＯＺ支社」に到とう着ちやくして、受け付けで「織田善夫」と「山之手真紀」の名前を出すと、すぐに球体型の受け付けアバターが出てきて社内に入れてくれた。今は、会議室に向かっている。そこで、織田善夫と話が出来るらしい。

　真紀も僕も、ビジネスエリアに来るのは初めてだった。建物の中は普ふ通つうのオフィスビルっぽい形になっていた。と言っても、現実リアルでも普通のオフィスビルに入った事なんて無いけど。

　廊下ですれ違ちがうアバターがじろじろ僕達を見るので、真紀が不安そうに言った。

「……浮ういてるね、私達」

　僕達以外のアバターはみんなスーツ姿だったり、ただの球体だったりと、おとなしい外見をしていた。多分ここの社員なんだと思う。それに比べると、確かに僕達のアバター、白ウサギと猫ねこ耳みみ女の二人組は浮いていた。

「気にしない」

　僕は短く答える。

【カズマ】はずっと【マキ】の手を握ったまま、受け付けアバターの後ろを付いて歩いた。

　やがて、受け付けアバターが、扉の前で立ち止まり、こっちを向き、機械的な音で喋しやべった。

『こちらです。どうぞお入り下さい』

　言われるままに扉を開けて、中に入る。僕はディスプレイを見つめたまま真紀に言う。

「もう手、離はなしていいよね？」

　確認しつつも、もうコマンドを入力し終えてエンターを押す所だった。けど、

「やだ怖こわい！　握ってて！」

　と言われて、慌あわててエンターキーから指を離し、コマンドを消す。

「なんで？」

「一人だと、怖いもん」

　バーチャルで握ってたって関係無いのに。別にいいけど。

　部屋はそんなに広くなくて、丸いテーブルに椅子が四つ置いてあるだけだった。

　と、急に壁かべに何かが映る。

　大人の男の人が映っていた。アバターじゃなくて人間。多分、ライブ映像だ。

　薄うす緑みどり色いろのスーツを着て、眼鏡をかけている大柄な男の人は、笑え顔がおで口を開きこちらに話しかけ──

『ハァックションッッ！』

　──ようとした瞬しゆん間かん、顔を歪めて豪ごう快かいにくしゃみをした。

『……ごめんごめん、酷ひどい鼻はな風か邪ぜを引いてしまってね』

　男の人は右手に抱かかえている箱ティッシュから何枚も引き抜ぬいて、強く洟はなをかんだ。よく見ると、鼻の頭が真っ赤だ。

『ちょっと、グスッ、聞き取りづらかったら、グスッ、ごめんね』

　洟を啜すする音が割と大きく聞こえてきた。

『改めて。よく来てくれたね。僕が織田善夫だ』

　ベッドの上で小さく息を飲む音。真紀は、ちょっとだけ、怖がっているようだった。僕は、逆にちょっと興奮していた。だって、天才プログラマー織田善夫の前に、自分のアバターを立たせているんだから。

『音声チャットは、グスッ、出来るかな？』

　マイク付きヘッドフォンを真紀に渡わたす。僕は机の上のマイクをオンにして喋る。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

『有り難がたい。グスッ、しかし驚おどろいたよ。山之手の妹さんが、グスッ、まさかキングカズマと知り合いとはね』

「あ、いやあの、知り合いって言うか」

　真紀がつっかえながら何か言おうとすると、織田さんがにやりと笑った。

『ん？　ああ、申し訳ない。グスッ。恋こい人びとなのかな』

「違うっ！」

「違いますっ！」

　二人の声がぴったり重なって、僕達は耳まで赤くなった。

『ハッハッハ。まあその話は今度ゆっくり聞くとして、グスッ、僕に会いに来た用件から教えてくれないか。多分だけど、グスッ、祐司の事、なんだよね？』

「あ、はい！　そうなんです！」

『実は、祐司は、グスッ、この３日会社にも来てなくてね。ただ、グスッ、インスピレーションを求めてふらりと旅行に行くような事は、グスッ、これまでもあったから、あまり気にしてなかったんだ。ただ、携けい帯たいでも連れん絡らくがとれなくてね……』

「ええと！　あの、ですね！　なにから話せばいいのか、とにかく！　えっと！」

『落ち着いて、グスッ。ゆっくりでいいから』

　真紀は、女の子座りで大きく深呼吸をする。そして話し始めた。

「昨日、お兄ちゃんからメールが来て、１日経たっても連絡が付かなかったら添てん付ぷファイルを織田って人に渡して欲しいって」

『添付ファイル？　どんな、グスッ、ファイルだい？』

「ええと、開けなかったからわかりません。写真とかじゃないと思うけど」

　急に、織田さんが身を乗り出した。

『そのメール、グスッ、僕に転送してくれないかな、メールアドレスは──』

　瞬しゆん時じに、織田さんの下にメールアドレスが表示される。

『ここに送ってもらえるかな』

「え、あ、あの、その……」

　真紀がおろおろし始めたので、僕がフォローした。

「お兄さんから、携帯をＯＺに接続しないようにって言われてるんだ。データもＯＺ経由じゃなくて、必ず織田さんに手て渡わたしするようにって」

『……そうか』

　立ち上がりかけていた織田さんは、椅い子すに座り直した。

『グスッ。確証は無いけど、その添付ファイルは、ＯＺビジネスエリアのＭＡコンポーネントの、グスッ、管理パスワードだと思う』

「管理、パスワード？」

　僕が聞くと、画面の中の織田さんが頷うなずく。

『ＯＺは、グスッ、数千数百のプログラムコンポーネントの集合体から出来ている。それぞれのコンポーネントには管理パスワードが設定されていて、そのパスワードを知っていれば、対応するプログラムを自由に修正する事が出来る』

「なんでそんな大事な物を、真紀にメールで送るのさ」

　織田さんは鼻をティッシュで押さえながら、少し黙だまっていたけど、やがて、口を開いた。

『……これはオフレコでお願いしたいのだが、グスッ』

　映像の中の織田さんが少し怖こわい顔をする。でも洟をかみながらなので、ちょっと変。

『祐司は、以前からこの会社のスタッフの中に、裏切り者がいると考えていた』

「裏切り者？」

『簡単に言えば、ＯＺを内部から干かん渉しようして、不正に金かね儲もうけをしようとしている連中だね。もちろん今のところ、そんな奴やつらがいるという証しよう拠こは無い。けど、祐司はなんらかの確証を得たらしい。彼のログを調べたら、３日前に、ビジネスエリアで使われているＭＡコンポーネントの管理パスワードが書き換かえられていたんだ』

「書き換えると、どうなるの？」

『パスワードを知っている祐司以外は、グスッ、ビジネスエリアに実装されているＭＡコンポーネントをいじれなくなる。多分、裏切り者がそのプログラムを使おうとしていると、祐司は考えて、急にパスワードを書き換えたんだろうね』

　僕は真紀の方を向いた。

「さっきの男達は、お兄さんが感づいていた裏切り者の仲間だったのかも」

『？　男達？　なんの事だい？』

　織田さんにネットカフェでの事を話す。織田さんは腕うで組ぐみして唸うなった。

『まさか……、本当に、グスッ、祐司の言う裏切り者が実在するって事か？　しかし、グスッ、そうなると……』

「あ、あの、兄は、無事なんでしょうか……」

『……確かな事は言えないけど、グスッ、犯罪者達に監かん禁きんされてる、とかは無いだろうね。どこかに身を隠かくしているんじゃないかな』

　真紀はその言葉にほっと体の力を抜ぬくけど、僕は納なつ得とくしなかった。

「なんでそんな事言い切れるんだよ」

『奴らが真紀ちゃんの持ってるデータを無む理り矢や理り奪うばおうとしているからさ。祐司が捕つかまってるなら、祐司の安全と引き替かえにそのデータを渡せと交こう渉しようしてくる筈はずだ』

　なるほど。確かに。

「あの！……警察に相談した方がいいんでしょうか？」

　真紀の言葉に、織田さんは『そうだね……』と言って黙り、やがて真しん剣けんな口調で言った。

『真紀ちゃんは、グスッ、今どこにいるのかな？』

「名古屋、ですけど」

『名古屋か……。東京に、グスッ、来られるかい。真紀ちゃん』

「とっ、東京、ですか？」

『祐司がそのデータを、グスッ、ＯＺ経由で送るなと言ったのは、グスッ、ＯＺ内部にも裏切り者がいて、そのメールを傍ぼう受じゆされるのを、グスッ、恐おそれているんだろう』

　多分、その通りだと思う。

『君が直接データを持って来てくれれば、グスッ、僕がデータを確かく認にん出来る。管理パスワードだって確信が持てたら、グスッ、一いつ緒しよに警察に行こう。証拠があれば、グスッ、警察も動いてくれる。祐司を捜さがしてくれるよ』

「ホントですか！　分かりました！　行きます！」

『よし、じゃあ住所を教えるね、グスッ』

　織田さんの映像の横に住所と簡単な地図が表示される。僕はその地図をキャプチャしてプリンタに出力させる。プリンタがジーッと鳴って、印刷を始めた。

『よし、じゃあ待ってるよ、真紀ちゃん。さて、次は君の番だ。【カズマ】君』

「え？　僕？」

　用事が済んだのでログアウトしようとしていた手が止まる。織田さんは笑った。

『そうさ、グスッ。祐司の件だけなら、君をビルに入れる理由が無いだろう？』

　言われてみれば、そうかも。

「僕にも用があるって事？」

『ああ。僕はキングカズマのファンでね。グスッ、一度君とゲームをしたいと思っていたのさ』

「ゲーム？」

『僕はゲームが大好きなんだ。見えるかな。この仕事場が』

　織田さんが体を横にずらすと、カメラ越ごしに織田さんのいる仕事場の中が見えた。

　ちょっと見ただけで、部屋の中がゲームに埋うめ尽つくされているのが分かった。

　40インチはある液えき晶しようＴＶの横には最新機種のゲームハードがずらりと並び、その横の棚たなには数百本レベルでゲームソフトが並んでいる。反対側の壁かべには外国のボードゲームっぽい大きな箱が五段ある棚にびっしりと詰つまっていた。

『どうだい？　グスッ。ちょっとしたコレクションだろう？　ＯＺマーシャルアーツも、元々はＯＺで自分達が遊ぶ為ためのゲームを作ったのが最初なのさ』

　確かに、二人のゲーム好きっぷりはＯＭＣプレイヤーの間でも有名だった。

『グスッ。そんな訳でね。現在ＯＭＣで最もゲームが上う手まい君と、一度遊んでみたいんだよ。どうだい？』

　その提案に、僕はあまり乗り気になれなかった。

「悪いけど、僕はゲームが好きな訳じゃなくて──」

『戦って勝つのが好きなんだろう？』

「っ！……」

　織田さんは椅い子すにゆったり座って両手を広げた。

『キングカズマのファンだって言ったろ？　グスッ。君の試合を見ていれば分かるよ。対戦する時、君は状じよう況きようを楽しむという意識が一いつ切さい無い。ただ真っ直すぐに、勝つ為の道筋を進んでいる』

　その通りだった。

『君のその気持ち、わかるよ。僕も、そうだからね』

「織田さん、も？」

『僕もゲーム自体が好きな訳じゃない。相手に勝つのが好きなんだ。だから、是ぜ非ひ君と戦いたいんだよ。勝負、してくれるかい？』

　大人の人にここまで頼たのまれて、それでも断る理由は特に無かった。それに、ＯＭＣの設計者の一人である織田さんと同じ考えをしていた事を知って、僕は少し嬉うれしかった。

「……いいよ」

『そうかい！　グスッ、では、始めよう』

　と、突とつ然ぜん、会議室の壁がパタパタと端はしからめくられるように裏返っていく。白い部屋が電でん飾しよくと金色に彩いろどられた派手な空間に変わっていく。ＯＺの中にある、カジノエリアの風景に似ていた。

　いつの間にか、真ん中にあった机もニスが塗ぬられた木製のカジノテーブルになっていた。

『雰ふん囲い気き作りって奴やつさ。お次はこれ』

　織田さんがそう言うと、テーブルに敷しかれた緑色のマットの上に、角砂糖みたいな小さなブロックがもこもこと湧わき上がった。

「これは……、サイコロ？」

『ダイス、と言って欲しいね』

「……別にどっちでもいいじゃん」

　普ふ通つうの白地に黒のポッチが書いてある奴だけじゃなく、赤、緑、黄、いろんな色のサイコロがあった。ポッチの奴の他ほかにも、それぞれの面に数字が書いてある物もあった。トランプのマークや、アルファベットや、何語なんだか分からない文字の物もあった。

　とにかく沢たく山さんのサイコロが、机の上に山を作っていた。

『これで、グスッ、簡単なゲームをやろう。六個しか使わないから、その中から好きな物を選んでくれないか』

「……どれでもいいよ」

『そうかい？　じゃあ僕が適当に選ぶよ？』

「勝手にやって」

　すると、サイコロの山から六個が、空中に浮うかび上がった。どれも白地に黒ポッチの、普通のサイコロだった。同時に、机の上にあった山は一いつ瞬しゆんで消えた。

　織田さんは強く洟はなをかんでから、僕を見る。

『今から行うゲームは「ミリオンダイス」と呼ばれている、海外では伝統的なダイスゲームだ。六個のダイスを振ふって、出た目に応じた得点を獲かく得とくして、他の人より早く五〇〇〇点になるのを目指すんだ。ルールと得点表を見せよう』

　織田さんが手元のキーボードを叩たたくと、【カズマ】と【マキ】の間にポコンとボードが表示された。

[image: ]

「ん、なんか難しそう……」

　ボードを眺ながめていた真紀が呟つぶやくと、織田さんが笑った。

『やってみれば単純なゲームだよ。さあ、まずはやってみよう』

　ぷかぷか浮いていた六個のサイコロがスッと移動し、【マキ】の手の平に収まる。織田さんが操作したんだろう。真紀が焦あせる。

「な、なに？」

『まずは真紀ちゃんからだ』

「えっ!?　私も、やるんですか？」

『まあまあ、すぐ終わるし、みんなで遊んだ方が楽しいよ。とりあえずその六個のダイスを振ってみて』

　真紀は困りつつも、テーブルに近づいて、そこにサイコロを投げ入れた。

　六個のサイコロがテーブルの上をころころと転がり、やがて止まる。出た目は[image: さいころ１][image: さいころ６][image: さいころ１][image: さいころ３][image: さいころ４][image: さいころ５]だった。

『おお、真紀ちゃんはなかなか運がいいね。[image: さいころ１]は一個で一〇〇点、[image: さいころ５]も一個で五〇点になる。今振った中から得点になっている物を選んでごらん。それで得点が確定される』

「え、じゃあ、これとこれとこれ」

【マキ】がサイコロを指差すと、テーブルの上に別のボードが表示され、そこに今確定したサイコロと得点が表示された。




マキ=〉　確定[image: さいころ１]／[image: さいころ１]／[image: さいころ５]　未確定[image: さいころ３][image: さいころ４][image: さいころ６]　得点２５０点




『そうそう。いい調子だ。次に、未確定のダイスを振り直して、得点を増やす事が出来る』

「うーん、とりあえずこれでいいです。次は【カズマ】の番よ」

　参加に消極的だった割には、声が少し跳はねていて、真紀は楽しそうだった。僕が前に出ようとすると、織田さんが手を振った。

『真紀ちゃん。残念ながら、ここでやめる事は出来ないんだ。特とく殊しゆルールの①があってね。最初は、五〇〇点になるまで振ふり続けなきゃいけないんだよ』

「え？　そうなんですか？」

『確定したダイスはもう振り直せないから、未確定の三つを振ってもらえるかな』

【マキ】は言われるままに、[image: さいころ３][image: さいころ４][image: さいころ６]のサイコロを取って、もう一度テーブルに投げた。

　ころころと転がり、止まる。出た目は[image: さいころ２][image: さいころ４][image: さいころ４]だった。

『ああ、残念。これは得点無しだ！』

　織田さんが大げさに叫さけぶ。しかし、どこか嬉うれしそうだった。そして続ける。

『最後に振った中に、一つも得点になるダイスが無い場合、今の手番でそれまで確定した得点も取り消しになる。なので、真紀ちゃんの今回の得点は、残念ながら〇点だ』

「えええ～！」

　情けない声を上げる真紀。

『残念だったね。さあ、次は【カズマ】君の番だよ』

　僕は黙だまって【カズマ】にサイコロを握にぎらせ、強めに投げた。

　テーブルの端はしまで転がったサイコロは、見えない壁かべにぶつかってまた転がる。出た目は[image: さいころ２][image: さいころ３][image: さいころ５][image: さいころ５][image: さいころ５][image: さいころ６]だった。織田さんが口笛を吹ふく。

『[image: さいころ５]のトリプルで五〇〇点だ！　やるね【カズマ】君！』

　[image: さいころ５]のサイコロ三つを指定すると、ボードに得点が表示される。




カズマ=〉　確定[image: さいころ５][image: さいころ５][image: さいころ５]　未確定[image: さいころ２][image: さいころ３][image: さいころ６]　得点５００点




　僕はイマイチ面おも白しろみを感じなかった。思った事を口にする。

「こんなのただの運じゃないか」

『まあそう言うなよ。もう少し遊べばわかるさ。さて、五〇〇点を超こえたから、もう振らなくてもいいんだけど、残り三個のダイスを振って、得点を増やす事が出来るよ』

「でも、それで得点にならなかったら、〇点なんでしょ？」

『その通り！　飲み込みが早くて助かるね。どうする？　やめておくかい？』

「別にいいよ。振るよ」

　僕はテーブルに残っている三つのダイスをすくい上げてまた投げた。驚おどろいた事に、また[image: さいころ５][image: さいころ５][image: さいころ５]とゾロ目が出た。織田さんも驚く。

『こりゃ凄すごい！』

　僕が振ったダイスを確定させようとした時、織田さんが『ちょっと待って！』と言った。

『それ、トリプルで確定すると、五〇〇点になるけど、そうなると、もう一度六個ダイスを振る事になるけど、それでもいいかい？』

「もう一度？」

『特別ルールの②だよ』

　ああ、そうか。このまま確定すれば一〇〇〇点だけど、次に六個サイコロを振った時、もし得点にならなければ、パアって訳だ。

『[image: さいころ５]のシングルを二つ確定して、終わりにする事も出来るよ。その場合は六〇〇点で手番終しゆう了りようだね。どうする？』

　考える。六個振って、たったの一個も[image: さいころ１]も[image: さいころ５]も出ないなんて、有り得ないんじゃないか？

　……よし。

「トリプルで確定して、もう一度振る」

『そうこなくっちゃ！』

　運任せではあるけど、考える所もちゃんとある。ちょっと、このゲームが面白く感じてきた。

　サイコロを確定する。ボードの表示が更こう新しんされる。




カズマ=〉　確定[image: さいころ５][image: さいころ５][image: さいころ５]／[image: さいころ５][image: さいころ５][image: さいころ５]　未確定　無し　得点１０００点




　サイコロ六個を摑つかみ、テーブルに投げる。次は何点増やせるかな、と思いながら。

　止まった出目は[image: さいころ２][image: さいころ６][image: さいころ２][image: さいころ３][image: さいころ６][image: さいころ４]だった。ええと、得点になっているのは……。

「あ、あれ？」

　思わず呟つぶやくと、織田さんが笑いを堪こらえながら言った。

『これは本当に残念！　得点無しだ！　だから【カズマ】君も今回は〇点！』

「……」

　黙って一歩下がる。

「……んふ」

　真紀が小さく笑うのをびしっと睨にらんだ。

『さて、じゃあ僕の番だね。よっと』

　織田さんがキーボードを叩たたくと、テーブルの上のサイコロが跳はね上がった。

　六個のサイコロは【カズマ】の背よりも少し上まで飛び上がり、そのままテーブルに落ちた。ころころと転がり、やがて止まる。

「あっ！」

「えっ！」

　テーブルの上のサイコロを見て、僕と真紀は同時に声を上げた。

　全すべてのサイコロが、[image: さいころ１]が上になっていた。織田さんは手を叩いて喜ぶ。

『これは運がいい！』

　掲けい示じ板ばんに結果が出る。




織田=〉　確定[image: さいころ１][image: さいころ１][image: さいころ１][image: さいころ１][image: さいころ１][image: さいころ１]　未確定　無し　得点５０００点




　啞あ然ぜんとする僕達がまるで見えているかのように、織田さんはにやにやと笑い、手番を続ける。

『六個全部確定したから、もう一度振るよ』

　再びサイコロが宙を舞まう。そしてテーブルに落ちる。

「……っ！」

　今度も、どのサイコロも[image: さいころ１]を上にして止まった。

　僕も真紀も、何も言えず、織田さんの笑い声だけがスピーカーから響ひびいていた。

『あっはっは！　偶ぐう然ぜんとは怖こわいものだね。まあ、ここら辺でやめておこうか』




織田=〉　確定[image: さいころ１][image: さいころ１][image: さいころ１][image: さいころ１][image: さいころ１][image: さいころ１]／[image: さいころ１][image: さいころ１][image: さいころ１][image: さいころ１][image: さいころ１]　未確定　[image: さいころ１]　得点８０００点




『さあ、得点が五〇〇〇点を超こえたから、あと一周したらゲーム終了だ。まあ、経験者から言わせてもらえば、もう僕の勝ちは決まったような──』

「イカサマだっ！　こんなのっ！」

　織田さんの言葉を遮さえぎるように、僕は叫さけんでいた。

『おや？　何を根こん拠きよに言うんだい？』

　画面の中の織田さんが、楽しそうな、だけど、ちょっと人を馬ば鹿かにしたような笑え顔がおを向ける。

「だって！　サイコロ六個が全部[image: さいころ１]なんて、ある訳無いだろ!?　しかも二連続だなんて！」

『おかしな事を言うね。そりゃあ、そうそう起きる事ではないよ。ええと……２１７６７８２３３６分の１の確率だね』

「そんな確率が当たる訳無いだろ!?」

『可能性として有り得る以上、絶対に出ないって事は無いだろう？』

「なっ！」

　僕は尚なおも抗こう議ぎしようとして、でも何を言ったらいいか分からなくて、両手をぎゅっと握にぎりしめて、画面の中の織田さんを睨み付けた。もちろん、織田さんから見えているのは無表情に立っている白ウサギだけで、僕の顔なんか見えやしないんだけど。

　と、織田さんは更さらに楽しそうに口を広げて笑い、そして、両手を大きく広げて拍はく手しゆをした。

『まあいいだろう！　その通り！　今のはイカサマだ！　その六個のダイスには特別なプログラムが仕込んであってね、僕が振ふる時だけ、必ず[image: さいころ１]が出るようになっているんだよ！』

　その言葉に、僕は本当に怒いかりを感じた。

「なんだそれ！　酷ひどいじゃないか！　真しん剣けん勝負なのに！」

『その通り。真剣勝負さ』

「！　だったら！」

　織田さんが、にやりと笑った。

『僕が好きなのは勝つ事だよ、【カズマ】君』

　ぞくり。

　急に、部屋が寒くなったような気がした。

　映像の中にいる大人の男の人は、両手を膝ひざの上に組んで言った。

『僕は勝つ為ためにはなんでもする。どうしても勝ちたいゲームなら、どんな事でもする。それで勝てるのであれば、ルールをねじ曲げてでも勝つ。これが大人の戦い方だ』

「そんなの汚きたない！　不正だ！」

『もちろん不正にはならないようにする。イカサマは、ばれなければイカサマにはならない』

「サイコロにプログラムが仕込んであるってばれたじゃないか！」

『それは僕が白状したからだろう？　君はイカサマの証しよう拠こを見破っていない。そうだよね？』

「でもっ！」

『そもそも、そのダイスを選んだのは誰だれだったかな？』

「織田さんだよ！」

『その通り！　しかしね、僕に選ばせたのは君なんだよ、【カズマ】君』

「っ！」

　その通りだった。サイコロの山の中から六個選べと言われた時、僕は「勝手にやって」と言って、織田さんに選ばせたんだった。

『あの時、君が自分でダイスを選んでいれば、イカサマダイスで戦う事にはならなかった。まあ、結果論だけどね』

　そう言って、喉のどの奥で笑った。

「……」

　僕は、何も言えなかった。悪いのは明らかに僕じゃない。どう言い訳をしたって、イカサマをしたのは向こうだ。真剣勝負を台無しにしたのは織田さんの筈はずだった。

　でも、何も言えなかった。

　織田さんはひとしきり笑った後『ちょっといじめちゃったね。ごめんよ』と明るく言った。

『じゃあ、真紀ちゃん、グスッ、東京で待ってるよ。新幹線に乗れば、グスッ、今日中に着けるからね。くれぐれも、風か邪ぜに、グスッ、気を付けるようにね』

　そう言って笑った後、織田さんの映像はスパッと消えた。また壁かべがパタパタとめくられ、カジノルームは元の会議室に戻もどった。

　僕達も、その場でログアウトした。

「佳主馬……」

　真紀が心配そうに僕の名を呼ぶ。僕は「大だい丈じよう夫ぶ」と言って立ち上がった。窓の外を見る。織田さんには怒ど鳴なってしまったけど、今はもう怒っていなかった。というか、逆に反省していた。

　考える。今のゲーム中、自分が何を考え、どう行動したのかを。

　今のが、ＯＭＣの試合だったら、こんな結果には絶対になってなかった。たとえ相手が反則技やマナー違い反はん行こう為いで攻せめて来たとしても、臨機応変に戦法を変え、【カズマ】を勝たせる自信がある。だけど、今の勝負は、僕は、結局はただのゲームだと思いながらやっていた。

　真剣勝負って自分で言っていたけど、ちっとも真剣じゃなかった。だから、必ず勝つつもりでいた織田さんとは、最初から勝負になっていなかったんだ。これじゃ勝てる筈が無い。

　よし、一つ学んだ。

　両手で頰ほおをパシッと叩たたく。いい音がした。

「かっ、佳主馬？」

「全然大丈夫。織田さんから大切な事を一つ教えてもらった。だから大丈夫」

　部屋の隅すみにあるプリンタに近づく。印刷が終わった地図を取り、ベッドの方に差し出す。

「はい」

　真紀は、僕の顔をぼうっと見ていて、地図を受け取らない。

「……どうかした？」

「えっ!?　あ、ううん、佳主馬、今、ちょっと雰ふん囲い気き違ちがったなって。な、なんでもないの」

　何な故ぜか顔を少し赤くしている真紀は、目を逸そらしながら手を伸のばし、地図を受け取った。

「あ、ありがと。で、でもどうしようかな。東京なんて行った事ないし。ま、まあ新幹線で一本だし、大丈夫かな。あ、遅おそくなったらどうしよう。お兄ちゃんのアパートの鍵かぎあるし、そこに泊とまればいいのかな？　道、迷わないかな？　あとあと……」

　何故か慌あわてたように早口で喋しやべり出す真紀。笑っているけど、顔まだ赤いし、なんだろう？

　僕は椅い子すに座り直してから言った。

「僕が一いつ緒しよに行ってあげるよ」

　ガバッ！　と、真紀が僕を見上げる。

「え、ホントッ!?」

「いいよ。僕も、織田さんに会いたい」

「織田さんに？」

「うん」

　そうだ。織田さんに会いに行こう。あの人に会って、言わなきゃならない事がある。

　だから、僕も東京に行く。

　僕の顔をぼけっと眺ながめていた真紀が、急に「あっ！」と声を上げた。

「でもさ、佳主馬、ＯＭＣの大会はどうするの？　今、日本選手権の真っ最中なんでしょ？」

「シード権があるから、５月３日の決勝トーナメントまでやる事無い。それに」

　真紀の前にあるノートパソコンを畳たたんで持ち上げる。

「これさえあれば、世界中どこにいたって、ＯＭＣは出来るから」

　ベッドの横にしゃがんで、そこに投げ出してあったリュックにノートパソコンを差し込む。

「だから──」

「ありがとう！」

　突とつ然ぜん、背中から覆おおい被かぶさるように、真紀が抱きしめてきた。頭一個分大きな体が密着する。

「嬉うれしい！」

「馬ば鹿か！　やめろ！　くっつくな！」

　甘い香かおりが鼻をくすぐる。押し返そうとして摑つかんだ二の腕うでがあんまり柔やわらかくてまた離はなしてしまう。どこを摑めばいいのか分からない。どうすりゃいいんだ！

「くっつくなってば！」

　なんとか、真紀は離れてくれた。僕が何故か床ゆかにへたり込んでぜーぜー言ってるのに、向こうはにこにこと楽しそうにしている。どうにも調子が狂くるう。

　やがて真紀は「よし！」と言って、ベッドから降りて僕を見下ろした。

「そうと決まれば、やる事は一つよ！」

「やる事？　なに？」

　真紀は、人差し指を立てて、ニッと笑った。

「もちろん、ショッピングですのことよ！」
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９　【イエヤス】




　ＯＺ内に設置された非公開チャットルームに、四体のアバターが集まっていた。

　四体のアバターの内、三体は同じ形状をしていた。白い球体。アカウントを持たなくても限定的にＯＺのサービスを利用する事が出来る、ゲストアバターだった。

　残りの一体は、黒い円えん盤ばんに、金色に光る葵あおいの紋もん所どころが浮うかんでいた。

　葵の紋所の上にチャット用のバルーンが現れる。

イエヤス：この度たびは、私どものデモンストレーションの為ためにお集まり頂き、光栄の至りです

　三体のゲストアバターは微び動どうだにしない。

　やがて、その内の一つの頭上に、バルーンが浮かぶ。

ＮｏＮａｍｅ０１：前置きはいらない。早さつ速そく始めて欲しい

イエヤス：承知しました。まずはこちらをご覧下さい

　チャットルームの中央にウィンドウが現れ、そこにＯＺの全景が映し出される。

イエヤス：現在、ＯＺの利用者は十億人を超こえると言われています。ショッピング、ビジネス、行政機関、世界中のあらゆるサービスがＯＺ上に置かれ、既すでにＯＺは「第二の地球」と呼んでもおかしくない規模になろうとしています

　ウィンドウは、【イエヤス】の言葉に合わせて、次々とＯＺ内に存在する各種サービスのビジュアルに切り替かわっていく。

イエヤス：仮想世界がここまで巨きよ大だいになると、恐おそろしいのはネットワーク犯罪です

　イエヤスはその場でくるりと回る。冗じよう談だんを言っているというポーズらしい。ゲストアバター達はピクリとも動かず、何も答えなかった。

イエヤス：幸い、ＯＺの各アカウントの情報、及および各エリアを構成するプログコンポーラム群ネンツは、高度な暗号化技術によって暗号化され、それ自体が万ばん全ぜんのセキュリティとして機能しています

　ウィンドウに無数の数字が並ぶ。

イエヤス：ＯＺで採用されているのは２０５６桁けたからなる強固な公開鍵かぎ暗号です。この暗号を現実的な時間で解読するのは、数学的に不可能だと言われています。……とはいえ、

　一いつ旦たん切る。

イエヤス：もしも、この暗号アルゴリズムにミスがあって、そのミスを突ついて世界中の数学者が束になって攻撃アタツクを仕し掛かけでもすれば、話は変わってくるかもしれません。あはは、自分で言っておいてなんですが、とても現実的ではありませんね

　また葵の紋所がくるりと回る。周りのアバターは相変わらず微動だにしない。

　さっき発言したのとは別のゲストアバターの上にバルーンが浮かぶ。

ＮｏＮａｍｅ０２：続けて下さい

イエヤス：はい。我々が提案するビジネスプランはずっとシンプルな物です。ＯＺ内で使われているある一つのコンポーネントプログラムをハッキングし、それを利用します

ＮｏＮａｍｅ０２：そのハッキングは何な故ぜ可能なのですか？　暗号は解読不可能なのでしょう？　そのコンポーネントの管理パスワードを入手したとでも言うのですか？

イエヤス：その点は企き業ぎよう秘密になっております。つまり、私どもにしか、このテクニックは使えないという事ですね

ＮｏＮａｍｅ０２：少なくとも、あなた方は、ある一つのコンポーネントについて、制せい御ぎよ権けんを得ているという事ですか？

イエヤス：その通りです

ＮｏＮａｍｅ０２：続けて下さい

　ウィンドウが切り替わる。多数のアバターが広い道を歩いている映像が表示される。道の左右には様々なデザインの店が並んでいて、アバター達が頻ひん繁ぱんに出入りしていた。

イエヤス：ＯＺ内に無数に存在するショッピングモールの一つです。通常は、ＯＺが土地を提供し、その上に契けい約やくしたブランドが個別に店を建てる訳ですが、本日、新コンセプトのショップがオープンしました

　カメラが向きを変えると、ショッピングモールの先に、大きなビルが建っているのが見えた。

　カメラが空中を移動し、空中からデパートの外観を映す。ビルの壁かべに、有名デパートのロゴが大きく記されている。

イエヤス：これは、本日ＯＺ内に出店した店てん舗ぽです。見ての通り、デパートです。建物としてのデパートをＯＺ上に作り、その中に、ブランドショップを配置する。つまり、現実のデパートをＯＺ上に再現してる訳ですね。是ぜ非ひはともかくとして、面おも白しろい試みです。ＯＺの中でも珍めずらしい形式だそうで、ニュースにもなっています

　デパートの外観をゆっくり回っていたカメラは、今度は下を向き、ズーム。デパートの入り口が、出入りするアバターでごった返しているのが見えた。

イエヤス：初日は盛せい況きようのようですね。良い事です。この記念すべきデモンストレーションの舞ぶ台たいとしても相応ふさわしいと言えるでしょう

　再び、カメラは前を向き、デパートの外観を映していた。

イエヤス：さて、このデパートにはもう一つ特とく徴ちようがあります

　カメラの映像の横に、別のウィンドウが現れる。そちらは静止画で、デパートの外観が表示されていた。それは、今見ていたＯＺ内のデパートの外観にそっくりだったが、ＯＺの映像ではなく、現実世界の写真のように見えた。

イエヤス：これは、このデパートチェーンの名古屋にある本店の外観写真です。お分かりかと思いますが、ＯＺにオープンしたデパートは、この現実のデパートと構造が全く同じになっています。間取りもエレベーターの配置も、もちろん入っているブランドショップも全すべて同じです。これも、非常に面白い試みと言えるでしょう

ＮｏＮａｍｅ０１：そのデパート出店プランの新規性の話は、まだ続くのか？

イエヤス：いいえ、もう終わりです。それでは簡単に我々のビジネスプランを説明した後で、今回のデモンストレーション──

　二つの──片方はＯＺの、もう片方は現実の──デパートが表示されているウィンドウの下で、【イエヤス】がくるりと回る。

イエヤス：通常エリアをＯＭＣエリア化するハッキングを、ご覧に入れたいと思います




10　佳主馬




『え、佳主馬くん!?　ひっさしぶりー！　どうしたの？』

「夏なつ希き姉ねえちゃん、突とつ然ぜんなんだけど、今日東京に行く事になっちゃって」

『今日!?』

　電話の相手は、東京に住んでいる親しん戚せきの夏希姉ちゃんだった。サバサバした性格で、いつもテンションが高い。背の高い美人で、剣けん道どう部で。高校でも人気者なんじゃないかと思う。僕の事を子こ供ども扱あつかいしないのも好印象だ。

「それで、日帰りのつもりなんだけど、もし遅おそくなっちゃったら──」

『あ、いいよいいよ！　うち泊とまって行きなよー！　お母さーん！　佳主馬が今日うち泊まりたいってー！　いいでしょー？……あ、もしもし？　大だい丈じよう夫ぶだよ！』

　あんまり大声なんで、携けい帯たいを耳から少し離はなす。

「あ、うん、ありがとう」

『一人で来るの？　友達とかと一いつ緒しよ？　別に何人来てもいいけど』

「ええと、東京へは二人で行くんだけど、夏希姉ちゃんちに泊まるのは僕だけで──」

「おーまったせ！　次の店行こっ♪」

「わっ！」

　トイレに行ってた真紀がいつの間にか僕のすぐ横にいた。真紀の声が聞こえたらしく、夏希姉ちゃんの声が一段楽しげになる。

『ん？　今のが友達？　女の子の声だよね。……もしかして、彼女？　へー！　佳主馬くん、やっるじゃーん♪』

[image: ]

「違ちがうっ！　とっ、とにかく！　行くから！　よろしくね！」

　そう言って、ぶちっと切った。夏希姉ちゃんがニヤニヤしてる顔が目に浮うかんだ。

　顔を上げると、真紀と目が合った。

「今の誰だれ？」

　なんか、笑っているけど、いつもよりちょっと目を細めてる気がした。なんでだろ。

「親戚の人。今日泊まらせてもらうお願いした」

「あ、なーんだ♪」

　途と端たんに笑え顔がおが柔やわらかくなる。なんなんだ？

「じゃあ、次はあのお店ね♪」

「……どうでもいいけど、なんで東京行くだけで、こんなに買い物が必要なの？」

　僕は自分の両りよう腕うでにぶら下がっている山ほどの紙かみ袋ぶくろを見下ろしながら言った。もちろん、全部真紀の買い物だ。

　マンションを出た僕達は、また栄の駅前に戻もどり、デパートに入った。真紀の言う「ショッピング」の為ためだ。にしても、荷物がこんなに増えるなんて思ってなかった。歯ブラシとか洗顔フォームとかも確かに買ったけど、この紙袋の大半は服とか靴くつとかだ。

　真紀は僕の質問に、不思議そうな顔を返す。

「旅行の必ひつ需じゆ品ひんだけど？」

「なんで服が必要なんだよ……」

「だって東京に行くんだよ！　それにお兄ちゃんのお仕事のパートナーさんと会うんだし！　ちゃんとした格好しなきゃ！」

「なら一着でいいだろ！」

「そういう問題じゃないの！」

　じゃあどういう問題なんだ……。僕はアホらしくなってそれ以上聞かなかった。

「さ、行こ！」

　僕が納なつ得とくしたと思ったのか、真紀はそう言いながら僕の右手をがっちり握にぎって歩き出す。

「ちょちょちょ！」

　とりあえず腕うでを振ふり解ほどく。

「ん、なあに？」

　真紀がくるりと振り向いて、膝ひざを屈かがめて僕の顔を覗のぞき込む。目が同じ高さになった。

　すぐ前に真紀の顔があって、くるんとした大きな瞳ひとみが僕を見つめる。

　それだけで、僕はちょっとひるんだ。

　その上、真紀の方から、あの甘い香かおりが、ふわりと漂ただよってきた。

「！」

　思わず、ズサッと後ずさってしまう。

　その動きを、真紀は気に入らなかったらしい。ちょっと怒った顔をした。

「なによー！　人の顔を見て逃にげるって、失礼じゃない!?」

「ち、違う！」

「じゃあなによ」

「かっ、香りが！」

　！　僕は何を口走っているんだ！

「香り？　ああ、これ？」

　また、真紀が顔を近づけてくる。また、ふわりと甘い香りが鼻をくすぐる。

　僕が硬こう直ちよくしていると、真紀がニッと笑った。

「女の子が、みんな甘い香りがすると思った？　そんな訳無いじゃない」

　そう言って、真紀はショルダーポーチから小さな瓶びんを取り出して、僕の顔の前に出す。

　ぷしゃっ。

「ぷはっ！」

　急に霧きりが吹ふき付けられる。たちまち、もの凄すごい甘い香りが顔を包んだ。

「な、なんだこれ！」

「香こう水すいよ。香りの秘密」

　真紀は瓶を両手で大事そうに持ち、見つめた。

「これね、お母さんがくれたの。私のお気に入り」

　真紀の瞳が、少し寂さびしそうになった気がしたけど、強い甘い匂においにぼうっとしてしまってそれどころじゃなかった。

　まばたきをすると、真紀はいつもの笑顔に戻っていた。

「さ、行こ！」

　真紀はまた腕を摑つかんで引っ張った。僕はされるがままについて行く。香水の香りが顔の周りでずっと漂っていて、それがまるで真紀に抱だきしめられているような気がして、なんでか上う手まく考えられなかった。





◆






　香水の香りはさっぱり取れなかったけど、ようやくちゃんと考えられるようになった頃ころには、僕達はもう店の中にいて、真紀はショーケースを覗き込んでいた。

　引っ張られるままに入ったけど、ここは宝石店だ。ショーケースの中には光る石がついた指輪やイヤリングやネックレスが並んでいる。どれを見ても、何桁けたなのかすぐ分からない数字が書かれた値札がついていた。

　明らかに場ば違ちがいだった。まず中学１年生になったばかりの男子が来る所じゃない。店員も客も、大人達がみんな僕を見ているような気がしてきて、もの凄く恥はずかしくなってくる。今すぐ逃げ出したい気分になるけど、繫つながれた手を振り解いて逃げる訳にはいかなかった。

　握られてる手の先を見る。真紀はショーケースの中に並ぶ宝石達を、目を輝かがやかせて眺ながめている。高校３年生の女子だって、この店は場違いとしか思えないけど、真紀は楽しそうだった。これが女の子って奴やつなのかな？

「……もしかして、買うの？」

「え？　無理無理、高すぎるもん。見て楽しむだけ」

　じゃあ旅行に関係無いじゃん、とか、それって冷やかしじゃん、とか言い返そうかと思ったけど、真紀が凄い楽しそうなのと、ショーケースの反対側にいる女の店員さんが微笑ほほえみながら「どうぞご覧になっていって下さい」って言うから、僕は黙だまって待っていた。

　しばらくして、女の店員さんが真紀に一枚の紙を差し出した。

「もしよろしければ、どうぞ」

「え？　なんですか？」

　真紀に紙を手て渡わたしながら、店員さんが説明を始めた。

「ただ今デパート全体でのＯＺ出店を記念したイベントを開かい催さいしておりまして、カップルの方に二人でＯＺ内のウチの店に入って頂くと、こちらでペアストラップを差し上げてるんです」

「ホントですか！」

　真紀の声が少し大きくなる。買えなくても、やっぱり欲しいのかな。

「残念ながら石はついてませんけど、ブランドロゴが入ってますので、デートの記念にいかがですか？」

「っ！　デートなんかじゃなもごご」

　叫さけび掛かけた僕の口を真紀が無む理り矢や理り塞ふさいだ。その手をなんとか外す。

「なにすんだよ！」

「ねー、ストラップ欲しい！　ＯＺ行こうよ！」

「嫌いやだよ！　だって──」

「だって、なに？」

　だって、カップルでもデートでもないだろ、と言おうとしたのだけど、余計に意識しているように思われるのがたまらなく嫌で、言えなかった。

　そして、目を輝かせてる真紀を見て、これ以上嫌だとも言えなかった。

「……分かったよ」

　降参する。

「やたっ♪　すみません、ちょっと座れる所ってありますか？」

「はい。どうぞこちらへ」

　多分店員さんは「中高生のカップルが背せ伸のびして宝石店にデートに来ている微笑ましい光景。思い出作りに協力してあげよう」くらいに思ってるんだろう。凄く、もやもやする。

　連れてこられたのは、お店の一段奥にある小さな部屋で、なんか高そうな椅い子すと机が並んでいた。多分応接室って奴で、宝石の商談とかに使う部屋だと思う。場違い度がまだ一段あがった。

　まあいいや、さっさと終わらせて出よう。僕は自分の携けい帯たいを真紀に渡わたす。

「え、なに？」

「真紀の携帯でＯＺに接続する訳にいかないだろ。それ使って。僕はノートパソコンでログインするから」

　紙かみ袋ぶくろを全部床ゆかに下ろして、リュックを机の上に置き、ノートパソコンを取り出す。

「え！　佳主馬ノートパソコン持ち歩いてたの!?　そんなに沢たく山さん荷物担かついでるのに！」

「担がせたのは誰だれだ！　いいからログインしろ！」




11　【イエヤス】




　一通り【イエヤス】が説明を終えると、カメラが切り替かわり、デパートの中が映し出された。もちろん、ＯＺの中に作られた仮想店てん舗ぽの方である。

イエヤス：ちょうど12時ですね。お待たせいたしました。それでは、ただ今よりデモンストレーションをお見せします。実行メンバーはこちらの二人

　カメラが横に向き、廊ろう下かを歩く二体のアバターを映し出す。身長差と体格差の激しいノッポとチビのコンビだった。揃そろいのスーツを着て、サングラスに巨きよ大だいなカバンを持っている。分かりやすいギャングスタイルの二人だった。

イエヤス：【トリイ】と【オオクボ】です。以後お見知りおきを。二人とも、準備はいいかな？

【イエヤス】の言葉に呼応するように、チャットルームに声が響ひびき渡った。

『こちら【トリイ】。宝石店の前に到とう着ちやく。いつでも行けますので、合図よろしくです』

イエヤス：了りよう解かい

【イエヤス】がそう言うと同時に、チャットルームの中央の床に、小さな四角い箱が出現した。箱の上には丸いボタンが置かれている。

イエヤス：これが、我々が提案する商品であるハッキングツールを視覚化した物です。これを使って、ＯＺのあらゆるエリアに実装されているＭＡコンポーネントをハッキングし、そのエリアの一部をＯＭＣエリア化させるのです

　葵あおいの紋もん所どころが飛び上がり、箱の上に着地する。その勢いで丸いボタンが押し込まれた。

　ガチッと、硬かたくて大きな音がする。

　異変はすぐに確かく認にんする事が出来た。映像の中で、廊下を歩いている客のアバター同士が、突とつ然ぜんぶつかって転んだのだ。ショッピングエリアでは、アバター同士に当コリたジヨりン判定は無い。だからこんな事は起こりえない。

　初めは、皆何が起きたのかわからないのか、反応が鈍にぶかった。しかし、次し第だいに、等とう間かん隔かくに置かれている観葉植物にアバターがぶつかって倒たおれたり、店の自動ドアにアバターが挟はさまったりしている内に、なにかおかしな事が起きていると気がついたらしい。

　たちまち廊下がチャットバルーンで埋うめ尽つくされる。ほとんどのバルーンには「なにが起きてるの？」とか「デパートのイベント？」とか書かれている。

　そうしている間にも、アバター同士がもつれ合って転び、ぶつかったマネキンがドミノのように他ほかのマネキンを倒し、自動ドアに挟まったアバターの数が増えていった。

　デパートの中で、徐じよ々じよに、困こん惑わくと混乱が広がろうとしていた。

イエヤス：では【トリイ】さん、【オオクボ】さん、お願いします

『了解しました』

　言葉と共に、【トリイ】と【オオクボ】は黒いカバンを開ける。と、中からはマシンガンが現れる。二人はケースを投げ捨てて、宝石店に突とつ入にゆうする。

イエヤス：あのマシンガンはＯＺサバイバルゲームから持って来ました

　店に入るなり、【トリイ】がマシンガンを天てん井じように向けて乱射した。




　ダダダダダダッ!!




　壁かべに穴が空き、煙けむりが舞まう。

　天井に吊つるしてあった装そう飾しよく用ようのシャンデリアの鎖くさりが切れ、床に落ちる。




　ガッシャーンッ！




　もの凄すごい音を立ててシャンデリアの破は片へんが周囲に飛び散った。

イエヤス：壁やシャンデリアが壊こわれるのは、当コリたジヨりン判定が生まれているからです

【トリイ】は銃じゆう口こうを前に向け、何が起きたのか把は握あく出来ずにいるアバター達に銃じゆう弾だんを撃うち込んだ。




　ダダダダダダッ!!




　銃弾を受けたアバターが、次々と倒れていく。

イエヤス：データ上、あのマシンガンの殺傷力は非常に高く設定されています。一発食くらえば体力値がゼロになって、その場で行動不能になります

【イエヤス】がくるりと回る。それが嬉うれしさの表現のようだ。

イエヤス：ご覧の通り、通常エリアをＯＭＣエリア化する事で、大きな変化をもたらす事が出来ます。まず、当コリたジヨりン判定が現れる事、次に、一定のダメージを得ると行動不能に陥おちいる事。そして、ポイントジャンプが使用不能になる事です。彼らは逃にげ道も失い、重火器を持っている【トリイ】に対し、なすすべがありません

【トリイ】と【オオクボ】は混乱する店内を歩きながらマシンガンの乱射を続け、更さらに行動不能のアバターを増やしていった。

イエヤス：こうなれば、この店の商品は盗ぬすみ放題です。理り不ふ尽じんに倒された店員の方々には同情を禁じ得ません。どこの世界のオンラインショップが、マシンガンを乱射する強ごう盗とうに備えて警備員を配置したりするでしょうか？　そんな事、する訳がない！　オンラインショップが強盗に襲おそわれるかもしれないという可能性を、誰だれも想像すらしていなかったのですから！

　葵の紋所がクルクルと回る。よっぽど楽しいらしい。

　ゲストアバターの頭上にバルーンが浮かぶ。

ＮｏＮａｍｅ０１：なかなか楽しい見せ物ではある。しかし、それこそオンライン上、すなわちＯＺの中にしかないデジタルの宝石店を襲しゆう撃げき出来たところで、我々に一体なんの利益があるというのかね？

　クルクル回り続けていた【イエヤス】はピタリと止まって、

イエヤス：おっしゃる通りです

　と答えた。

イエヤス：確かに、ここで宝石を奪うばっても、アバターの装飾品が増えるだけの話です。データ上で商品を手に入れたとしても、その注文が実行される事はないでしょう。発送先の住所を教える訳にもいきませんしね。現実の宝石店強盗とは、ここが違う訳です。しかし──

　言葉を切る。少し溜ためが入って、バルーンが上に重なった。

イエヤス：しかし、ＯＺの世界は現実の世界と密接にリンクしている事をお忘れなく。【トリイ】さん。次のフェイズに進んで下さい

『了りよう解かいしました』

　既すでに店内で立っているアバターは【トリイ】と【オオクボ】だけで、店員も客も、皆銃じゆう弾だんを受けて行動不能になり、床ゆかに倒れていた。【トリイ】は倒れた客をまたぎながら、店の奥に向かう。

　一番奥に到とう達たつすると、ショーケースに手をかけ、そのまま飛び越こえて内側に入る。そこには、【トリイ】が真っ先に撃ち倒たおした男の店員アバターが倒れていた。

イエヤス：彼が、このＯＺ支店の店長です

【トリイ】が店長のアバターを抱かかえ上げ、店の奥に歩き出す。

イエヤス：先さき程ほども申しました通り、この店てん舗ぽは、現実世界のデパートを丸ごとＯＺ内に構築したものです。その副次的な要素として、現実世界のデパートの各種機能が、ＯＺ内のそれとリンクするようになっています

　応接室を通り過ぎ、【トリイ】はその奥にある『STAFF ROOM』と書かれた扉とびらの前に立った。体を捻ひねって、店長の顔を扉に押しつける。すると、扉が音も無くスライドして道を空けた。

イエヤス：ＯＺはそのセキュリティの高さ故ゆえに、アバター認にん証しようでほとんどのセキュリティをクリアする事が出来ます。なので、アバターの自由を奪えばこんな事も可能になる訳ですね

　店長アバターを投げ捨てて、【トリイ】が中に入って行く。【オオクボ】がその後に続く。

　それほど広くない部屋には、壁にディスプレイが六面並び、机の上にキーボードが置かれている。

イエヤス：セキュリティ管理システムです。お間ま違ちがえして頂きたくないのですが、これはＯＺ内の仮想店舗のセキュリティを管理している訳ではありません。先程も言いましたように、オンラインショップには、警備システムを搭とう載さいする概がい念ねんがそもそも無いのです。つまり、

【イエヤス】は、またもったいぶってそこで言葉を置いた。そして、もう一つバルーンが浮かぶ。

イエヤス：これは、現実世界の店舗のセキュリティ管理システムなのです




12　鳥居




　鳥居と大久保は、宝石店の隅すみっこで、互たがいに電話をする振ふりをしながらＯＺで自分達のアバターを操作していた。店員が多少不ふ審しんな目でこちらを見ていたが、既に準備は終わった。

　携けい帯たいの画面に映る【トリイ】に、セキュリティ管理システムのキーボードを操作させる。デモンストレーションを一発で成功させる為ために、ＯＺ店舗の襲撃も、セキュリティシステムの操作も、事前に何十回とシミュレーションを済ませていた。もちろん、この後の行動についても。

【トリイ】が、キーボードのエンターキーを押す。

　と、突とつ然ぜん、ガラガラガラという音と共に、宝石店の入り口のシャッターが閉まっていく。ここからは見えないが、スタッフルームの奥の非常口も電子ロックがかかっている筈はずだ。

　店員も客も一いつ瞬しゆん何事が起きたのか判断出来ず、放心する。混乱する隙すきを与えずに鳥居は懐ふところから取り出した催さい涙るい弾だんを宝石店の中央辺りに投げ込む。




　ボフッ！




　突とつ然ぜん噴ふき出した煙けむりに咳せき込む人々。鳥居と大久保は素す早ばやくガスマスクを装着する。

　奥の方で店長らしき男が非常事態用のスイッチを押すのが見えた。しかし、何も起きない。本来ならけたたましいベルが鳴り、すぐに警備員が駆かけつける筈なのに。男は焦あせってガチガチと何度もボタンを押すが、やはり何も起こらず、やがて咳き込みながら崩くずれ落ちた。

　警報が鳴らないのは当然である。ＯＺ側から警報装置を切断しているからだ。外にいる誰だれかがシャッターが降りている事を不審に思って通報したとしても、データを全すべて偽ぎ装そうさせているので問題無い。警備会社がＯＺ経由で宝石店の状態を確認しても、通常営業状態にしか見えない。対応は大おお幅はばに遅おくれるだろう。

「行くぞ」

「おす」

　最後の一人が倒れ込むのを確認してから、鳥居は一番手近にあるショーケースを、ピストルのグリップで叩たたき割った。




13　佳主馬




　僕と真紀は薄うす暗ぐらいスタッフルームで、念ねんの為にハンカチで鼻と口を塞ふさぎながら、防犯カメラに映る鳥居と大久保を睨にらんでいた。

　ＯＺ支店でペアストラップをもらう為の手続きをしていた【カズマ】と【マキ】は、マシンガンを撃うちながら突とつ入にゆうしてきたギャング二人のちょうど死角になる所にいた。

　急に店内がＯＭＣエリア化した時は驚おどろいたけど、僕は反射的に【カズマ】を操作し、【マキ】を押し倒すようにしてショーケースの下に潜もぐり込んだ。ギャング二人は僕達に気づかず、店の奥に消えて行った。

　そのすぐ後、今度は現実リアルの店の方からガラガラと大きな音が聞こえた。応接室にいた僕達からは何が起きたのか分からなかった。けれど、嫌いやな予感がした僕はノートパソコンを畳たたんで抱え、真紀と一いつ緒しよに奥のスタッフルームに行った。

　狭せまい部屋には誰もいなかったけど、そこに防犯カメラの映像が流れているモニターがあって、店内でガスマスクをした二人がガラスを割って宝石をかき集めているのが見えた。ガスはもう治まったらしく、二人がガスマスクを外した。

　鳥居と大久保だった。間ま違ちがい無い。

「なんでまたこいつらが……」

　それになんで警報が鳴らないんだろう。こいつらが何かやってるのか？




　ガシャガシャ




　スタッフルームの奥で、真紀が非常口のノブを回している。

「開かない！　なんで!?」

　僕は考える。考える事は二つ。

　一つ目。なんで、非常口が開かないんだろう。

　非常口というのは、非常時に脱だつ出しゆつする為の物なんだから、開かなくなってるなんておかしい。誰かが、わざと出られないようにしているんだ。

　二つ目。なんで、ＯＺの店と、本物の店が同時に襲おそわれたんだろう。

　オンラインショップに過ぎないＯＺの店を襲った所でなんの利益も無い。逆に考えれば、利益があるから、ＯＺの店を襲ったんだ。

　あのギャングアバター二人が、鳥居と大久保のアバターなのだとすれば……。

「……そうか」

　僕は机の上に雑多に積まれている紙やノートを押しのけて床ゆかに落とし、抱かかえていたノートＰＣを置き、開いた。自動的にスリープ復帰処理が始まる。

　非常口から真紀が戻もどって来る。

「な、なんでパソコン開いてるの？」

「連中は、多分ＯＺ経由でこの店のセキュリティ管理システムを操作してる。店をＯＭＣエリア化して、無防備な店員を行動不能にして、そのアバター認にん証しようを無む理り矢や理り使ってるんだ」

　マシンがスリープモードから復帰する。【カズマ】が、【マキ】の頭に手を載のせながら、ショーケースの下にしゃがみ込んでいた。

「でも、ここがＯＭＣエリアだって言うんなら」

　キーボードの上を、指が走る。動かし方はもう、体が覚えている。

「この空間での最強は、僕だ」

【カズマ】が、【マキ】から手を離はなす。

　そして、静かに立ち上がった。




14　鳥居




　ゴスッ




　セキュリティルームの中にいる【トリイ】の背後で、鈍にぶい音が響ひびいた。

　振ふり返ると、入り口に立っていた【オオクボ】が、前のめりに、ゆっくりと、倒たおれる所だった。




　バタン




【オオクボ】の後ろには、長身のアバターが立っていた。長い右足が真っ直すぐ上を向いている。恐おそらく、そのかかとが、【オオクボ】の脳天に振り下ろされ、直ちよく撃げきしたのだろう。

　そのアバターは、白い毛に包まれ、長い二つの耳を持っていた。ＯＺを使っている人なら、どこかの看板で必ず目にする姿だった。

「……キングカズマ！　何な故ぜここにいる!?」

　鳥居は携帯電話に映るウサギアバターを見て驚きよう愕がくする。直後、白いウサギが【トリイ】の目前に迫せまる。




　バスッ




　鋭するどい音がした後、携帯の画面が暗転して、何も見えなくなった。

「な、なんだ？　なにが起きた!?」

　素す早ばやくボタンを操作するが、画面は真っ暗なまま、なにも入力を受け付けなかった。




15　【イエヤス】




　スタッフルームに突とつ然ぜん現れたように見えたキングカズマは、一いつ瞬しゆんで【オオクボ】の後ろに回り、【オオクボ】の振り返りざまかかと落としでノックアウトさせた。

　そして、そのままキングカズマは【トリイ】との距きよ離りを詰つめ、回転蹴げりを首筋に叩たたき付ける。【トリイ】も一瞬で行動不能に陥おちいり、床に転がった。

イエヤス：これは素す晴ばらしい！　まさかキングカズマが現れるなんて！

　葵あおいの紋もん所どころがクルクル回りながら飛び上がっている。ゲストアバターの頭上にチャットバルーンが浮うかぶ。

ＮｏＮａｍｅ０２：と、言う事は、【カズマ】の登場は今回のデモンストレーションには含ふくまれていないという事ですか？

イエヤス：ええ。しかしこれで今回のショーが完かん璧ぺきな物になります

ＮｏＮａｍｅ０２：完璧とは？

イエヤス：私どものプランは、ＯＺの通常エリアをＯＭＣエリア化すれば、他ほかのアバターは抵てい抗こう出来ないので、後はこちらの望みのまま、というものです。しかしながら、抵抗出来るアバターもわずかながら存在します。それはＯＭＣのトッププレイヤーです

　葵の紋所がウィンドウの方を向く。

イエヤス：例えば、このキングカズマのように

　ディスプレイには、倒れた【トリイ】をどかして、セキュリティモニターを見回している【カズマ】が映し出されている。

イエヤス：しかし、もちろん、このような状じよう況きようも、私どもは想定しております

ＮｏＮａｍｅ０２：どのような？

【イエヤス】はもう一度くるりと回った。

イエヤス：では、【カズマ】を超こえるアバター、【シャドウラビット】にご登場願いましょう




16　佳主馬




「どどど、どうするの？」

　横で真紀が震ふるえながら聞く。僕は【カズマ】の前に並んでいる六枚のディスプレイを、もう一度眺ながめてから、首を振った。

「専門的すぎて、何をどうすればいいのか分からない」

「ええっ!?」

「落ち着きなよ。大だい丈じよう夫ぶ。エリアマスターコールしとく」

　リモートチャット用のコンソールを表示させて、文字を打ち込む。




CALL［カズマ＞［EM］］




　数秒待っていると返事が来た。

CALL［ＫＫ＞カズマ］　こちらエリアマスター０７５。あれ？　また【カズマ】なの？

　リモートチャットの画面には【ＫＫ】のアバターが映っていた。なんか縁えんがあるみたいだ。

CALL［カズマ＞ＫＫ］　ショッピングエリアで緊きん急きゆう事態が起きてる。何が起きているのか説明するのが難しいから、とりあえず来て

CALL［ＫＫ＞カズマ］　分かった。座標を教えて

「チャットの相手にあなたのＯＺ上での現在位置を通知します。よろしいですか？」のポップアップウィンドウが表示される。僕はイエスのボタンをクリックした。




　と、その直後、【カズマ】の体が吹ふっ飛ばされた。




　一瞬、何が起きたのか分からなかった。【カズマ】は壁かべを一枚ぶち破ってスタッフルームから応接室を突つき抜ぬけ、宝石店の店内へと転がり込んだ。慌あわてて体勢を立て直す。ステータス画面を見ると、右みぎ脇わき腹ばらに強いダメージが入っている。

「蹴り飛ばされた……？　【カズマ】がっ!?」

　飛ばされてきた方を見ると、大きく開いた穴から、アバターが一体、ゆっくりと現れた。

【カズマ】と同じウサギ型のアバターだった。体型だけじゃない。頭のゴーグル、ダウンベスト、ズボン、グローブまで、色は違ちがうけど同じアイテムを使っている。

　二体のアバターはそっくりだった。たった一つを除けば。僕は思わず呟つぶやく。

「黒い……」

【カズマ】が白ウサギだとすれば、目の前に立っているアバターは黒ウサギだった。足首、腕、顔、そして耳、見えている所は全部真っ黒な毛並みで覆おおわれている。その中で、赤い二つの目が、こちらをじっと睨にらんでいる。

　誰だれに聞かなくても分かる。こいつは敵だ。

　黒ウサギが地面を蹴り、一気に【カズマ】との距離を縮める。

　僕の両手はほぼ自動的にキーを叩き始める。

　それはバトルの開始だった。

　相手は飛びかかりざま右パンチを繰くり出すつもりだ。僕には分かった。

　予想通り飛んできた右みぎ腕うでを、右足で蹴り上げる。




　ガッシィッ！




【カズマ】の蹴けりが、打ち出され掛かけていた右腕の肘ひじに直ちよく撃げきし、黒ウサギは上空に舞まい上がり、一回転して床に落ちる。すぐに起き上がるが、上半身がふらついていた。しかし、こちらの攻こう撃げきを読んでいたようで、見た目ほどにはダメージは入っていないように思えた。

　体勢を立て直す隙すきは与えない。黒ウサギの懐ふところに潜もぐり込む為ために、両足で床を蹴って前方に跳とぶ。

　直後、ふらついていた筈はずの黒ウサギが、一いつ瞬しゆんでこちらに向いて構えを直した。

「っ！　ブラフか！」

　黒ウサギが両手を組んで、ハンマーを持ち上げるように高く掲かかげる。そしてそれを、まんまと真下に飛び込んでしまった【カズマ】の背中に叩たたき付けた。




　ボスッ！




　そのまま【カズマ】は床に落下。激げき突とつ寸前に回かい避ひコマンドを叩いて床に転がりダメージを分散する。

　立ち上がると、数メートル向こうに黒ウサギが見えた。

　最初と同じ距きよ離りでの対たい峙じになった。




17　【イエヤス】




イエヤス：【シャドウラビット】には、ＯＺマーシャルアーツ用に設計された人工知能、ＡアーテイフイシヤルＩ・インテリジエンスを搭とう載さいしています。このＡＩには、基き礎そデータとして、現ＯＭＣ世界チャンピオンであるキングカズマこと【カズマ】の、全公式戦の完全記録フルログを与えています。つまり、ＯＺ内最強のプレイヤーと、同じ強さを持つアバター、という訳ですね




18　佳主馬




　黒ウサギの攻撃を丁てい寧ねいにかわしながら、さっきから感じている違い和わ感かんの正体を探す。

　格かく闘とうに最も大事な物は、相手の呼吸を読む耳、そして、相手との間合いを計る目だ。

　この黒ウサギは、その呼吸も、間合いの取り方も、気持ち悪いくらい僕の戦プレいイン方グにそっくりだった。

　まるで、キングカズマが目の前に立っているんじゃないか、という気までする。

　いや、そうじゃない、こいつは多分ＡＩ。【カズマ】のデータを使って作ったＡＩなんだ。

　つまり、目の前にいる黒ウサギは、キングカズマそのものなんだ。

　昼に、【カズマ】の完全記録フルログを持ち去った【イエヤス】とかいうアバターの事を思い出した。あいつが、鳥居や大久保の仲間なのかも知れない。

「が、頑がん張ばって！　佳主馬！」

　防戦一方になっている【カズマ】を見て、堪たまらず真紀が僕の肩かたを摑つかむ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　冷静に返す。強がりなんかじゃなかった。

　むしろ逆。

　僕はワクワクしていた。

「今攻撃を受けているのは、確かく認にんしてるだけなんだ」

「確認？」

　今、ＯＺでは【カズマ】より強い選手はいない。

　つまり、僕は、自分より強い相手と戦う事が出来ずにいた。

　しかし、こいつがただの選手じゃないのなら。

「こいつの強さを推おし量っているんだよ」

　本当に、キングカズマと同じ強さを持っているなら。

　そんな強いアバターと戦うのは、最高にエキサイティングな事だった。

「よし、行こう」

　小さく呟いて、反はん撃げきの為の最初のキーを押した。




　ガシッ！




　黒ウサギの回し蹴りを右手で受け止め、その場で体を半回転。相手の横腹にキックを叩き付ける。鈍にぶい音がすると同時に黒ウサギが吹ふっ飛び、店の壁かべに直撃、壁にめり込む。

　瞬しゆん時じに床を蹴って追い打ちを掛けに行く。が、その頃ころには相手も壁から抜ぬけ出して床に降り、構え直していた。その反応の速さに思わず嬉うれしくなる。

　僕は、本当にワクワクしていた。

「こういうバトルがしたかったんだ！」




19　【イエヤス】




　ディスプレイに映る【カズマ】と【シャドウラビット】の戦いは、ほぼ互ご角かくのまま進んでいるように見えた。

　その時、今まで沈ちん黙もくを守っていた三体目のゲストアバターの頭上にバルーンが浮うかんだ。

ＮｏＮａｍｅ０３：これは、【カズマ】が勝つな

　他ほかのゲストアバターがそのバルーンを凝ぎよう視しする。

ＮｏＮａｍｅ０３：私は多少武道の心得がある。一見互角のように見えるが、【シャドウラビット】が全力で戦っているのに対して、【カズマ】にはわずかに余よ裕ゆうがある




　ゴスッ




【カズマ】の強い膝ひざ蹴げりが、【シャドウラビット】のみぞおちにモロに入った。

ＮｏＮａｍｅ０３：真に強い格かく闘とう家かは、自身の弱点についても熟知している。そして、仮に自分と戦う場合、どう勝つかを頭の中で考えているものだよ

　ディスプレイでは再び二人が対たい峙じしている。しかし、明らかに【シャドウラビット】の負っているダメージの方が、徐じよ々じよに大きくなっていた。

ＮｏＮａｍｅ０３：どうする？　【カズマ】が勝ったら、君らのプランは破は綻たんするのだろう？

　今度は、葵あおいの紋もん所どころは調子良く回ったりしなかった。代わりに、足あし下もとに小さなボタンがついた二つ目の箱を出現させる。

イエヤス：もちろん、こういう場合の対処も想定済みです

　そう言って、【イエヤス】は床ゆかに置かれた箱を踏ふみつけ、ボタンを押した。




20　佳主馬




　急に、僕の体が何十本もの糸に搦からめ捕とられたような気がした。

　実際には、それは気のせいだった。糸が絡まったのは、僕ではなくて【カズマ】だった。

「な、なんだこれ！」

【カズマ】の全すべての動きが、ガクッと遅おそくなる。足あし捌さばきが、重心移動が、視線調整が、僕のキー操作に全くついて来ない。

　意味が分からなかった。ＯＭＣのバトルで、こんなラグが起きる筈はずが無い。

「！」

　目の前に、黒ウサギが迫せまっていた。




21　【イエヤス】




イエヤス：ショッピングエリアをＯＭＣエリア化出来るんですから、これくらいの干かん渉しようは可能ですよ

　イエヤスはボタンの上でくるりと回転した。

イエヤス：【カズマ】のアバターに、強制的な負ふ荷かをかけています。いわゆる「ラグ」という奴やつですね。通常の十分の一くらいの速度でしか反応出来ません

　まるでスローモーションかの様にゆっくり動く【カズマ】の手前で、【シャドウラビット】が床を蹴けった。

イエヤス：【シャドウラビット】の、勝ちです




22　佳主馬




「やめろっ！」

　叫さけんだ所でなんの意味も無かった。

　黒ウサギの両足キックが、【カズマ】の腹を強きよう烈れつに打ち付ける。【カズマ】はたまらず吹っ飛ぶ。黒ウサギは空中で一回転し、床に着地する。キングカズマの必殺技わざ、サマーソルトキックだった。

　吹っ飛んで行った【カズマ】は背中から床に叩たたき付けられ、更さらに床をこするように数メートル進んだ。そして、そのまま、動かなかった。

【カズマ】の体力値が、ゼロになっていた。

「負け……た？」

　頭の中が真っ白になる。この僕が、【カズマ】が、負けた？

　キーボードの上に置かれた両手が動かせない。どうすれば指を動かせるのか、忘れてしまったみたいに。

　負けた。

　その言葉が頭の中を駆かけ巡めぐる。

[image: ]




　ドゴンッ！




「きゃあっ！」

　後ろで大きな音と真紀の叫び声。僕はゆっくりと、視線だけそちらを向く。両手は、まだキーボードの上にあった。

　スタッフルームの扉とびらがぶち破られていて、そこから男が二人、入り込んで来ていた。鳥居と大久保だ。鳥居の方が口を開く。

「よお、また会ったな。仕事がまとめて済んで助かるぜ。おい、兄貴から受け取ったデータを寄よ越こせ」

　鳥居が真紀に近づこうとしたので、体が勝手に動いた。二人の間に入り、鳥居を睨にらむ。鳥居は、僕を睨み付けた後、机の上にあるノートパソコンに気がついた。画面には、倒たおれた【カズマ】が映し出されていた。

「ハッ！」

　鳥居が馬ば鹿かにするように笑う。

「お前の様な、女みたいなチビガキが『キングカズマ』だったとは、笑わせるぜ」

　普ふ段だんなら、ぶち切れる所だった。「女みたい」も「チビガキ」も、我が慢まん出来ない言葉だった。

　でも、動けなかった。

　鳥居が一歩前に出る。

　僕達は後ずさる。




　ガチャン




　真紀の背中が、すぐに非常扉に当たり、それ以上後ろに下がれなかった。そして、この扉はロックされているんだった。

　鳥居はにやりと笑って、右手に持った拳けん銃じゆうを僕に向けた。

「ひっ！」

　真紀が短く悲鳴を上げる。僕は手を広げて、真紀を庇かばった。

　拳銃が本物なのかどうか、僕には分からない。多分本物なんだと思う。少なくとも言える事は、ここはＯＺじゃないって事だ。ここは現実の世界で、僕はアバターではなく、僕の顔に向いている黒光りする拳銃も、データなんかじゃなかった。

　鳥居は、軽い口調で言った。

「どけ。殺しちゃうよ？」

　体が、震ふるえてくるのを感じた。その震えは、恐きよう怖ふから来るものだった。

　ムカつく言葉を言われたからじゃない。そんな事では怖こわがらない。

　拳銃が怖いからでもない。確かに危険だけど、戦い方はいくらでも思い浮うかんだ。

　そうじゃなかった。

　また負けるのが、怖かった。

　負けたらどうする？

　ＯＺでも負け、現実でも負けたら？

　僕は、どうすればいいんだ？

　体が動かなかった。

　まるで、体中が糸で搦からめ捕とられたような感じがした。

　前には、ニヤニヤ笑っている大人の男が二人。

　すぐ後ろには、真紀がいた。

　真紀だけでも、逃にがさなきゃいけないのに。

　頭が、働かなかった。

　その真紀は、おかしな事をしていた。

　何な故ぜか、僕の陰かげに隠かくれて、

　僕の携けい帯たい電話を耳に当てて、

　小声で、誰だれかと喋しやべっていた。




23　真紀




【カズマ】が黒ウサギに倒された直後まで、少し時間が巻き戻もどる。

　真紀は、硬こう直ちよくしたまま呆ぼう然ぜんとしている佳主馬になんて言っていいのかわからなかった。

　と、その時、佳主馬から借りている携帯の画面がピカピカ光り出した。覗のぞき込む。




【ＫＫ】より、ボイスチャットの申しん請せいが来ています。許可しますか？　１：Ｙｅｓ／２：Ｎｏ




　慌あわてて１のボタンを押して、携帯を耳に押し当てる。

「もしもし!?」

『あ、【マキ】さんですか!?　良かった、繫がった！　僕、今、宝石店のスタッフルームにいるんです！』

「えっ!?」

　驚おどろいて周りを見み渡わたすが、もちろんこの部屋には真紀と佳主馬しかいない。

「いないよ？」

『は？　あ、えっと、ＯＺの仮想店てん舗ぽの方です。こっそり中に入って──』




　ドゴンッ！




　突とつ然ぜん扉とびらが開き、鳥居と大久保がじろりとこちらを睨にらむ。

「きゃあっ！」

『ど、どうしました？』

　鳥居が一歩部屋に入ると、佳主馬が真紀の前に立った。真紀は小声、かつ早口で状じよう況きようを説明する。

「なんとかして！」

『なんとかって言われても、ＯＺ上から出来る事なんて……』

　鳥居が拳銃を持ち上げ、ピタリと佳主馬の顔を狙ねらった。

「ひっ！」

　思わず声を上げる。そして携帯に小声で怒ど鳴なる。

「早く！」

『……！　このシステムでセキュリティを制せい御ぎよ出来るのか！　【マキ】さん！　後ろにある非常口の電子ロックを解除しますから、そこから逃げて下さい！』

「ＯＫ！」

　真紀は瞬しゆん時じに佳主馬の右手を握にぎり、思いっきり引っ張った。

「え？」

　佳主馬が体勢を崩くずす。この動きには鳥居達も虚きよを突つかれた。

　もう片方の手で、背中に当たっていた非常口のノブを回す。




　クルリ




（開いてる！）

　一気に開けて廊ろう下かに飛び出す。

「なっ！」

　鳥居が驚きの声を上げるが、もちろん無視して走る。左手にしっかりと佳主馬の手を握ったまま。

　が、なぜかその左手が重い。振ふり向くと、佳主馬は引っ張られるままに付いてきているだけで、自分の意思では走っていなかった。

　というより、未いまだに敗北のショックから抜ぬけられていないようだ。

「しゃきっとしなさいよ、もう！……あ！」

　佳主馬のもっと後ろに、非常口を出てこちらを睨んでいる鳥居の姿が見えた。追ってくるつもりだ！

　真紀はさっぱり頼たよりにならない佳主馬を引っ張りながら、右手で携帯を構える。

「追って来てる！　ピストル持ってるし！」




24　【ＫＫ】




　そんな事を言われても、【ＫＫ】に出来る事はほとんどない。なにせ自分はそこにはいないのだから、手助けのしようがない。せいぜい二人が逃にげているデパートと同形状の仮想店舗にアバターがいるくらいで──

「──これだ！」

　マイクに向かって叫さけぶ。同時に高速でキーボードを叩たたき、デパート内の詳しよう細さい地図を表示させる。これで二人を誘ゆう導どうすればいい！

「マキさん！　今いる階と場所を教えて！」

『ええと、四階の、〝Ａｍｅ＆Ｖｏｌ〟ってお店通り過ぎた所！』

　ディスプレイに表示されている地図を目で追う。言われた店があった。

「そこを真っ直すぐ行けば非常口があります！　そこから出れば──」

『えっ？　ごめん曲がっちゃったよ!?　今エレベーターホールを通り過ぎた所！』

　慌あわてて地図を見直す。宝石店を出て、〝Ａｍｅ＆Ｖｏｌ〟で曲がってからエレベーターホールを抜けたのであれば、その先は──

「──駄だ目めだ！　その廊下の先はトイレしかない！　行き止まりです！」

『えええっ!?　もう戻もどれないよ！』

　どうする？　地図を睨みながら頭を高速回転させる。

　なにか、なにかがあってくれれば、なんとかなる。なにかってなんだよ！

　混乱する頭をなんとか抑おさえて考える。

『行き止まりまで来ちゃった！』

（……！　今日、このデパートはオープンイベントをやっている筈はず！）

　高速でニュース動画を検けん索さくし、デパートの外観が映っている物を見つけ出す。

　映像に映し出されたそれを、一いつ瞬しゆんで数式に置き換かえる。

「……【マキ】さん、体重何キロですか？」

『はあっ!?　突とつ然ぜんなにを──』

「急いで！」

『え、えっと、44キロ！』

「【カズマ】は？」

『多分、私よりも軽い！』

　頭の中に浮うかんでいる計算式に、二人の予測体重を埋うめ込む。式が解かれる。

（……いける！）

「【マキ】さん！　行き止まりの壁かべにある窓を開けて！」

『え、う、うん。開けたよ！』

【ＫＫ】は、小さく息を吸ってから、叫んだ。

「そこから飛び降りて！」




25　真紀




　一瞬、真紀には【ＫＫ】の言った事の意味が分からなかった。

「はあっ!?　ちょ、ちょっと、ここ四階だよ！」

『大だい丈じよう夫ぶです！』

「なにが大丈夫──」

　言いかけたその時、曲がり角に二人が現れた。

　大久保は息を切らせながらこちらに走って来て、鳥居はその場で立ち止まってピストルを持ち上げた。

「ああ、もう！　知らないからね！　佳主馬！　行くよ！」

「あ？　え？」

　未いまだに佳主馬はぼんやりしている。

「ああっ、もうっ！　こうなったらっ！」

　真紀は無む理り矢や理り、佳主馬を両手で抱き抱かかえた。お姫ひめ様だっこのポーズになる。

「え、な、なにを──」

「捕つかまっててね！」

　混乱する佳主馬。しかし、真紀はもう窓に足をかけていた。

　そして、外に向けて、思いっきり、ジャンプ。

「って、えええぇぇぇ!?」

　窓から外に飛び出した所で、ようやく佳主馬は我に返ったらしい。

「きゃあああああああ！」

「うわあああああああ！」

　二人は叫さけび声を上げながら落下していく。




　と、




　ボスッ！




　痛い、が、柔やわらかい衝しよう撃げきを受ける。地面に激げき突とつはしなかった。

『開店イベントで、子供向けのバルーンハウスがあったんです』

　真紀の耳に、握にぎりしめていた携けい帯たい電話から流れる【ＫＫ】の声が届いた。

『バルーンハウスがクッションの役目を果たした訳です。計算上は問題無く──』




　バアンッ！




　もの凄すごい音がしてバルーンハウスが破は裂れつした。真紀と佳主馬は既すでに地面から１メートルほどの所まで沈しずんでいたので、落下距きよ離りはそれだけで済んだ。

「いたたたた……」

『……【マキ】さん。体重、噓うそついたでしょ』

「……ごめんなさい」




26　【イエヤス】




イエヤス：さて、今回のデモンストレーションは、お楽しみ頂けましたでしょうか

　途と中ちゆうで嫌いやな予感がして、現実世界の鳥居と大久保がスタッフルームに移動する直前で、映像は切ってあった。なので、その後の奴やつらの醜しゆう態たいは、顧こ客きやくには晒さらさずに済んだ。

イエヤス：申し上げるまでもない事ですが、ＯＺにあるのはショッピングエリアだけではありません。世界中の企き業ぎようがオフィスを出しているビジネスエリアがあります。今回と同じ事を、そちらの方で適用すれば、一体どれほどの利益を上げられると思いますか？

　一度言葉を切る。三体のゲストアバターからはなんの返答も無い。リスクとリターンを秤はかりに掛かけているのだろう。当然だ。ＯＺのビジネスエリアを手中に収められるとした場合、仮に一回しかそれを実行しなかったとしても、想定される利益は莫ばく大だいな物となる。そう簡単に返事が出来る代しろ物ものではない。

　ただし、【イエヤス】の言葉には一個だけ噓があった。現時点では、彼にビジネスエリアをＯＭＣエリア化する事は出来ないのだ。【イエヤス】が全すべてのＭＡコンポーネントの制せい御ぎよ権けんを手に入れる直前に、山之手祐司がこちらの行動に気づき、ビジネスエリアに実装されているＭＡコンポーネントの管理パスワードを書き換かえてしまったからだ。

　限られた時間の中で山之手祐司に出来たのは、仮にＭＡコンポーネントをハックされた場合の影えい響きよう範はん囲いが一番大きい、ビジネスエリアの管理パスワードを書き換える事だけだった。しかし、これはピンポイントで【イエヤス】の目もく論ろ見みの邪じや魔まをしてくれた。

　このビジネスを成功させる為ためには、なんとしてもそのパスワードを手に入れる必要があった。

　そしてその管理パスワードは、現在山之手の妹が所持している。だから、なんとしてもその小こ娘むすめを捕まえる必要があった。

　もちろん、そんな事を顧客に説明する必要は無い。

イエヤス：今すぐにお返事を頂きたい訳ではありません。ゆっくりご検討頂ければと

ＮｏＮａｍｅ０１：後日、連れん絡らくする

　そう吹ふき出しを残し、ゲストアバターの一体が姿を消した。他二体も、無言で姿を消す。

　空間には、葵あおいの紋もん所どころだけが残った。

（山之手にも、妹にも、それにキングカズマにだって、私のプランの邪魔などさせない）

【イエヤス】はそう考えながら、ＯＺからログアウトした。
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　破裂したバルーンハウスから助け出された僕と真紀は、デパートの中にある救護室で手当てを受けた。二人とも、かすり傷くらいしか無かったけど、念ねんの為。

　治ち療りようを受けている間、真紀が、【ＫＫ】が僕達のピンチを救ってくれた事を説明していた。

　僕は、黙だまって聞いていた。

　何カ所かに絆ばん創そう膏こうを貼はった僕達は、救護室の外の廊ろう下かに並べられた椅い子すに座っていた。さっき、デパートの人が来て、二人の強ごう盗とうには逃にげられた事と、警察が事情を聞きに来るので、しばらくここで待っているように言われたからだ。

　顔を上げると、壁かべの時計が見えた。12時28分。

　僕は、ようやく、口を開いた。

「……真紀」

「なに？」

　真紀は少し疲つかれた、でも、明るい声で返した。僕は真紀を見ないで続ける。

「お兄さんのデータの事、これから来る警察に話すといいよ。それで、警察に東京まで連れて行ってもらうんだ」

「え？　佳主馬は？」

「警察の方が安全だよ」

　ぶっきらぼうに言う。

　ＯＺでも負けた。

　現実でも、真紀を助けられなかった。

　なんか、もう、どうでもいい気分だった。

　ＯＭＣも、データも、もうどうでもいい。

　もう誰だれとも話したくない。

　家でずっと寝ねていたかった。

　僕が視線を合わせずに黙っていると、真紀はうつむいて、小さく呟つぶやいた。

「……わかった。今まで、ありがとね」




　ズキン




　胸のずっと奥の方で、何かが痛んだ。

　正直に言うと、奴らに負けた事よりも、その痛みの方が辛つらかった。

　でも、僕がついていても、真紀を守れない。

　警察に任せる方が、いいに決まってる。

　何度も、自分に言い聞かせた。

　トントンと、肩かたを叩たたかれる。見上げると、デパート店員の女の人が覗のぞき込んでいた。

「警察の方がいらっしゃったから、こっち来てもらえる？」

　僕がぼんやりしていると真紀が立ち上がり「行こ」と小さく言った。

　デパートの従業員通路を、真紀の背中を見て、ただついて行った。

　気がつくと、駐ちゆう車しや場じようにいた。多分地下だと思う。

　デパートの人の前に警官の二人組がいた。「早かったですね」「あとは我々が引き受けますので」とか話しているのが聞こえた。

「じゃあ、後は警察の方にお願いするから。よろしくね」

　そう言って、デパートの人は戻もどっていった。警官の片方が言う。

「それでは、我々について来て下さい」

　真紀が歩き出すので、僕はうつむいて、真紀の足あし下もとを見ながら歩いて行った。

　僕は、どうでもいい事を考えていた。

　何時に家に帰れるかな、とか。

　帰りにマンガ雑誌買って帰ろうかな、とか。

　出来るだけ、真紀やデータの事を考えないようにしていたのかもしれない。

「あの、なんでこんな所に行くんですか？」

　ハッと顔を上げたのは、真紀のその言葉に、不安がにじみ出ていたからだった。

　いつの間にか、左右に背の高いトラックが並ぶ隙すき間まを歩いていた。

　どっちも、パトカーとは考えにくい。

　なんで、こんな所に──

「きゃっ！」

　短い悲鳴を聞いたその瞬しゆん間かん、頭の中に詰つまってた霧きりみたいなものがスパッと消える。

　前を歩いていた真紀が、警官に後ろから羽は交がい締じめにされていた。

　口元に、布のような物を押しつけられている。

　真紀は必死に暴れていたが、やがて、だらりと手足を垂らした。

「なにを、──っ！」

　突とつ然ぜん後ろから僕の体が摑つかまれ、口と鼻を湿しめったなにかで塞ふさがれる。

　そして、耳元で囁ささやかれる。

「君達が権力に従順な子供で助かったよ」

「っ！」

　警官の格好をした鳥居がにんまり笑いながら僕の顔を覗き込んでいた。




　ドサリ




　真紀が地面に崩くずれ落ちる。抱かかえていた大おお柄がらな警官が帽ぼう子しを取ると、大久保の顔が現れた。

　鳥居が更さらに唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

「ＯＺのセキュリティ破るのに比べたらよ、警察との電話を傍ぼう受じゆするくらい、訳無いんだわ、これが！」

　更に鳥居は僕を罵ののしる言葉を続けていたみたいだけど、もう聞こえなかった。

　景色も、声も、何もかもが遠ざかっていく。

　ちくしょう。

　無む理り矢や理り、眠ねむらされる感覚。

　ちくしょう。

　やがて何も見えなくなる中、僕は、最後まで拳こぶしを握にぎりしめていた。

　ちくしょう……っ！







[image: 第４章　同日　車中～陣内家]
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　小学生５年生の時、僕はいじめられっ子だった。

　でもそれは単に、僕に運が無かっただけの話だ。たまたま、クラスの男子の中で、僕が一番背が低くて、一番手足が細くて、一番女みたいな顔してたってだけ。そして、たまたま同じクラスに、背が高くて、手足が太くて、ごつい顔してて、ついでに言えば、誰だれかを馬ば鹿かにする事でしか自分の価値を示せない奴やつがいたってだけ。それだけの話。

　いじめっ子といじめられっ子の関係ってのは、たったそれだけの事で生まれるものなんだ。

　僕は、自分がいじめられるのは運が悪かっただけだと思っていたし、いじめっ子の事をただの馬鹿だと思っていた。だから、掃そう除じの時間にホウキで頭を叩たたかれても、帰りがけに廊ろう下かで足を引っかけられても、ランドセルに跳とび蹴げり食くらったって、ただ無視していた。

　けど、その僕の態度が余計に相手をムカつかせてしまってたらしい。今思えば失敗だった。ランドセルをカッターで切るという物的証しよう拠こが残る間ま抜ぬけな事を向こうがしてきたせいで、学校でいじめられている事が父さんと母さんにばれてしまった。

　父さんは「お前がいいなら転校してもいいぞ」と言ってくれた。「立ち向かえ」と簡単に言わないのが父さんらしくて、ちょっと嬉うれしかった。でも、転校するのは嫌いやだった。それじゃ、あいつらに負けてしまう。逃にげたと思われてしまう。それは嫌だった。

　それで、母さんが新にい潟がたの万まん助すけおじいちゃんに相談して、おじいちゃんにＯＺ経由で少林寺拳けん法ぽうを習う事になった。正直、僕はそれも嫌だった。あいつらを殴なぐって勝っても、それじゃ、あいつらと同レベルだからだ。それでいじめが無くなっても、ちっとも嬉しくない。




『良いか佳主馬。ワシがお前に拳法を教えるのは、いじめっ子の奴らと喧けん嘩かして勝てという意味では決してないぞ。それを忘れるな』

　スピーカーから聞こえた万助おじいちゃんの声は、まず初めにそう言った。僕は聞き返す。

「え、どういう事？」

『佳主馬、格かく闘とう家かに必要な事は、なんだか分かるか？』

　イカが忍にん者じやの服を着ているおじいちゃんのアバターは、【カズマ】と全然別の方向を向いて喋しやべっていた。アバターの操作に慣れてない。万助おじいちゃんは、僕の為ためにＯＺを始めてくれたんだ。

『なんでもいい。言ってみろ』

「ええと……、筋力とか？」

『違ちがう。もちろん体を鍛きたえるのは重要だが、鍛えただけでは強くはなれん』

「じゃあ、体型。背が高いとか、腕うでが太いとか……」

『それも違う。そんなものは生まれつきの素質に過ぎん。人間というのはな、学ぶ力を持っている。学ぶ事で、生まれつきの違いなんか簡単に埋うめる事が出来る』

　僕はもう他ほかに思いつかなかった。イカ忍者は相変わらず変な方向に向かって喋る。

『真の格闘家は、相手を倒たおさなくても、強い。そういう力を持っている』

　相手を倒さなくても、強い。

　それは、僕が求めている強さだった。

　僕は、その時、万助おじいちゃんがとても大事な話をしようとしている事に気づいた。どうしてだかは分からないけど、気づいたんだ。

　だから、変な方向を向いているイカ忍者の正面に【カズマ】を回り込ませて、そこに正座の動モーシ作ヨンを取らせた。そして、マイクに向かって喋る。

「それ教えて……くだ、さい」

　僕のたどたどしい敬語に、万助おじいちゃんは『うむ』と言って、教えてくれた。

『格闘家に本当に必要な物、それは、相手の呼吸を聞く耳、そして相手との間合いを計る目だ。常に敵の次の行動を読み、適切な間合いに入っていれば、どんな戦いでも負けはせん』

　僕は、黙だまって聞いていた。

『これは、拳法の試合に限った話ではない。学校でも同じ事だ。相手の心を読み、距きよ離り感かんを計る。向こうが何を考えているのかを推おし量り、そして、それに応じて自身の立ち位置を定める。相手のいいなりになれという意味ではないぞ。むしろ逆だ。とても難しい行こう為いだとも言えよう。しかし、それを続ければ、いじめなんぞ自然に無くなるとワシは思っている』

　それは、強い心を持つという事だ。と、僕は直感した。

『ワシが拳法を通じてお前に教えたいのは、そういう事だ。それでも、教えを請こうか？』

　僕は──【カズマ】じゃなくて、僕は──、ディスプレイに映るイカ忍者に、いつの間にか頭を下げていた。そして、新潟にいる万助おじいちゃんに届くくらいに大きな声で、叫さけんだ。

「よろしくお願いしますっ！　師し匠しようっ！」

　万助おじいちゃんの事を師匠と呼んだのは、それが初めてだった。





◆






　ガタンッ




「……イテッ」

　激しい振しん動どうで頭をぶつけて、目が覚める。僕はどこかに寝ねっ転がっていた。

「佳主馬！　良かった！　目が覚めた！」

　すぐ側そばで真紀の声が聞こえた。薄うす暗ぐらい空間だった。床ゆかがブルブル揺ゆれてるように思えた。

「ここ、は……？」

「トラックの中だと思う。あ、起き上がる時は気を付けてね、縛しばられてるから」

　真紀の言う通りだった。足首と、背中に回された手首がロープで縛られているのを感じた。食い込むほど強く縛られてるみたいで、少し動かすだけでぎりりと痛い。

　その痛みで、地下駐ちゆう車しや場じようでの事を思い出した。

「捕つかまった、の、かな……」

　自分で言っておきながら、他の可能性は考えられなかった。僕達は警官のフリをした鳥居と大久保に薬かなにかで気絶させられて、ここに放り込まれたんだ。

「……」

　寝っ転がったまま、周りを見み渡わたす。確かに荷物を運ぶトラックの中のように見えた。直方体の空間。窓は無い。壁かべの一つは扉とびらだったけど、内側に取っ手はついてなかった。

　床から伝わる振動は、トラックが走行中だって事を示していた。

　もう一度扉を見る。扉の左右に一つずつ、細長い穴が空いていた。明かり取りなのか、外から覗のぞき込む為の物かは分からないけど、そこから光が差し込んでいたので、トラックの中は真まっ暗くら闇やみにはなってなかった。

　僕は腹筋で起き上がり、その扉にもたれかかる。少し離はなれた所に、真紀が壁に寄りかかっているのが見えた。

　目の高さにさっきの細長い穴があったので、首を捻ひねってトラックの外を見た。

　風景がびゅんびゅん流れていた。どこを走っているのかはよく分からなかったけど、ビルが沢たく山さん建っているから、名古屋からそんなに離れていないと思う。太陽もまだ高かった。あれから丸１日寝てたとかじゃなければ、気絶してたのは、多分、１時間くらい。

　捻った首を戻もどす。まだ頭がはっきりしてなかった。

　気絶してた最中、夢を見てた気がする。初めて師匠に稽けい古こをつけてもらった時の夢。

　あの後、毎日のようにＯＺで師匠と会って、格かく闘とう家かとしての心得を学び、ＯＭＣエリアで型の練習や稽古をつけてもらった。覚えた型は、その日のうちに自分の体で練習し直した。あの時始めた筋トレやランニングは今も続けている。

　結局、骨が細いのか、手足が太くなったりはしなかったけど、体は普ふ通つうに鍛えられた。体育の成績も上がった。冬のマラソン大会でも、部活に入ってない生徒の中で、僕一人だけ10位以内に入った。

　小学６年生になる頃ころには、自然にいじめも無くなっていた。それどころか、あの頃一番僕をいじめていたあいつは、今は同じ中学に通っていて、クラスは違うけど、もしかしたら友達の中で一番仲がいいかもしれない。

　なんでいじめられなくなったのか、正直よく分からない。師匠の言う目と耳が鍛きたえられたせいかもしれないし、単にいじめる側が飽あきただけかもしれなかった。僕には、筋力や体力が上がった以外に、自分の中で何かが変わったのか、強い心を持てるようになったのか、全然分からなかった。

　代わりに、拳法を学ぶ為に始めたＯＭＣが面白くなって、夢中になってやり込んだ。たった一人で戦いに挑み、勝ち残るというのが楽しかった。誰の力も頼らない事が、綺き麗れいだと感じていた。気がつくと、【カズマ】は三期連続世界チャンピオンになっていた。




　でも、なんの為に、戦っているんだろう。




　なんの為に、今も体を鍛え続けているんだろう。

　もう、僕をいじめる奴やつはいない。

　僕は、なんの為に、戦い続けているんだろう？

「……ずま、佳主馬っ！」

「えっ？」

　真紀に大声で呼ばれて、自分の世界に入っていた事に気づく。

「大だい丈じよう夫ぶ？　どこか、痛いの？」

　心配そうな顔がこちらに向いている。

「なんともない。考え事してただけ」

「よかった……」

　ほっとした顔。でも、すぐに不安げな顔になる。

「大変な事に、なっちゃったね……」

　真紀は、そう言ってうつむき、黙だまってしまった。

「……真紀」

　声をかけたはいいけど、次になんと言えばいいのか分からなかった。

　元気出せ？

　心配いらない？

　僕がついているから大丈夫？

　どれも、適当な気持ちで言える物ではなかった。

　僕が悩なやんでいると、真紀が呟つぶやいた。




「……ごめんね」




　？　なんで、真紀が、謝るの？

　真紀はうつむきながら続けた。

「こんな事に巻き込んじゃって、ごめんね」

　声が、小さく、震ふるえていた。

　見えないけど、泣いてるんだと、分かった。

「私が、一いつ緒しよに買い物行こうなんて言ったから、佳主馬にまで、迷めい惑わくかけて」

　すすり泣く音が、少し大きくなる。

「本当に、ごめ、んね……」

　真紀は、怖こわくて泣いてるんじゃない。

　僕を巻き込んだ事に責任を感じてる。

　その事を、泣いているんだ。

　それに気がついた時、僕は思わず叫さけんでいた。

「やめろよ！」

「っ！」

　うつむいていた真紀の肩かたがビクッと震えて、顔を持ち上げた。

　真紀の頰ほおに流れる涙なみだを見て、更さらに体がカッと熱くなった。

「謝るのは、僕の方だ！」

　言葉が、勝手にあふれ出てきた。

「真紀を東京に連れてくって言ったのは僕なのに、あの黒いウサギに負けたぐらいでなにもかもが嫌いやになっちゃって、全部投げ出したから、こんな事になったんだ！　こんな事になってるのは、僕のせいなんだ！」

「佳主馬……」

　猛もう烈れつに、悔くやしかった。

　負けたままでいいと諦あきらめた、さっきまでの自分が悔しかった。

　このままでは終われない。

　真紀を泣かせてしまった分を取り戻もどさないと、割に合わない。

　僕は、戦わなきゃならなかった。

　勝たなきゃ、ならなかった。

「だから」

　僕は言った。

　適当な気持ちなんかじゃ、なかった。

「大丈夫。僕が、ついてるから」

　真紀は少しの間ぼうっと僕を見ていた。

　そして、小さく、笑った。

「かっこいいぞ、中学１年生」

　茶ちや化かされたけど、悪い気分はしなかった。だからこう返した。

「大人ぶるなよ、高校３年生」

「ふ、ふふ」

「はは」

　言った後で、二人して笑った。

　なんか凄すごく楽しくなって、床ゆかに転がって大笑いした。

　テンションも、だんだん上がってきた。

　涙が出そうになるくらい笑ってから、ようやく二人とも落ち着いてきた。僕は言う。

「外に連れん絡らくしよう」

　縛しばられた手を動かして、ズボンのポケットを漁あさる。が、そこにあるべき筈はずの携けい帯たい電話が無かった。

「奪とられたのか……」

　笑え顔がおだった真紀の顔も、急に曇くもる。

「私の携帯も奪られたみたい」

「そうなると助けは呼べないか……ん？」

　真紀の携帯が奪られた？

「祐司さんのデータファイルまで奪られたって事っ!?」

　それはゲームオーバーを意味していた。

　あいつらが欲しいのはデータだけなんだから、それが手に入れば僕達に用は無い。

　さっきまでパンパンだった気力が急速にしぼみかける。

　と、その時。

　真紀が、洟はなを啜すすりながら「えへん」と言った。

「データは、無事なの」

「なんで!?」

　僕が叫ぶと、真紀はちょっと自慢げに言った。

「佳主馬のマンションで、私の携帯でＯＺに繫ごうとした時、佳主馬に言われたでしょ。あの後、万が一の事を考えて、データを、デジカメに移しておいたの」

「そのデジカメは!?」

「大だい丈じよう夫ぶ、奪られてない。私が持ってる事、ばれなかったみたい」

　大きく息を吐はく。切り札は、まだこちらにある。携帯の中にデータが無いと分かれば、奴やつらは僕達を簡単には始末したりはしない筈。

「なんとかして、外と連絡をつけなくちゃ……。待てよ？　真紀！」

　大声を出してしまったので真紀がびびる。

「え!?　な、なに？」

「そのデジカメ、ＯＺに接続出来る!?」

「せ、接続？　よくわかんないけど、ＯＺでやってるブログに写真アップとかしてるよ」

「いける！」

「な、なにが？」

　僕はもう一度、首を捻ひねって、細長い穴から外を見る。

　さっきと同じ様な風景が流れていた。

　外を覗のぞきながら真紀に説明する。

「デジカメで外の風景を撮とって、それをＯＺ経由で誰だれかに送るんだ。きっと気づいてくれる」

「あ、あー、なるほどねー……」

　あれ？　何な故ぜか真紀の反応が悪い。すっごくいいアイデアなのに、どうしたんだろう？

　僕は床にしゃがんで、縛られた手首をお尻しりの後ろに回し、足をくぐらせて前に出した。真紀が驚おどろく。

「え！　そんな事出来るの!?」

「柔じゆう軟なん運動やってれば出来るよ。真紀はどう？　手、前に出せない？」

「無理無理無理！　そんな事したら腕うでがつっちゃうよ！」

　まあ別に真紀の手が自由に動かなくても、デジカメの場所だけ教えてもらえればいい。

「それで？　デジカメはどこにあるの？　取るよ」

「えーと、それが、あのー」

　真紀が少し恥はずかしげに笑いながら、視線を逸そらせる。

「？　真紀？」

　少し黙だまっていた真紀は、小さく「あのね」と、呟つぶやいた。

「ブ、ブラの、中。……胸との、間」

「！」

　硬こう直ちよく。

　思わず叫さけぶ。

「な、なんでそんな所に入れてるんだよ！」

「いいい、いいでしょ！　『そんな所』って何よ！　佳主馬のえっち！」

　頭がカッとなる。立ち上がって怒ど鳴なった。

「そのあるか無いかも分からないような胸の中に良く隠かくせたな！」

　真紀も負けずに立ち上がる。

「失礼ねっ！　着やせするタイプなのっ！」

「Ｔシャツ一枚で変わる訳無いだろ！」

「変わんのよっ！　あんた女の子が下着一枚になった姿見た事ある訳!?」

「ああああるわけないだろそんなの！」

　僕は、あんまり恥ずかしくて、自分で何を言っているのかわからなかった。多分、真紀もそうだったんじゃないかと思う。

「とにかく！　おかげで奪とられずに済んだんだから、いいでしょ！」

「そりゃそうだけど！　それじゃあ使えないじゃんか！　そのデジカメ！」

　そんな所にあるデジカメを取り出せる訳が無かった。くそっ、どうすりゃいいんだ!?

　僕が本気で困っていると、顔を真っ赤にして睨にらんでいた真紀が、ぷいと顔を横に向けた。

「……いいよ」

「え？」

　真紀は、こちらを見ないで、目をぎゅっと瞑つぶって叫んだ。

「取っていいって言ってんの！　他ほかに方法が無いんでしょ!?」

「で、でも……！」

「いいから！　早くしてっ！」

　僕は、黙って頷うなずくしかなかった。

「……う、うん」
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　正直な話、ずっと頭が沸ふつ騰とうしそうで、なにも考えられなかったから、その後の事は良く覚えてない。暗くら闇やみの中で、真紀のＴシャツをめくり上げるのに凄すごく苦労した事も良く覚えてない。ホントに着やせしてたとか、女の子の肌はだが柔やわらかすぎてびびったり、ブラの中がもっと柔らかくて訳が分からなくなったり、指をかけると真紀が痛がったり、なんか小さく変な声出したりした事も全然覚えてない。覚えてないんだったら！




　僕が必死で目を瞑っていたので、余計に時間がかかったのかもしれないけど、気がつけば両手の中にデジカメがあった。デジカメが生暖かかったのが、余計に僕の体温を上げた。真紀の両手が動かないので、めくり上げたＴシャツを元に戻もどすのも僕がやった。これがまた大変だった。

　僕はなんだかよく分からない疲ひ労ろう感かんにふらふらになりながら、カメラを持って穴に向かう。

　細長い穴にデジカメを構えて、ボタンを押す。撮った写真が、デジカメのディスプレイに表示──

「……あれ？」

「どうしたの？」

　真紀が、多分恥ずかしい気分を隠しながら僕の方にやってくる。ちょっと息が荒あらい。

　僕は小さく答えた。

「……レンズが壊こわれてる。撮さつ影えい出来ない」

　ディスプレイは真っ暗だった。カメラ自体が壊れている訳じゃない。念ねんの為ためカメラを操作してみると、真紀が前に撮ったらしい写真は綺き麗れいに表示されている。

「新しい写真が、撮れないって事？」

「うん。多分デパートから落ちた時、衝しよう撃げきで壊れたんだ」

「えええ～!?　あ、あんなに恥ずかしい思いをしたのにい～!!」

　真紀が泣きそうな声を出し、床ゆかに崩くずれる。

　僕は考える。

　手は、まだある。メッセージを送る方法はある。カメラはＯＺに接続出来るんだから。

　ただ。受け取った人が、メッセージの意味を理解してくれるかどうか。その自信がちょっと無かった。

　デジカメのバッテリー残量が心配だから、心当たりに片かたっ端ぱしから送る訳にもいかない。誰だれか一人にしか送る余よ裕ゆうは無い。

　誰だったら、分かってくれるだろう。僕のメッセージを、理解してくれるだろう。

　考える。誰か、誰かいる筈はずだ。

　その時、ぽんと、一体のアバターの姿が頭に浮うかんだ。丸顔の、惚とぼけたアバター。

「……そうだ」

【ＫＫ】だ。

　ＯＺのエリアマスターのバイトをしてるなら、それなりにパソコンやプログラムに詳くわしい筈。それに、デパートでは僕達二人が四階から落ちても無事だって、一いつ瞬しゆんで計算していた。

　僕は、決めた。

「大だい丈じよう夫ぶ。なんとかなるよ」

「え……？」

　僕はカメラの操作を始める。

　大丈夫。【ＫＫ】なら、きっと。
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　パソコンを睨みながら、【ＫＫ】は悩なやんでいた。

「なんなんだろう。これ……」

　先さき程ほどから約５分置きに、【カズマ】のアカウントから【ＫＫ】にメールが送られてきていた。しかし、そのメールが意味不明なのだ。

　今届いているのは全部で五通。どれも、件名も本文も書かれておらず、画像ファイルが一枚添てん付ぷされているだけ。しかしその画像ファイルは黒一色で、何も描えがかれていない。

　壁かべに掛かけられた時計を見ると、午後２時５分だった。メールは、約30分前から届き始めている。

「なんなんだろう。これ……」

　椅い子すに深く腰こし掛かけながら、独り言を繰くり返す。

　デパートから脱だつ出しゆつした後、【マキ】からなんの連れん絡らくが無いのも気になっていた。ようやく来たと思ったら、この意味の分からないメールだ。

　ポンッ、とポップアップウィンドウが浮かぶ。メール着信のお知らせ。

「これも【カズマ】からだ……。六通目」

　やはり件名も本文も無し。添付された画像ファイルは黒一色。

　嫌いやな予感がする。

【カズマ】が自分になんらかのメッセージを送ろうとしているのは間ま違ちがい無かった。でも、そのメッセージがなんなのか分からない。

「だって、どれも内容が同じだからなあ……。他ほかに情報があるとしたら、きっかり５分ごとに送っているくらいで……」

　そこまで呟つぶやいて、【ＫＫ】は一つ気づく。

「……５分ごと、一定間かん隔かくに送る事に意味があるのかな？……そうか！」

【ＫＫ】は椅子から跳はね起きて、ディスプレイに六個並んでいる黒一色の画像を睨にらむ。

「これ、画像じゃない。写真なんだ……！　だとしたらっ！」

　猛もう然ぜんとキーボードを叩たたき始める。ＯＺにログインし、写真アルバムサービスを起動。新規フォルダを作り、添付されていた六枚の画像ファイルを放ほうり込む。

　フォルダに並べられた黒い画像それぞれの下に、次々と文字列が表示される。

「やっぱり！　exif情報が入ってる！」

　写真ファイルの場合、写真それ自体の画像データの他に、後で参照する為ための文字列データをファイルに追加する事が出来る。これはexif情報と呼ばれ、日付に始まり、カメラの種類、露ろ出しゆつなど、様々な情報を写真と一いつ緒しよに記録する事が出来る。

　ずらずらと表示されるexif情報を見比べる。

「……！　これだ！　ＧＰＳデータ！」

　ＧＰＳデータは、撮さつ影えいした時の位置、すなわち緯い度どと経度を衛星から取得した物。どの写真が、どこで撮影された物かを後で調べる為にexif情報として記録する物の一つだ。

「一枚ずつ、位置情報が全然違う。多分、高速で移動しているんだ」

【ＫＫ】はまたキーボードを叩き、ＯＺが提供している地図サービスを呼び出す。ディスプレイに日本地図が表示される。

　簡単なスクリプトを即そつ興きようで組み、写真のexif情報からＧＰＳ情報を抜ぬき出し、日本地図の該がい当とうする場所にピンを刺さしていく。ＯＺのバイトは結構長いので、このくらいの自動処理バッチを作るのは簡単だった。

　次々と日本地図上に赤いピンが刺さっていく。六個のピンは、日本地図の真ん中から少し左くらいに、綺き麗れいに一列に並んだ。

「これは……、中央自動車道、かな？」

　時間順に考えると、最初のピンは愛知県の中にあり、そこから高速道路の中央自動車道をなぞるように五本のピンが並んでいた。ＧＰＳデータには誤差があるので、もしかしたら高速ではないかもしれない。

【カズマ】か【マキ】のどちらかが車を運転しているのだろうか？　よく考えたら、【ＫＫ】は二人の年ねん齢れいを知らなかった。【カズマ】に至っては声も聞いてないので、年齢どころか性別すらも把は握あくしていない。

「あ、いや、違うな。もしどちらかが運転してるとすれば、こんなメールは送って来ない」

　今時の車なら、カーナビ経由でＯＺに接続出来る。彼らが【ＫＫ】と連絡を取りたがっているなら、カーナビ経由で話しかければいい。こんな遠回りな手段を使う必要はない。

「【カズマ】は車で移動していて、かつ、壊こわれたカメラでメールを送信するしか出来なかった。つまり、【カズマ】は行動の自由が奪うばわれてるんだ」

　ここまで考えて、【ＫＫ】は一つの可能性にたどり着いた。

「車中に……監かん禁きんされてる？」

　それを今証明するのは不可能だった。しかし、他に思いつかなかった。

【ＫＫ】は自分がすべき事を、30秒間考えた。

「……よし」

　再びキーボードを叩き、地図上に刺さったピンの間隔から距きよ離りを測る。

「このピンは５分間隔で打たれている訳だから……」

　一いつ瞬しゆんで移動している車の時速を計算し、進路予測を立てる。

　同時に、高校の部活で一番仲のいい友達にチャットコールをかける。

　すぐに応答があった。眠ねむそうな声がスピーカーから流れる。

『なんか用～？』

【ＫＫ】は一瞬迷ってから、言った。

「ごめん、ちょっと緊きん急きゆうで、協力して欲しい事があるんだけど」
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　鳥居が腕時計を見ると、午後４時52分だった。名古屋を出てから、４時間以上が経たっていた。トラックの助手席で貧びん乏ぼう揺ゆすりを続け、イライラを紛まぎらわせる。

　国道１５２号線はそれほどには混こんではいなかった。しかし、目的地である東京に行くには、この道は微び妙みように遠回りだった。

「くそっ、ＧＷを舐なめてたぜ」

　名古屋で山之手の妹とキングカズマのガキを捕つかまえ、持ち物を奪ったのはいいが、どこにも目的のデータが見つからなかった。

　雇やとい主である【イエヤス】の指示を仰あおいだ所、ガキ二人を東京に連れて来るようにとの事だった。鳥居と大久保は、眠らせた二人をトラックの後ろに放り込んで、移動を開始した。

　ＧＷはまだ始まったばかり。今は東京から地方への里帰りが主で、名古屋から東京に向かう高速道路は空すいている筈はずだった。

　ところが、東名高速で事故が発生したとかで、東京方面の道路が封ふう鎖さされてしまった。この辺から、雲行きが怪あやしくなってくる。

　名古屋から東京に向かう高速道路はもう一本ある。富士山を北回りで迂う回かいする中央自動車道だ。鳥居達はこちらでの東京行きを目指した。

　ところが、なんとこちらでも事故が発生し、道路が封鎖されてしまった。鳥居達は仕方無く途と中ちゆうのインターチェンジで国道に降りた。

　しかし、下の道に降りると、そこら中で渋じゆう滞たいが発生していた。東名高速の事故で本来南回りで移動する筈だった車もこちら側に流れ込んで来ていて、全体的に道路がパンク気味になっていたのだ。

　ついでに言えば、鳥居も大久保も、長野県の土と地ち勘かんが無かった。しかも、急きゆう遽きよあの二人を監かん禁きん搬はん送そうする為に調達したこのトラックには、カーナビが搭とう載さいされていなかった。仕方無く携けい帯たい電話からＯＺに繫つないで渋滞情報を調べ、渋滞を片かたっ端ぱしから避さけて道を選んで行った。

　その結果、いつの間にか国道１５２号線を進んでいたのだ。

「くそっ、東京に向かってねえじゃねえか」

「ですねえ」

　運転席の大久保が適当な返事をする。

　国道１５２号線は長野の真ん中を突つっ切って、北東に抜ぬける道路だった。東京に向かう為ためには、どこかで別の道に入らなければならない。

「まあいい、この調子なら、明日あしたの朝までには東京に着ける筈だ」

　大久保と交こう替たいで夜通し走ればいい。

　そんな風に鳥居が考えた時、ふと、視界に入る物があった。

「……？」

　道路沿いにある民家から、子供が出てきて、道路を見つめている。

「……まただな」

　鳥居は不思議な違い和わ感かんを抱いだいていた。

　国道を進む途中で、たびたび子供が道みち端ばたにいるのを見かけた。最初は気にしていなかったが、徐じよ々じよにその頻ひん度どが上がっているような気がするのだ。

「ま、気のせいだな」

　今日一日あいつらに手こずらせられたから、子供の姿に過か剰じよう反応しているだけだ。

　車はやがて市街地に入る。鳥居は頭を振ふって、まとわりつく違和感を飛ばした。大久保が聞いてくる。

「ええと、一いつ旦たん給油ですよね」

「ああ。次のガススタで運転も交替するか」

「うす」

　大久保がハンドルを切って、大通りに入った。三つ目の交差点に、ガソリンスタンドがある。

　と、その時。

「……！　な、なんだ、これは！」

　目の前に広がる光景を見て、鳥居は、思わず叫さけんでいた。




　歩道を、人が埋うめ尽つくしていた。

　子供だった。沢たく山さんの子供が、集まっていた。

　身長もバラバラ、性別もバラバラの子供達が、大通りの左右にびっしり並んでいた。

　誰だれも彼もが笑え顔がおで、車道に向かって手を振ったり、旗のような物を広げていたりした。

　大久保が吞のん気きな声で言う。

「祭りでもあるんですかね？」

「アホッ！　じゃあなんで子供ばっかなんだよ！」

　大久保を叱しつ咤たして、鳥居は考える。

　嫌いやな予感がする。しかし、それがなんなのか分からない。

　やがて、信号に捕つかまってトラックが停止する。

　少し先に、歩道橋が見えた。

　歩道橋の上にも子供がずらりと並んで、車道に向かって手を振っていた。

　変な形のゴーグルを掛かけている子供がいた。

　長い白い耳を頭に載のせている子供もいた。

　多くの子供が、アルファベットが二文字書かれたうちわを振り回していた。

「なんなんだ、なんなんだ、これは!?」

　混乱する鳥居は、そこでようやく、歩道橋に巨きよ大だいな横断幕が張られている事に気づいた。

「……っ！　なんだとっ!?」

　鳥居は助手席から身を乗り出して、その横断幕を見つめた。

　そこにはカラフルなアルファベットで、こう書かれていた。




　ＦＩＧＨＴ　ＫＩＮＧ　ＫＡＺＭＡ！
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【ＫＫ】は、その横断幕が張られた歩道橋の上に座り込み、広げたノートパソコンを見つめている。

「どう？　特定出来そう？」

　ひょろりとした茶ちや髪ぱつ眼鏡めがねの男の子が、そう言って後ろから覗のぞき込む。彼は【ＫＫ】と同級生の親友で、ツーリングを趣しゆ味みにしていた。【ＫＫ】が「可能な限り早く長野に行きたい」と頼たのんだら、「任せとけ」の一言でここまで二人乗りタンデムで連れてきてくれたのだ。

「もうちょい。あと一回メールが来れば補正が完かん璧ぺきになる」

【ＫＫ】の返事に頷うなずいた茶髪の友人は「それにしても」と、歩道橋から周りを見下ろした。

「凄すごい人気だね、キングは」

「僕もここまでとは思ってなかった……」

　あの後も５分置きに届き続ける【カズマ】からのメールを元に、【ＫＫ】は【カズマ】が乗っている車の予測進路を弾はじき出した。そして、ＯＺの公開チャットルームに片かたっ端ぱしから顔を出し「東京遠えん征せいに来るキングカズマが現在長野を横断中！　みんなで応おう援えんしよう！　移動ルートは以下の通り！」というポスターを貼りまくったのだ。

　その結果として、現在この駅前の中央通りは、見み渡わたす限かぎりの歩道が、キングカズマを応援する子供達によって埋め尽くされていた。

「色々と、明らかにマナー違い反はんだけど、今回は非常事態だし、許してもらおう……」

　と、その時、ノートＰＣの画面に「メール受信」の文字がポップアップする。

「来た！」

　急いで中身を開く。件名無し、本文無し、画像ファイルのみのメール。間ま違ちがい無い。【カズマ】からだ。

　慣れた手つきでexif情報からＧＰＳデータを抜ぬき出し、自作の解かい析せきツールに座標を放ほうり込む。すると……。

「出た！」

【ＫＫ】は勢い良く立ち上がって歩道橋から体を乗り出す。片方の目でノートＰＣ上の補正された座標を見つつ、もう片方の目で下の渋じゆう滞たいしている車を睨にらみ付ける。

　そして、ある一点を指差して、これまでの人生で出した中で、一番大きな声で叫んだ。




「あれだ！　あの白のトラックに、キングカズマが乗っているぞ！」
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　状じよう況きようを全く摑つかめず、鳥居が助手席で混乱していると、歩道橋の上で、子供の一人が何かを叫んだような、気がした。

　と、その直後、

　歩道に群れをなしていた子供達が、突とつ然ぜん一いつ斉せいにガードレールを乗り越こえて、渋滞で一歩も動いていない車道に入り込んで来た。

「な、なんだぁっ!?」

　驚おどろいている暇ひまも無く、その子供達は、一直線に鳥居達が乗っている車に向かってきた。

　皆笑え顔がおで、何か叫さけんでいる。ウサギの耳を付けた女の子や、頰ほおに「ＫＫ」とペイントしている男の子、キングカズマの絵が描かかれたうちわ、マフラー、ノボリ……。

　車は、たちまちキングカズマのファン達によって包囲された。

「なんなんだっ!?　なんでこいつら、この車にあのガキが乗っていると知ってるんだ！」

　意味の分からない状況に、鳥居は混乱した。

「ど、どうしますか、鳥居さん」

　運転席の大久保が情けない声をあげる。

　とりあえず、ここから逃にげなければいけない。どうにもそんな気がした。

「脇わき道みちに入れ！　とりあえずこいつらを引き離はなす！」

「は、はいっ！」

　大久保は慌あわててクラクションを連打しつつ、窓を開けて「どけ！　どけ！」と叫んだ。そして、無む理り矢や理り大通りを外れるべく、ハンドルを大きく回した。
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　僕と真紀は、細長い穴から外の光景を見ていた。僕は、心の底から驚いていた。

「凄い……」

　僕は、ずっと一人で戦っていると思っていた。

　ＯＺ上で、キングカズマのファンを名乗るアバターはいくらでもいるし、数え切れない程ほどファンメールをもらったりもしている。

　でも、ＯＺじゃない、現実の世界で、こんなにも多くの【カズマ】のファンを見たのは、これが初めてだった。

　沢たく山さんの人がいた。僕より年上の人も、同い年の人も、ずっと小さな子も、男の人も、女の人も、みんながいろんなグッズを持って【カズマ】を応援していた。

　僕は、ずっと一人で戦っていると思っていた。

　ファンがいるとか、いないとか、そんな事は僕の勝負には関係無い。そう思っていた。

「でも、本当に、そうなのかな……」

「え？」

　思わず口から出た言葉に、真紀が反応する。でも僕は、呟つぶやき続けた。




「僕は、本当に、一人で戦って来たのかな……？」
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「くそっ、なんだったんださっきのは！」

　助手席のダッシュボードを思い切り叩たたいて、鳥居は怒いかりを露あらわにする。

　トラックは停止していた。カーブを描えがいた山沿いの登り道に来ていた。山側はコンクリートのブロックで、垂直に壁かべが作られていた。その壁沿いに停とめている。

　反対側を見ると、木々の向こうに、さっきまでいた市街地が広がっているのが見えた。子供の群れから無理矢理離れる為ために、大久保がかなり焦あせって運転し、随ずい分ぶん離はなれた所まで来てしまったらしい。

　イライラしながら煙草たばこを取り、シガーライターに押しつける。

　運転席の大久保が携けい帯たいでＯＺに接続して道を確かく認にんしている。クソッ、いつになったら東京につけるんだ？

　鳥居はどっかと助手席に背中を預け、煙草を咥くわえようと──




　コンッコンッ




　落ち着く為の一服を、運転席の窓を叩く音に邪じや魔まされる。視線だけそちらを見ると、黒いヘルメットをした男がこちらを見上げている。

　大久保がこっちを向く。

「ど、どうしましょう」

「無視だ無視。どうせ道を知りたいとかだろ。知りたいのはこっちだっつーの」




　コンッコンッ




　再度のノック音。

「くそっ、しつこいな」

　すると大久保が、

「地元の人かもしれませんし、道を聞きましょう」

　と言って、窓の開閉スイッチを押す。

「やめろ馬──」




　ビリッ




　鳥居の言葉が言い終わる前に、大久保が糸の切れた人形のように、運転席に突つっ伏ぷした。

「な、なんだっ!?」

　運転席の窓を見ると、黒ヘルメットの男が、窓の隙すき間まからスタンガンを差し込んでいた。

（あのガキどもの仲間かっ!?　こいつがさっきのガキ共を連れてきたって言うのか!?）

「馬ば鹿かにしやがって！」

　鳥居は助手席のドアを一気に開ける。




　ガツッ！




　開けようとしたドアが、コンクリートの垂直な壁にぶつかる。

「なっ!?」

　頑がん張ばっても10センチほどしか開かなかった。これでは外に出られない。

「大久保の馬ば鹿か野や郎ろうが！　寄せ過ぎなんだよっ！」

　そうこうしている間に、ヘルメット男が空いている方の手を運転席に入れ、車のキーを引き抜ぬいた。

「なにしやがるてめえっ！」

　なんとかしようにも、よだれを垂らして白目を剝むいている大久保をまたぎ、運転席側から出るしか無かった。

　ヘルメット男は引き抜いたキーを後方に投げ、叫さけんだ。

「これで後ろの扉とびらを開けて！」
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　バカンッと、車の後ろの扉が開いた。眩まぶしくて目を上う手まく開けられない。

　ダンッ、と誰だれかが飛び乗って、すぐ前にいる真紀の前にしゃがみ込んだ。でもまだ目がよく見えなくて、ヘルメットを被かぶっているのと、緑色のシャツを着ている以外は、男の人、ってくらいにしか分からなかった。




　ザシュッ




　ヘルメットの人が、手に持っていたカッターを使って真紀の手を縛しばっているロープを切った。

　次に足のロープに取りかかったその人に、真紀が尋たずねる。

「あなたが、【ＫＫ】？」

　ヘルメット越ごしのくぐもった声が響ひびく。

「いや違ちがう、【ＫＫ】は──」

　その時、車の外で「ドア塞ふさぐの手伝ってーっ！」と、弱気な叫び声が響いた。

　ヘルメットの人が外を指差す。

「あっち。ごめん、カッター置いてくから」

　そう言って、その人はトラックの外に飛び出して行った。

　真紀は急いで自分の足を縛っているロープも切り、カッターを握にぎったまま僕の方に駆かけ寄ってきた。ようやく、僕の手足も自由になる。

　急いでトラックの外に降り、扉を回り込んで前を見る。真紀も降りて来て僕の後ろに立った。

　運転席の窓から鳥居がもの凄すごく怖こわい顔をしながら上半身を出していて、それを黒ヘルメットを被った二人の男の人が車の中に押し戻もどそうとしていた。二人はそれぞれ、緑色と水色のシャツを着ていた。

　緑色のシャツの人はさっきカッターを置いていった人。だから、もう一人の、水色のシャツの人が──

　その、水色のシャツの人が、必死に鳥居に摑つかみかかりながら、こっちを見ないで叫んだ。

「逃にげて！　早く！　こっちは大だい丈じよう夫ぶだから！」

　顔も良く見えないし、声もくぐもっていたから、多分男の人なんだろうけど、何歳くらいの人なのかとかも、よく分からなかった。

　でも、来てくれた。【ＫＫ】は、僕のメッセージを理解してここまで来てくれたんだ。

　僕は何か言いたくて、叫びたくて、でも声が詰つまってしまって、何も言えなかった。

「早く逃げて！」

　もう一度言われて、僕は大きく頷うなずき、真紀の手を強く握った。

「行くよ、真紀」

「うん！」

　鳥居と大久保が靴くつを奪とらなかった事には感謝しなくちゃかも。

　僕と真紀は手を繫つないだまま、大きくカーブする坂を走り降りた。

　背後から鳥居の叫び声が聞こえた。

　僕は心の中で、何度も「ありがとう」と言いながら、走り続けた。

　空はいつの間にか灰色の雲に覆おおわれていて、遠くで雷かみなりの音が聞こえた。
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　ひたすら、ただひたすら、走った。繫いでいる手のぬくもりを、感じながら。





◆






　やがて、土ど砂しや降りの雨が、降り始めた。





◆






　トラックから逃げ出してから、どれくらい経たったのか、よく分からない。２時間くらい走り続けたような気もするけど、まだ10分も経ってないのかもしれない。

　雨雲のせいで時間もよく分からないけど、多分そろそろ夜になって来たと思う。

　山の中を伸のびるアスファルトの上をただ道なりに走っているだけで、風景も全然変わらず、ここがどこなのかも良く分からない。

　服が雨を吸って、重かった。

　僕と真紀は、もう走る気力が無くて、手を繫いだまま、ただトボトボと歩き続けた。

　時折後ろを振ふり返るけど、鳥居達が追いかけてくる気配は無い。

【ＫＫ】達は大丈夫だったのかな。あいつらに酷ひどい目に遭あわされていないかな。

　それが気がかりだった。

　空は暗く、雨も強くて、前も後ろも良く見えなかった。

　雨宿り出来そうな場所も見つけられない。ただ、進むしかなかった。

　真紀は、疲つかれているのか、さっきから一言も喋しやべらない。

　そして僕も、何かを言う気力が残っていなかった。

　そういえば、僕も真紀も、昼から何も食べていない。いや違う、お昼も食べてない。ショッピングの後でマクドナルドに行く予定だったんだ。

　真紀と旅行準備の買い物をしていたのが、随ずい分ぶん昔に感じる。たった何時間か前の話なのに。

　急に、背中から光が当たる。

　追いつかれた!?

　気力を振り絞しぼって振り返ると、それは白のトラックではなく、バスだった。

　バスが、追い越こして行く。

「止まって！」

　今出せる限界の大きさの声で叫さけぶ。

　でも、雨が強すぎて、

　隣となりにいる真紀に聞こえたかすらも自信が無い。

　バスが、通り過ぎて行く。

　僕は真紀を引っ張って、追いかけようとした。

　そして、その場で足を滑すべらせて転んだ。




　ずべしゃっ




「佳主馬！」

　久しぶりに真紀の声を聞いた気がした。

　真紀を、守らなきゃ。

　無む理り矢や理り体を起こして、アスファルトに膝ひざをついたまま、前を睨にらむ。




　バスは、停とまっていた。




「!?」

　バスから、誰だれかが降りて来た。

　暗くて、よく分からないけど、着物を着た女の人だった。

　傘かさを差して、こちらに歩いてくる。

　背筋をピンと伸ばし、しっかりと歩いてくる。

　その人は、僕達の前で立ち止まり、口を開いた。

「佳主馬、だね？」

　僕は驚おどろいて見上げる。

「やっぱり佳主馬だ」

　それは、見覚えのある人だった。

[image: ]

「お……大おおばあちゃん、なの？　じゃあ、ここは、……上うえ田だ？」

　バスを見上げる。行き先の所に「菅すが平だいら高原行」って書いてあった。大ばあちゃんの家に行く時にいつも乗るバス。

　間ま違ちがい無い。ここは上田だ。しかも、ここは、大ばあちゃんの家に向かう道だ！

　僕は、大ばあちゃんに、言った。

「大ばあちゃん……真紀を……家に……入れて、あげて。風か邪ぜ……引く……から」

　その途と端たん、急に体中から力が抜ぬけた。空腹も疲れも限界だった。

　でも、僕はそこで気を失ったりはしなかった。

　だって、大ばあちゃんがしゃがんで、僕の目を見て、こう言ったからだ。

「よしわかった。だがね佳主馬、あたしの家までは、このお嬢じようさんをお前が責任を持って連れてくるんだ。そうしたら、後はあたしに任せておおき」

　僕は、頷うなずいた。

　そして、力を振り絞って立ち上がり、雨でびしょ濡ぬれの真紀の手を、しっかりと握にぎった。







[image: 第５章　同日　陣内家]
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　陣じんの内うち栄さかえは僕のおじいちゃんのお母さん。だから大ばあちゃんだ。長野の上田って所にある、古いけど凄すごく広い武ぶ家け屋や敷しきに、長女の万ま理り子こおばさんと、万理子おばさんの娘むすめの理り香かおばさんと三人で暮らしている。

　ウチは親しん戚せきが凄く多くて、毎年夏休みになると、大ばあちゃんの誕生日を祝いに上田の家に集まる習慣がある。ただ、人は沢たく山さん集まるけど、みんな年上ばかりで、歳としが近いのは夏希姉ちゃんと了りよう平へい兄ちゃんくらい。残りはガキばっかりで、正直田舎いなかに行っても楽しい事はあんまり無かった。

　でも、師し匠しようである万助おじいちゃんに直接修しゆ行ぎようを見てもらえるのと、師匠や大ばあちゃんから御ご先せん祖ぞ様の話を聞くのは、割と楽しかった。

　陣内家は室むろ町まち時代から続く武家の血筋で、大ばあちゃんは第十六代当主だ。

　御先祖様は、戦国時代に武たけ田だ家家臣団の一いち翼よくを担になっていた。でも、武田家が滅めつ亡ぼうして、ご先祖様は上田に逃にげ延のびる。徳とく川がわ家いえ康やすは、二度に渡わたって大軍勢を投入して上田を攻せめてきたけど、御先祖様は少ない兵力を知略で使いこなし、二度とも撃げき退たいした。

　師匠は、みんなが集まって食事をする時、真っ先に酔よっぱらって、この話を毎年繰くり返す。僕はなんにも言わないけど、師匠の話を聞くのが好きだった。

　大ばあちゃんも、ビールを飲んで顔を少し赤くしてから、御先祖様がどれだけ上田に暮らす人々を大切にしていたかを話してくれた。そして、いつも最後にこう言った。

「いいかい佳主馬。陣内家の人間に半はん端ぱな男はいらない。じゃなきゃ、家族や郷土を守れるものかい」

　正直、郷土を守るってのが、なんの事なのかさっぱり分からなかった。家族を守るってのも、大ばあちゃんが言いたい事をホントに理解している自信は無かった。

　でも、酔っている筈はずの大ばあちゃんの瞳ひとみは、それでも凜りんとして僕を見み据すえていたから、僕はそう言われた時、いつも真しん剣けんに頷いた。

　すると大ばあちゃんは急に笑え顔がおになって、僕の頭をぐしゃぐしゃかき混ぜ、「お前の目は死んだじいちゃんそっくりだよ」と言って、ハッハッハッと格好良く笑った。

　大じいちゃんはもの凄く金かね遣づかいの荒あらい人で、陣内家がそれまで持っていた財産を一人で食い潰つぶしたらしい。それって駄だ目めな人なんじゃないかと思うけど、大ばあちゃんにそう言われて、僕はいつもちょっとだけ、誇ほこらしい気分になった。

　僕の、背が伸のびなくて、鍛きたえても太くならなくて、母さん似の顔の線のせいで女子によく間ま違ちがわれるこの体にも、家族と郷土の為ために徳川の軍勢と戦った御先祖様の血が流れているんだなと、思えたから。





◆






　トントントントン……




　遠くで、何か音がしていた。包丁が、まな板を叩たたく音。

　それと、笑い声。誰だれかと誰かが話してる声。

　さっきまで耳元でずっと響ひびいていた雨の音は、今は聞こえなかった。

　ゆっくりと、目を開く。

　暗がりの中に、木の天てん井じようが見えた。

　見覚えのある天井。

　体を起こす。

　布ふ団とんに寝ねかされていた。

　畳たたみ敷じきの、広い部屋。

　間ま違ちがい無い、大ばあちゃんの家だった。

　ＴＶのある一番大きな部屋に、布団が敷しかれ、僕は寝かされていた。

　庭に面した障子が開けられていた。

　雨が上がっている。

　月が、庭にある池を光らせている。

　雨あま粒つぶに濡ぬれた芝生しばふも、キラキラと光っていた。

　静かだった。

　いや、違う。

　話し声が、近づいてくる。




　カチッ




　急に部屋が明るくなる。眩まぶしくて目を閉じた。

「ああ、もう起きたのかい、佳主馬」

　大ばあちゃんの声。目を細めて開けながら、そっちを見る。

「朝からなんにも食べていないって言うじゃないか。ご飯にするよ」

　大ばあちゃんは大きなお盆ぼんを持っていた。

　そしてその後ろに、真紀が立っていた。真紀も、お盆を持っている。

「真紀さんに台所を手伝ってもらったのさ。若いのに料理が上手な子だ。夏希にも見習わせなきゃならないね」

「あ、いえ、そんな……」

　真紀が恥はずかしそうにする。大ばあちゃんは笑いながら机に向かった。

「佳主馬も来なさい。お腹なかをすかせてちゃいけないよ」

　僕はまだ頭がはっきり動いてなくて、言われるままにのそのそと起き上がる。真紀が近づいて、心配そうに顔を覗のぞき込む。

「大だい丈じよう夫ぶ？　気持ち悪いとか、ない？」

「僕……寝てた、の？」

「１時間くらいかな？」

「そう……」

「まだちょっと寝ぼけてるね。さ、ご飯食べよ？」

「うん……」

　お盆に載のせたお皿を机に並べながら、真紀が説明してくれた。

　あの後、僕と真紀は、大ばあちゃんとバスに乗り、陣内家にやってきた。

　入り口をくぐるなり、僕はその場に倒たおれ、そのまま眠ねむってしまったらしい。

　真紀が大広間まで僕を引っ張り、大ばあちゃんが濡れた服をパジャマに着き替がえさせて寝かせてくれた。夏休みの度たびに泊とまりに来てるから、僕の分の替かえの服がこの家にはあった。

　その話を聞いて初めて、真紀もパジャマを着ている事に気づいた。聞いたら、理香おばさんのを借りたって言ってた。

「お風ふ呂ろ入れて貰もらっちゃった。佳主馬もあったまった方がいいよ」

「うん……」

　言われてみれば、真紀の顔はほんのり赤みがかっていて、しっとり、火ほ照てっているように見えた。

「ん？　なあに？」

「！　ななな、なんでもない！」

　昼からずっと、似たようなやりとりを繰くり返している気がする。

「ほら、席に着きなさい」

　落ち着いた大ばあちゃんの声。慌あわてて座布団に正座する。僕は大ばあちゃんに聞いた。

「あの、万理子おばさんと、理香おばさんは？　いないの？」

「二人で温泉旅行。あたしはちょっとやる事があったから、留守番なんだよ」

　食しよく卓たくに、三人分の夕食が並んでいた。真っ白なご飯、豆とう腐ふの味み噌そ汁しる、焼き魚、野菜サラダ。キャベツやニンジン、それにピーマンは、大ばあちゃんの畑で採れた野菜だ。

　ぎゅるうと、お腹が鳴った。急に恥ずかしくなって、両手で押さえた。大ばあちゃんが笑い、それを見て真紀も笑った。ますます恥ずかしくなって、僕はうつむく。

「恥ずかしがる事は無いよ。沢たく山さん食べて、大きくおなり。ただその前に、」

　大ばあちゃんはそこで言葉を切った。

「佳主馬」

　静かな、でもはっきりとした、大ばあちゃんの声が大広間に響ひびく。真紀が驚おどろいて大ばあちゃんを見つめた。

　僕は正座のまま、体ごと大ばあちゃんの方を向いた。こういう喋しやべり方の時、大ばあちゃんは真ま面じ目めな話をするんだと知っていたから。

「はい」

　一言だけ返事をする。

「お前が寝ている間に、真紀さんから詳くわしい話を聞いた。あたしには難しい話は分からないけど、真紀さんが大切な物を東京に持って行かなきゃならない事、それを邪じや魔まする奴やつらがいる事、お前が真紀さんと一いつ緒しよに逃にげている事は分かった」

　大ばあちゃんが僕に何を言おうとしているのか、分からなかった。叱しかるつもりなのかな。母さんにも父さんにも相談しなかった事を。最初から警察に任せなかった事を。

　他ほかの大人と違ちがって、大ばあちゃんは理り不ふ尽じんな事で僕を叱った事は一度も無かった。だから、もし大ばあちゃんが叱るなら、それはちゃんと聞かなきゃと思った。真しん剣けんな声の大ばあちゃんが、ホントは怖こわかったけど、僕は、顔を上げて、大ばあちゃんの目をじっと見返した。

　大ばあちゃんは、睨にらみ付けるように、僕の目を見ていた。

　そして、ゆっくりと、微笑ほほえんだ。

「よくやった、佳主馬。お前は陣内家の男児としてやるべき事を果たした。真紀さんを守り、この家まで連れてきたんだ。そして、お前は家に着いて倒れるまで、真紀さんの手を離はなさなかった。あたしゃ、あんたの事を誇ほこりに思うよ」

　その時。

　大ばあちゃんのその言葉を聞いたその時。

　つぅ、と、僕の左目から涙なみだがこぼれ落ちた。

　それを真紀に見られたくなくて、僕はうつむいて涙をぬぐった。

　そして、正直に言った。

「……僕は、ただ、逃げて来ただけだ」

　そんな事を言わなければいけない自分が、悔くやしかった。

「ＯＺでも負けたし、拳けん銃じゆうにびびって戦えなかったし」

　ホントは、大ばあちゃんの前で、胸を張って「僕は戦って勝った」と、言いたかった。

「トラックから出られたのだって、【ＫＫ】のおかげで……」

　涙がどんどん溢あふれてきて、それ以上言えなかった。

「佳主馬……」

　心配そうな真紀の声が、なおさら悔しかった。

「僕は、負けてばかりで……」

「それは違うよ。佳主馬や」

　顔を上げると、大ばあちゃんが優やさしそうな顔で僕を見ていた。

「お前は負けてなんかいない。そりゃ、勝ってもいないかもしれないがね」

　僕は思わず大ばあちゃんの方に体を乗り出した。

　食卓が、ガチャンと揺ゆれた。

「勝ってなければ、負けたんじゃないか！」

「違う。お前が戦うのは、勝つ為ためなんかじゃない」

　言ってる意味が分からない。勝つ為じゃなければ、じゃあ、なんの為に戦うんだ？

　大ばあちゃんは、優しい顔で、でも真面目な瞳ひとみで、凜りんとして僕を見み据すえて言った。

「戦うというのはね、何かを手に入れる為に挑いどむ事なんだ。そして、もし、その何かを手に入れる事が出来たなら、勝ち負けなんてのは、本来どうでもいい事なんだよ」

「何か、……って？」

「いずれ、分かる。そして、それは自分で見つけなきゃ駄だ目めだ」

　大ばあちゃんは肝かん心じんな所を教えてくれなかった。そして、パンッと、両手を叩たたいた。

「さあ、夕飯にしようじゃないか。ご飯が冷めてしまうよ」





◆






　夕飯は、もの凄すごく美味おいしかった。腹ぺこだった事もあるけど、採れたて野菜のサラダは美味しさが疲つかれた体に染しみ渡わたるように感じた。僕も真紀も大急ぎでご飯を口に運び、大皿に載のせられた野菜サラダを、まるで奪うばい合うように取り合った。

　僕達のそんな姿を見て、大ばあちゃんがハッハッハッと、格好良く笑った。





◆






「ごちそうさまでした」

　三人で手を合わせて夕飯終しゆう了りよう。大ばあちゃんが僕達を見る。

「今夜は泊とまっていって、東京へは明日の朝に行くといい。佳主馬はちゃんと聖きよ美みに電話で説明するんだよ」

　聖美は僕の母さんだ。僕は黙だまって頷うなずいた。それから大ばあちゃんは真紀を見た。

「真紀さん、真紀さんもご両親に連れん絡らくなさい。必要ならあたしが代わるから」

「あ、いえ……」

　さっきまで元気いっぱいに僕とキャベツを取り合っていた真紀のトーンが急に下がった。

「ん？　どうかしたかい？」

「あ、あの、私、父と母が離り婚こんしていて、今一人暮らしなんです」

　真紀は、小さな声で、でも大ばあちゃんの方を見て、言った。

「だから、大だい丈じよう夫ぶです。家に、誰だれもいないから……」

「そうなのかい……」

　大ばあちゃんが少し寂さびしそうな顔をした。真紀は慌あわてて膝ひざ立だちして、両手を振ふる。

「あ、でも！　両親と仲が悪い訳じゃないんです！　毎月会ってるし、二人とも大好きなんです！　それに、お兄ちゃんがいつも東京に来て一いつ緒しよに住もうって言ってくれてて、だから、高校卒業するまでは名古屋にいたいっていうのは私のわがままなんです！　ええと、それで……」

　別に大ばあちゃんは何も言ってないし聞いてもない。真紀もそれに気づいたのか、急に真っ赤になって座ざ布ぶ団とんにぺたんと座った。そしてうつむいて、それでも、言葉を続けた。

「あ、あの、だから、いつもは夕飯は一人だから、今日は、楽しかった……です」

　大ばあちゃんは優しい目で真紀を見て、

「あたしも、楽しかったよ」

　と、言った。そして、ゆっくりと立ち上がった。

「さあ、お皿を片付けるかね」





◆






　三人でお皿を持って台所に移動。大ばあちゃんにはお茶を飲んでてもらって、お皿は僕と真紀で洗った。

　この家の台所は広い。ウチの三人家族ならここで十分にご飯が食べられるくらい。

　真紀がお皿をごしごし洗い、僕がそれを受け取って、水を拭ふき取り、机に並べて行く。

　野菜サラダが入っていた大皿を洗っている時、真紀が「あ」と言った。

「なに？」

　お皿の裏をこちらに向けて、真紀が聞く。

「これ、佳主馬の家の家か紋もん？」

　厚い陶とう器きの皿の裏には、黒で模様が描えがいてあった。細い縁ふちの丸の中に、横を向いた鳥の頭と、大きく羽が描いてある。羽はくるりと一回転していて真ん中に小さな穴が空いていた。

「そうだよ。陣内家の家紋。ええと、細ほそ……細輪に……」

　確か名前があった筈はずだけど、思い出せない。と、背中から大ばあちゃんの声が響ひびいた。

「『細輪に結び雁かり金がね』だよ」

　振り返ると、湯飲みを机に置いて、大ばあちゃんがこちらを見ていた。

　大ばあちゃんは僕が机に並べたお皿の一つを両手で取り、ひっくり返した。そのお皿の裏にも、同じ家紋が描かれていた。

　大ばあちゃんは、それを大事そうになでる。

「御ご先せん祖ぞ様から代々受け継ついでいる大事な紋だよ。昔は、どこの家でも大事にしてたもんさ」

　それを聞いて思い出したのは、【イエヤス】のアバターだった。あの葵あおいの紋もん所どころも、徳川家の家紋の筈だ。【イエヤス】がホントはどういう人間なのかなんて、知らないけど。

　僕と真紀は、自然に洗い物を途と中ちゆうで一いつ旦たん止めて、ふきんで手を拭き、大ばあちゃんの向かいに座った。

「これは、ツバメ？」

　家紋を指差して僕が聞くと、大ばあちゃんは「いいや」と首を振った。

「これは雁がんだ。雁は群れを成す鳥でね。人と人とのつながりを表しているのさ」

「つながり？」

「そうさ。どんな時でも、一番いけないのは、お腹なかがすいている事と、一人でいる事だ」




　一人でいる事。




　なんでだか分からないけど、その言葉が、胸に残った。

　大ばあちゃんは、少し楽しそうに言葉を続けた。

「それにね、この陣内家の家紋は、六文銭の一文でもあるんだよ」

「ロクモンセン？　イチモン？」

「一文というのは、昔のお金の事さ。この家紋、真ん中が五円玉みたいになっているだろ？」

　言われてみれば、羽がくるりと回っている所が、真ん中に穴が空いていて、五円玉のようにも見えた。

「真紀さん、そこのふきんを取ってくれないかい」

「え？　あ、はい」

　真紀は慌てて腕うでを伸のばして、さっき手を拭いたふきんを大ばあちゃんに渡わたした。

　大ばあちゃんは、受け取ったふきんを机の上に広げる。

　白のふきんには、紺こん色いろの模様が染められていた。小さな四角の穴が開いた丸が、三個ずつ二列、全部で六個描かれていた。

「これが六文銭。一文というお金を六個並べてるから六文銭だ。これはご先祖様の旗印でね。家族や領土を守る時、この六文銭を旗に掲かかげて、戦ったのさ」

「これって、お金なんでしょ？　なんでお金が旗印なの？」

　僕が聞くと、大ばあちゃんは「ふむ」と、少し考えてから口を開いた。

「三さん途ずの川は分かるかい？」

「え？　うん。死んだ時に渡る所でしょ」

「そう。その川の渡り賃が、六文なのさ。戦って死ぬ事も厭いとわない、不ふ惜しやく身しん命みようの決意を表していたんだ」

　フシャクシンミョウの意味が分からなかった。

　真紀を見ると、ちょうど僕の方に振ふり向いた所で、視線がばちっと合った。二人で慌あわてて前を向く。なんか顔が熱い。

　大ばあちゃんは目を細めて僕達を見ていた。と、「そうだ」と言って、パンッと両手を叩たたいた。

「あんた達に面おも白しろい物を見せてあげよう」

　そう言って、椅い子すを引いて立ち上がる。

「洗い物が終わったら、あたしの部屋に来なさい。その間に探しておくから」

　大ばあちゃんは「湯飲みもよろしくね」と言って、台所から立ち去った。





◆






　お皿を全部食しよつ器き棚だなにしまってから、僕と真紀は、大ばあちゃんの部屋がある離はなれに行った。中庭が見える渡り廊ろう下かを歩く。

　夕飯を食べた大広間と、台所と、大ばあちゃんの離れは、真ん中に中庭を置いて、ちょうど三角形になるような位置にあった。

　あの土ど砂しや降りの雨は何時間も前に止やんでいて、雨雲も綺麗に無くなっていて、空には月が浮うかんでいた。もう午後10時を回っていたけど、月の光で、中庭はぼんやりと明るかった。

　仏間を回り込んで奥座ざ敷しきから離れに入る。隣となりの部屋が大ばあちゃんの書しよ斎さいになっていて、大ばあちゃんがいた。僕は声をかける。

「大ばあちゃん」

「来たかい、そこに座りな」

　書斎には座ざ布ぶ団とんが二枚並んでいて、その奥で、大ばあちゃんが棚たなの引き出しを開けて中をごそごそしていた。

　僕達は黙だまって座布団に正座した。

「お。あったあった」

　顔を上げた大ばあちゃんの右手の先を見ると、黄緑色の小さな巾きん着ちやく袋ぶくろが下がっていた。

「これはね、亡なくなったじいちゃんがあたしの為ために特注で作ってくれた物なんだよ」

　言いながら僕達の前に座布団を敷しき、そこに座る。

　巾着袋の口を開け、中から四角い何かを取り出し、僕達の前に一つずつ並べて行った。

　畳たたみの上に並んだそれを見て、僕は思わず聞く。

「え？　これ、サイコロ？」

　畳に置かれたのは、サイコロだった。三個ずつ、二列。全部で六個。全部一の目を上にして並べられていた。

　不思議な気分になる。今日、ＯＺで織田さんとミリオンダイスとか言うサイコロのゲームをやったんだった。半日前の事なのに、もうずっと昔の事に感じる。

　サイコロの一つを手に取ってみる。普ふ通つうのサイコロだった。

　ただ、僕が手に取ったサイコロにだけ、細い溝みぞみたいのが一本入っていた。

「ここ、傷があるね」

　僕が聞くと、大ばあちゃんは少しだけ恥はずかしそうに笑った。

「ああ、それはね、昔じいちゃんと夫婦ふうふ喧げん嘩かした時、あたしが振り回した薙刀なぎなたがそれにかすったんだよ」

「へー……」

　ちょっと怖こわい。それって結構修しゆ羅ら場ばだったんじゃないのかな。

　僕がしばらく傷の入ったサイコロを見ていると、大ばあちゃんが目を細めた。

「これはね、じいちゃんがあたしにくれた、六文銭なんだよ」

「え？」

「『お前の分の六文銭は、俺が作っておいた。だから、あの世でも夫婦めおとでいてくれ』って意味なのさ。じいちゃんも、なかなか洒落しやれた事をするだろう？」

　そう言って、大ばあちゃんが顔をほころばせる。すると、真紀が「素す敵てきですね」と微笑ほほえんで言った。

　だけど、僕には意味が分からなかった。

「え？　なんで、サイコロが、六文銭なの？」

　大ばあちゃんはニコニコしたまま畳に置かれた残りの五個を拾い、

「これは佳主馬に貸してやる。考えてみなさい」

　と言って、僕の手の平にそれを落とした。

　手の中に、六個のサイコロ。

　これが、六文銭？　なんで？

　大ばあちゃんは、しばらく僕を見つめてから、ゆっくり立ち上がった。

「さあ、夜も更ふけてきた。二人とも、もう寝ねなさい。東京行きについては、明日予定を立てようじゃないか」

　僕と真紀も立ち上がった。

　サイコロは、ポケットに押し込んだ。





◆






　布団に寝っ転がって、サイコロを見つめていた。

　田舎いなかの夜は、実は静かじゃない。

　虫は鳴いてるし、木や芝生しばふがこすれる音がずっと聞こえる。時々池で鯉こいが跳はねるし、それに、風が強い時は、柱がぎしぎしって言ったりして、ちょっとだけ怖い。

　でも、それは全然うるさいとかじゃない。なんでなのかはよく分からないけど、そういう音達を聞いていると自然にまぶたが重くなってきて、いつもならまだネット巡じゆん回かいしている時間なのに、気がつくと眠ねむってたりする。

　今日は、まだ眠くなかった。

　さっき少し眠ったせいかもしれないし、なんか一日の内にいろんな事がありすぎて、頭が混乱してるのかもしれない。

　大ばあちゃんが貸してくれたサイコロは、何度見てもただのサイコロで、これがなんで六文銭なのかは分からなかった。

　だけど、顔を見た事も無い大じいちゃんのプレゼントを見ていると、なんだか不思議な気分になった。

　月明かりが、庭の芝生に反射して、部屋に入る。

　サイコロが、少しだけ明るく見えた。




　スッと、ふすまの開く音がした。




　大ばあちゃんが様子を見に来たんだろうと思ったから、僕は庭の方を向いたまま、寝たふりをしていた。

　掛かけ布ぶ団とんは投げ飛ばしていたから、きっとそれをかけ直してくれる。

　畳を擦こする音が近づく。

　布団のすぐ側そばまで来た。

　そして、膝ひざをつき、

　僕と並んで布団に横になった。

「え？」

　何が起きたのか分からず、僕は目を開けて起き上がろうとする。すると、

「お願い、そっち向いてて」

　真紀の声だった。

「え、ま、真紀っ!?」

「ごめん、眠れないの。そばで寝かせて」

　言ってる意味が分からない。そして勝手に体が熱くなってくる。なんて返事をしていいのか分からないでいると、また背中越ごしに声が聞こえた。

「怖いの。寝ている間に、あいつらが襲おそってきたらどうしようって思うと、怖くて眠れないの」

「……大だい丈じよう夫ぶだよ。あいつらには捜さがしようが無い」

　あまり気休めにはならない気がした。真紀は返事をしなかった。

　しばらく、二人とも黙だまっていた。

　池の鯉がぴちょん、と跳ねた。

「香こう水すい」

　真紀の声。

「香水？」

「ショッピングセンターで佳主馬にかけた奴やつ。あれ、お母さんから貰もらったんだ。『いい香かおりだね』って言ったら、『あなたにあげる』って」

「……」

「ポーチと携けい帯たい電話は、お父さんが誕生日に買ってくれたの。どっちも、離り婚こんする前に」

　僕は黙っていた。

　何を言えばいいのか、中学１年生の僕には、全然分からなかった。

「全部、あいつらに、盗とられちゃった」

　かすかに、洟はなを啜すする音。

　僕は黙っていた。

　真紀が心細さを感じていて、僕に何かを言って欲しがってる事は、なんとなく分かった。

　それは分かったけど、僕には、その言葉が思いつけなかった。

　真紀になんて言ってあげればいいのか、分からなかった。

　僕は、中学１年生で、子供だった。

　それが、この時は、悔くやしかった。

「なんにも、無くなっちゃった」

　少しだけ、無理をして、茶ちや化かして言う真紀の言葉が、なおさら胸に響ひびいた。

　だから、

「……デジカメ」

　口から言葉が出たのは反射的で、

「え？　なに？」

　何かを考えていた訳じゃなかった。

　僕は、必死で、続きの言葉を考えた。

「デジカメが、まだあるじゃん。それに、データも」

　庭の草が、さらさらと擦すれる音が聞こえた。

「……うん、そうだね」

　少し、声が優やさしくなった。

「あのデジカメはね、ホントはお兄ちゃんのなの。出かける度たびに借りてたら、いつの間にか返さなくなって、勝手に私の物にしちゃったんだ」

　真紀はそう言って黙った後、「そっか」と小さく呟つぶやいた。

「ありがとね、佳主馬」

　顔が沸ふつ騰とうしそうなくらい熱くなっていた。

　僕は答えず、代わりに、右手を背中に回した。

　しばらくして、その右手を、真紀が両手で優しく包んだ。

　今日、何度も繫つないだり繫がれたりした手。

　柔やわらかい手。

　香水をつけなくても、真紀からは、いい匂においがすると、その時気づいた。

　やがて、背中から、くーくーと、小さな寝ね息いきが聞こえ始めた。

　右手は、握にぎられたまま。




　さて、突とつ然ぜんですがここで問題です。




　手の温かさを感じながら、

　いい匂いを感じながら、

　小さな寝息を感じながら、




　僕は今晩、眠ねむれるのだろうか？
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37　佳主馬




　気がついたら朝だった。




　寝息が首筋をくすぐるし、いい匂いもするし、手は柔らかいしで、なんだかよく分からなくなって、心臓がずっとバクバク言ってた筈はずなのに、いつの間にか眠っていた。

　布ふ団とんには僕しか寝ねていなかった。

　服を着き替がえて、大広間に向かう。今日は、良く晴れていた。

　ＴＶの前の机に、大ばあちゃんと真紀が朝食を並べている所だった。

　真紀は僕を見て、笑え顔がおで「おはよ」と言った。

「あ……、うん、おはよう」

　なんか真紀の顔を見られなくて、僕は目を逸そらして答え、食しよく卓たくに座った。

　焦こげ目が薄うすく付いたパンにピーナッツバターを塗ぬりながら、大ばあちゃんが聞いてくる。

「今日は、どうするつもりだい？」

「上田から新幹線に乗る。チケット取るから、理香おばさんのパソコン借りていい？」

「好きにおし」

　イチゴジャムの蓋ふたが開けられずに唸うなっている真紀から瓶びんを取り上げ、蓋を開けて返す。

「ありがと」

　明るい返事。もう大だい丈じよう夫ぶみたいだ。

　それが、少しだけ、嬉うれしかった。





◆






　朝食が終わって、僕と真紀はすぐに理香おばさんの部屋に行った。

　机の前に座布団を二枚並べて座り、パソコンを起動。早さつ速そく、僕のアカウントでＯＺにログインする。

【カズマ】が、画面に現れた。

　新幹線のチケットを予約する前に、確かく認にんしておきたい事があった。

　コンソールウィンドウを開いて、キーボードを叩たたく。




CALL［カズマ＞ＫＫ］　いる？




　しばらく待っていると、ウィンドウの二行目に文字が並んだ。




CALL［ＫＫ＞カズマ］　【カズマ】？　良かった、無事だったんだね！




「それはこっちのセリフだよ……」

　僕は小さく息を吐はいた。

　僕達を逃にがしてくれた後、【ＫＫ】達の方が奴やつらに捕つかまったりしたんじゃないかと、ずっと気になってた。どうやら、大丈夫っぽい。




CALL［ＫＫ＞カズマ］　部屋を作ったから、そこで話そう




　画面に「チャットルームへ招待されました。入室しますか？」と書かれたウィンドウがポップアップする。迷わず「ＹＥＳ」のボタンを押す。

　すぐに画面が切り替かわって、なにもない部屋に【カズマ】が移動する。会話が他ほかの人に聞かれたくない時に作る、非公開のチャットルームだ。

　部屋には先客がいた。もちろん【ＫＫ】だった。

　僕がマイクのスイッチに手を伸のばした時、【ＫＫ】の頭上にチャットバルーンが浮うかんだ。

ＫＫ：ゴメン、今、声が出ないから、文字チャットでいいかな？

　僕は驚おどろいて、キーボードの上に指を走らせた。

カズマ：あいつらになにかされたの!?

ＫＫ：違ちがう違う。あの後の雨で、風か邪ぜ引いちゃったみたいで

「おどかさないでよ……」

　脱だつ力りよくして呟つぶやくと、真紀がクスクス笑った。

カズマ：風邪は大丈夫？

ＫＫ：うん。喉のどだけ。扁へん桃とう腺せんが弱くて、たまになるんだ

　僕は【ＫＫ】と文字チャットで情報交こう換かんした。【ＫＫ】は、僕達を逃がした後、外に出ようとしていた鳥居もスタンガンで気絶させて、一いつ緒しよに来ていた友達のバイクで一目散に東京に逃げ帰ったとの事だった。後から追われる事もなく、二人とも怪け我が一つ無いとの事だった。

　良かった。

カズマ：本当にありがとう。二人のおかげで、助かったよ

　普ふ段だん言ったり書いたりしない言葉だったので、キーを打っていて少し照れた。【ＫＫ】はパタパタと手を振ふる動モーシ作ヨンを取る。

ＫＫ：いいよいいよ、それよりこれｋ％＆＄＄

「なにこれ？」

　真紀が途と中ちゆうから文字が化けている【ＫＫ】のバルーンを指差す。僕にもなんだか分からない。

　そして、突とつ然ぜん、【ＫＫ】の姿が消えた。

「!?」

　驚く間も無くチャットルームの空間の一部がぐにゃりと歪んだ。

「な、なんだこれ？」

　次の瞬しゆん間かんには、【カズマ】の前に、葵あおいの紋もん所どころが、ぷかぷかと浮かんでいた。

　金色のアバターの上に、吹ふき出しが浮かぶ。

イエヤス：ｋｊｗｔ８えｗ９あ０７えＥ＆’（％Ｗ＆（）Ｆ

　さっぱり読めない。やがて、スピーカーからノイズ混じりの声が聞こえた。

『……強制介かい入にゆうでは……文字チャットが使えない……ようだ』

　ボイスチェンジ機能で声を変えているようだった。ＴＶドラマの悪役みたいだ。かなり安っぽい。

　僕はキーを叩く。

カズマ：なんの用だ

　聞く必要も無かった。こいつも管理パスワードが欲しいんだ。

【イエヤス】が鳥居や大久保とグルなのは間違い無い。あの黒いウサギは、【カズマ】の試合の完全記録フルログを元データにして作り上げたＡＩだ。そして、【イエヤス】は完全記録フルログを不正に記録していた。

　もしかしたら【イエヤス】が本当の黒幕で、鳥居や大久保はこいつの部下なのかも知れない。

　また、ノイズ混じりの声がスピーカーから響ひびいた。

『要求は……シンプルだ…………君達が持っている……データを……渡わたして……欲しい』

「こいつ、なんで声がブツブツ切れるの？」

　真紀が【イエヤス】のアバターを睨にらみ付けながら聞く。

「チャットルームに強ごう引いんに割り込んでるからじゃないかな」

　そう答えたけど、ホントの所はよく分からなかった。

　そして、同時に、変な違い和わ感かんを抱いだいていた。

　頭の中を、チリチリと何かが動いている。そんな気持ち悪さ。

　その気持ち悪さを振り払はらうように、僕はキーボードを叩いた。

カズマ：嫌いやだね

『そうか……仕方が……ない、な』

　そこで【イエヤス】はクルリと回転した。

『ふむ……陣内……理香、か。市役所……勤務だな』

「なっ!?」

『住所は……長野県上田市……伊い勢せ──』

「マジかよっ！」

　僕は弾はじかれるように立ち上がり、すぐ近くにあったタコ足配線の電源ケーブルをまとめて一気に引き抜ぬく。




　ブチンッ




　ディスプレイの画面が真っ暗になる。パソコンの電源ランプも消えた。

「ど、どうしたの？」

　驚いている真紀の手を摑つかむ。

「立って！」

「え？　きゃっ！」

　小さく叫さけぶ真紀を無む理り矢や理り引っ張って廊ろう下かを走る。

「な、佳主馬、どうしたのよ！」

「【イエヤス】に居場所がばれた！　理香おばさんのパソコンにハッキングしたんだ！」

　だから無理矢理パソコンの電源を切った。でも居場所を知られた後では遅おそい。

「交こう渉しようを持ちかけたのも最初からブラフだったんだよ！　チャットルームに侵しん入にゆうした時点でハッキングを開始してて、住所のデータを見つけるまで僕らとの会話で時じ間かん稼かせぎしてただけだったんだ。くそっ！」

　昨日も通った渡り廊下を走って、離はなれに向かう。

　でも、なんて奴やつなんだ。チャットルームへの強制介入といい、ＯＺでそんなレベルのハッキングが出来るなんて、技術も凄すごいけど、よっぽど上級の管理権限を持ってないと無理だぞ！

　奥座ざ敷しきに飛び込んで叫ぶ。

「大ばあちゃん！　居場所がばれた！　奴らがここに来る！」

　僕が息を切らせながらそう言うと、急に大ばあちゃんの顔が険しくなった。

「お前達を捕つかまえた連中だね」

　そして、すっくと立ち上がる。

「ちょうどいい、久しぶりにあたしの薙刀なぎなた捌さばきを見せてやろうじゃないか」

　僕は慌あわてて両手を振った。

「無理だよ！　相手は拳けん銃じゆうを持ってるんだ！　逃にげないと！」

「逃げる？　ふざけるんじゃないよ。ここは陣内の土地だ。そんな物ぶつ騒そうな奴らに明け渡して、おめおめ逃げられる物かい。御ご先せん祖ぞ様に申し訳が立たないよ」

　拳銃を持った連中がやって来るって言ってるのに、大ばあちゃんは少しも動じる様子が無かった。なんか、凄い。

　大ばあちゃんは「しかし、ちょっと厄やつ介かいだね」と言って、腕うでを組んで少し考えた。そして、

「佳主馬、あんたはどうしたいんだい」

　真っ直すぐ向けられる大ばあちゃんの視線を受け止めながら、考える。

　僕は、どうしたいのか。

　答えは、すぐに出た。

「僕は、決着をつけたい」

　大ばあちゃんはじっと僕を見つめている。僕は続けた。

「ここであいつらと戦って勝っても、意味が無いんだ。東京に行って、データを渡さなきゃ」

　しばらく僕を見ていた大ばあちゃんは「よし」と言って頷うなずいた。

「あたしに、任せておおき」

　そう言って机に向かって座り、隅すみにあった黒電話を、ぐいっと真ん中に持って来た。

「な、何をするの？」

「なあに、たいした事じゃない」

　大ばあちゃんは、まるでこれからイタズラを始めるみたいに、子供みたいに笑った。

「ちょっと、年寄りのお願いを聞いてもらうだけさ」




38　鳥居




【イエヤス】から情報を受けてから30分弱、鳥居と大久保は目的地に到とう着ちやくし、丘おかの上の武ぶ家け屋や敷しきを目指して石造りの階段を登っていた。

「畜ちく生しよう、石いし垣がきに、でっかい門、中に入ったら、まだ階段だと？　ここは城かっ!?」

「ですねえ」

　大久保の何も考えていない相づちが余計に鳥居を苛いら立だたせた。

　今登っている階段の一番上にはまた門があって、その左右にも石垣が続いていた。門の向こうは芝生しばふの茂しげった丘状になっていて、てっぺんに馬ば鹿かみたいにでかい武家屋敷があった。例えでもなんでもなく、そこは二重の石垣に囲まれた城であった。

　二人が入って来たのは陣内家の南門で、もう少し国道をぐるりと進めば、車がそのまま乗り入れられる東門があったのだが、鳥居はそんな事知らなかったし、確かく認にんする余よ裕ゆうも無かった。

　既すでに何度も取り逃がしているあの生意気なガキ二人を、今度こそ捕まえなければならないと焦あせっていた。ついでに言えば、子供にしてやられ続けていて、かなり頭に血も上っていた。

「……だが、あのガキ達の事だ。今度は何をしでかすか分からん。慎しん重ちようにいかなきゃな」

　独り言のつもりだったが、大久保がまた「ですねえ」と同意した。

　ようやく階段を登り切り、小さな門に到とう達たつする。鳥居と大久保は、木製の扉とびらを挟はさんで左右に分かれ、そこにしゃがんだ。

　鳥居は懐ふところから拳銃を取り出し、安全装置を外す。あくまで威い嚇かくが目的であり、人を撃うつつもりは無かったが。

「兄貴」

　門の反対側にしゃがんでいた大久保がこちらを呼ぶ。

「なんだ」

「なんか、音がします」

「音？」

「ええ、シャーッて音が」

　耳を澄すます。風が芝生を凪なぐ音の中に、確かにシャーという音が聞こえた。金属音だ。

　門の向こう、屋や敷しきの方からその金属音が聞こえてくる。しかも、急速に大きくなってくる。

　こちらに近づいている。

　なんだ？　鳥居はピストルを構え、門から少し距きよ離りを取って、音の正体を摑つかもうとした。

　と、その時。




　バコオンッ！




　もの凄すごい音がして、目の前にある門の、木製の扉が吹ふき飛んだ。

　なんだっ!?

　叫さけぶ間も無く、目の前をさっきの金属音が通り過ぎて行く。




　シャーッ！




　それは、二人乗りの自転車だった。

　ママチャリに、身長が全く合ってない小さな男の子が立ち乗りで全速力で漕こぎ、後ろで立ち乗りしている高校生くらいの女の子が、前の男の子の両りよう肩かたに手を置いていた。

　もちろん、それは山之手真紀と、あの小こ憎にくたらしいキングカズマのガキだった。

　自転車は石造りの階段の外側、芝生が敷しかれた坂道を猛もうスピードで下った。このままではすぐに眼下の南門に到達し、敷しき地ちの外に出て行ってしまうだろう。

　呆ぼう然ぜんとその姿を見送っていた鳥居は、我に返り、大久保に叫ぶ。

「追うぞっ！　こっちは車だ！　自転車なんざすぐ追いつける！」

「う、うす！」

　二人は苦労して登ってきた階段を、全速で駆かけ下りた。




39　佳主馬




「しっかりつかまっててよ！」

「うんっ！」

　とはいえ真紀の方が体は大きいから、まるで僕が自転車から落ちないように摑まれている感じがしなくもない。

　理香おばさんの自転車は僕には大きくて、サドルにまたがるとペダルに足が届かなかった。なので立ち漕ぎ全開だ。

　南門に到着する直前で体重を傾かたむけて、自転車を芝生から石いし畳だたみに乗り上げさせる。




　ガタンッガタガタンッ！




　ママチャリが「俺はＭＴＢじゃないんだぞ！」と悲鳴を上げるように派手な音を立てるけど気にしない。

　一気に門をくぐり抜ぬけて国道に出た。そのまま全速力で道を下る。

　めいっぱい漕ぎながら、真紀が僕の肩かたごと握にぎってる、大ばあちゃんから借りた携けい帯たい電でん話わに向かって叫ぶ。

「外に出たよ！」

　風を切る音の中、大ばあちゃんの声が携帯から聞こえた。

『よし！　次はあたしの畑へ行くんだ！　今は休ませてる土の所だよ！』

「分かった！」

　ハンドルを握り直す。

「佳主馬！　あれ！」

　言われて振ふり返ると、鳥居と大久保がもの凄い顔をして門を出てくる所だった。

　待っててあげるつもりはない。ペダルを踏ふみ込み、一気に体重を傾ける。自転車は強ごう引いんに方向を変え、道路の外の茂しげみに向かう。

「ど、どこに行くの？」

「この先に、大ばあちゃんの畑があるんだ」

「畑って、きゃあっ！」




　ボスッ！　ガタガタガタガタッ！
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　茂みに突つっ込むと、その向こうには林に囲まれた、デコボコした道が続いていた。自転車が上下に揺ゆれて、喋しやべっていると舌を嚙かみそうだ。

　林を抜ける。そこには、大ばあちゃんの畑が視界一杯に広がっていた。一面に緑色の葉っぱが繁っていて、太陽の光を浴びていた。

「綺き麗れいっ！」

　真紀が太陽みたいな笑え顔がおで言った。僕は、僕の事じゃないし、そんな余よ裕ゆうも無いんだけど、なんでか嬉うれしくなった。

「昨日食べた野菜も、ここで作ってるんだよ！」

　いくつかの畑を通り過ぎると、なんの野菜も植えていない畑が見えてきた。昔は何か植えてたんだろうけど、人手が減ってからは使ってない部分だ。

　自転車の速度を弛ゆるめる。真紀が降りたのを確かめてから、ママチャリを蹴けり飛ばすように飛び上がって、地面に着地する。

　顔を上げて振り返ると、あの二人が林を抜けてこちらに向かってくるのが見えた。

「！　真紀、こっち！」

　手を摑つかみ、畑の方に引っ張る。

「は、入っていいの？」

「いいから！　早く！」

　走り始めると、背中の方から「待ちやがれ！」と叫さけび声が聞こえた。更さらに足が速くなる。

　畑の真ん中まで来てから、僕は振り返り、真紀の前に立った。

　鳥居と大久保が、息を切らしながら、走ってくる。

　真紀から携帯電話を受け取って、耳に当てる。

「大ばあちゃん、着いたよ」

『よくやった。そろそろ、着く筈だよ』

　大ばあちゃんの言う通り、少しずつその音が近づいて来た。




　……ババババババババッ！




「！」

　走り寄ろうとしていた鳥居が驚おどろいて立ち止まり、空を見上げる。そして叫んだ。

「へ、ヘリコプターだとっ!?」

　全身をつや消しされた濃こいグレーで塗ぬられたヘリコプターが、ローターのもの凄すごい音を立てながら、僕と真紀の真上で停とまり、高度を下げて来る。吹ふき飛ばされそうな風圧に、僕と真紀は互たがいに体を支え合った。

『こっちの事は翔しよう太たに任せてあるから、お前は自分の事に集中するんだ。いいかい、真紀さんの力になってやるんだよ！』

　電話から流れる大ばあちゃんの声は、ヘリコプターの音にかき消されてほとんど聞こえなかった。でも、僕は「分かった！」と大声で返事をして、携帯を切った。

　ガシャガシャと音がして、ヘリコプターからハシゴが垂らされる。

「真紀！　先に登って！」

「うん！」

　ぐらぐら揺れるハシゴをしっかり摑んで、真紀が登って行く。

「ま、待ちやがれ！」

　我に返った鳥居がこっちに駆かけ寄ってくる。僕は真紀に続いてハシゴに手をかける。

　ゆっくりと、ヘリコプターが上じよう昇しようを始めるのと、鳥居が追いつくのはほぼ同時だった。

　僕は足が地面を離はなれる寸前、反動を付けて足を振り上げた。

　その右足が、綺麗に鳥居の頭を蹴り飛ばす。

「ぐふ」

　空気の漏もれるような声を出して、鳥居はその場に倒たおれた。「兄貴っ！」って叫びながら大久保が駆け寄る。ヘリコプターは高度を上げて、その姿は少し小さく見えた。

　ハシゴを登りながら、道路の方を見ると、パトカーが何台も到とう着ちやくしていた。大ばあちゃんが言ってたから、地元で警察官やってる従兄弟いとこの翔太兄にいも、きっと来てる筈。鳥居と大久保の事は、翔太兄に任せよう。

　僕は、僕がすべき事をする。

　見上げると、先にヘリの中に入った真紀が、僕の方に手を伸のばしていた。

　その手を、しっかりと摑む。

　真紀に引き上げられて、ヘリの中に入る。

　ハシゴを適当にしまって、やっとでドアを閉めると、パイロットの人がこっちを向いた。

「よお少年騎士ナイト、お姫ひめ様と逃とう避ひ行こうとは、なかなかやるね」

「えっ!?　理り一いちおじさんなの!?」

　そこにいたのは、万理子おばさんの息むす子こで、陸上自衛隊に勤務している理一おじさんだった。なんでこんな所に!?

「どうして!?」

「ハッハッハッ」

　理一おじさんは前を向いて格好良く笑った。大ばあちゃんの笑い方に似ていた。

「ばあちゃんに『いとこ甥おいの正念場に、あんたが力を貸さないでどうする！』って言われてね。あのばあちゃんにそこまで言われたら、断れないよ。いとこ甥君」

「え、じゃあこれ、自衛隊のヘリなの!?」

「まあ、そんなところだね」

「そんなところ？」

　僕が聞き返しても、理一おじさんは笑顔のまま答えなかった。……ん、待てよ？　そういえばこのヘリコプター、外見がグレー一色だったぞ。確か、前に理一おじさんに自衛隊の写真を見せてもらった時は──

　僕は、操縦席の方に身を乗り出し、理一おじさんをジト目で見上げた。

「……理一おじさん。確か、陸上自衛隊のヘリコプターって、どれも迷めい彩さい色だよね？　それにこのヘリ、日の丸も、『陸上自衛隊』って文字も書いてなかったような……」

「ハッハッハ。なにしろ緊きん急きゆうだったからね。出せるヘリがこれしか無かったんだ」

「出せるって……。どこから、出してきたの？」

　理一おじさんは、視線だけを僕の方に向けて、口元だけ笑えみを作り、言った。

「ちょっと、言えないところ」

　……これ以上聞くのは怖こわい気がした。

「気にするなよ。それより、このまま東京に向かうよ。それで、いいんだね？」

　僕は体を戻もどし、真紀の方を見た。真紀は真しん剣けんな顔で、大きく頷うなずいた。僕も頷く。

　操縦席に向かって叫ぶ。

「お願いっ」

「ＯＫ！」

　ヘリコプターが一気に加速した。

　横の窓を見ると、上田の風景が、どんどん流れていくのが見えた。

　後ろの方に、陣内の屋や敷しきが、凄すごく小さく見えた。

　僕は深呼吸して、前に向き直った。

　朝の青空が、目に飛び込んでくる。

　この空の先に、僕の決着が待っている。

　真紀が手を握にぎってきた。ヘリが怖いのかも。その手は少し震ふるえていた。

　その手を、強く、握り返す。

　行こう、東京へ。
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40　佳主馬




　謎なぞの所属のヘリコプターは怖いくらい速く飛んで、なんと上田から東京の六本木って所まで２時間かからないくらいで僕達を運んでくれた。

　ヘリは六本木ヒルズにあるビルの上のヘリポートに着陸した。

　ヘッドセットを取った理一おじさんがこちらを振ふり向く。

「超ちよう法規的手段による手助けはここまでだ。後は、頑がん張ばれるね？」

「ありがとう、理一おじさん！」

「その『おじさん』ってのなんとかなら……いや、なんでもない。さ、行ってきな」

「うん！」

　ヘリコプターから屋上へ一気に飛び降りる。続いて真紀も着地した。二人で屋上の端はじっこにあるドアへと走る。

　ヘリで移動中に、真紀が、大ばあちゃんから借りた携けい帯たい電でん話わを使って、織田さんに「今から行きます」ってメールを送った。すぐに「前に伝えた場所で待ってる」と返事が来た。このビルの中にある、織田さんの事務所だ。

　屋上から一階分降りて、目の前にあったエレベーターの下向き三角ボタンを押す。すぐにエレベーターがやってきて、二人で乗り込む。

「やっとだね」

　四階のボタンを押して、扉とびらが閉まった後、少し興奮した口調で、真紀が言った。

「うん」

「ちょっとドキドキするな。……あ、忘れてた」

「？」

　真紀はズボンのポケットに手を入れて、親指くらいの小さな瓶びんを取り出す。それを右手で構えて、左手の手首に向けた。




　ぷしゃっ




　瓶から霧きりが吹ふき出した。

「ん、あれ？　この匂におい……」

　真紀が昨日も付けていた香こう水すいの匂いだった。

「人と会うんだから、身だしなみをちゃんとしないとね」

「それ、鳥居達に盗られたって言ってなかった？」

「んふ」

　真紀はちょっと変な笑い方をした。

「今朝ね、栄おばあちゃんに分けてもらったの。栄おばあちゃん、お母さんのと同じ香水持ってたんだ」

「へえ……、そうなんだ」

「昨日まで、この香かおりはお母さんの香りだったけど、今日からは、お母さんと栄おばあちゃんの、香りになったのよ」

　真紀は嬉うれしそうにそう言って、瓶をお尻しりのポケットにしまった。

　チンと、小さな音がして、扉が開いた。

「行こう」

「うん」





◆






　四階に下りる。エレベーターの前は小さなホールになっていた。廊ろう下かが左右に伸のびていて、右側の奥を見ると「洗面所」の札が掛かかっていた。左側に進む。

　廊下はすぐに行き止まりになっていて、そこにドアがあった。看板が掛かっている。




株式会社ＯＺマーシャルアーツスタジオ




　ここだ。

　扉の横にインターホンがあって、すぐ横に「御ご用ようの方はこちらへどうぞ」と書いてあった。ボタンを押す。インターホンから声が聞こえた。

『来たね。今行く』

　少し待っていると、ドアが開いて、大おお柄がらな眼鏡めがねの男の人が出てきた。鼻が赤い。ドアを開けたのと反対の手にはティッシュの束が摑つかまれていた。ＯＺで見た映像に映っていた人。この人が、織田善夫だ。

　織田さんは、そのティッシュの束を真っ赤な鼻に押し当てながら、僕達に笑いかけた。

「こんな姿で、グスッ、申し訳ないね。まだ風か邪ぜが、グスッ、治ってなくて。織田です」

　急に、頭の中を、チリチリと何かが動いている気がした。なんだ？

　織田さんは、ティッシュを持ってない方の手を真紀に差し出した。

「初めまして、グスッ、真紀ちゃん。グスッ、確かに、祐司に似てるね」

　頭のチリチリが更さらに大きくなる。

　緊きん張ちようしてるのか、真紀は織田さんの手を握にぎった後、口をぱくぱくさせてお辞じ儀ぎを繰くり返すだけで、一言も喋しやべれてなかった。さっきは身だしなみがどうとか言ってたくせに。

　織田さんは、真紀から手を離はなして、今度は僕の方に手を差し出した。

「こちらも初めまして。グスッ。キングカズマのプレイヤーと、グスッ、実際に会えるなんて、光栄だよ。グスッ、制作者冥みよう利りに、グスッ、尽つきるというものだ」

　僕は少し照れながら、その手を握り返そうとして──

「──トイレ」

「え？」

　差し出し掛けた手を戻もどして、両手で股こ間かんを押さえてもじもじする。

「トイレだよ！　漏もれる！　ごめん、すぐ戻るから！」

　思いっきり振ふり返って、真紀にぶつかる。

「いたっ！」

「ごめん！」

　謝りながら全力疾しつ走そう。背中から真紀達が「インターホンを押す前に行っておけば良かったのに……」「まあまあ、グスッ」と話しているのが聞こえた。無視。エレベーターの前を通り過ぎ、その先の廊下の「洗面所」の札を目指した。





◆






　ジャーッ




　トイレで手を洗いながら考える。

　僕は、今何をしているのか。

　僕は、何な故ぜここに来たのか。

　僕は、なんの為ために戦うのか。

　真紀と出会ってから、多分まだ24時間くらいしか経たってない。

　その間に、僕は沢たく山さんの決断をした。

　そして今、また決断をしなければならない。そう考えていた。




　キュッ




　水を止める。

　ハンカチを取り出そうとポケットに手を突つっ込んだら、何かが指先に当たった。

　つまみ上げると、それはサイコロだった。

　大ばあちゃんが貸してくれたサイコロ。

　真紀には香こう水すいを、僕にはサイコロを。

　これは、僕と大ばあちゃんとのつながりだ。

　サイコロを目の高さに掲かかげ、じっと見つめる。

　その時。

「あ、そうか」

　僕はその時、大ばあちゃんの言っていた意味を理解した。

　これは、六文銭なんだ。

　そして、それが、僕の決断を後押ししてくれた。

「よし」

　反対側のポケットに触ふれる。そこには真紀から預かったデジカメが入ってる。

　気合いを入れて、出口に向かう。

「しまっていこう」





◆






「ＧＷでみんな休んでるんだ。社員は、グスッ、僕しかいないから、遠えん慮りよ、グスッ、しないでいいよ」

　無人のオフィスを進みながら、織田さんが言う。僕と真紀は、織田さんの後ろを黙だまってついて行った。

　一番奥の壁かべまでたどり着き、そこにあるドアを、織田さんが開ける。

「ここが、僕の、グスッ、仕事場だよ。さあどうぞ」

「……うわあ、凄すごい！」

　部屋に入るなり、真紀が驚おどろきの声を上げる。僕も、ちょっとだけ息を飲んだ。

　ＯＺでもディスプレイ越ごしに見たけど、織田さんの仕事場はおもちゃ箱だった。

　全部の壁にガラス戸の棚たなが並び、ゲーム機、ゲームソフト、フィギュア、ボードゲームが天井近くまでぎゅうぎゅうに詰つまっていた。

　部屋の真ん中に丸い机が二つあったけど、どっちの机の上にも未み開かい封ふうのゲームソフトが山となって積まれていた。

「最近は、グスッ、買うだけで、遊ぶ暇ひまを、グスッ、作れなくてね」

　そう言いながら、織田さんは部屋の奥に進み、僕達もそれに続く。床ゆかにも、沢山のおもちゃが転がっていて、凄く歩きにくかった。

　部屋の奥にはパソコンが置かれた大きな机があった。机の上は、椅い子すのすぐ周りだけはかろうじて何も置いてなかったけど、その周りは書類や、本や、そしてやっぱりゲームが、沢山積まれていた。

「その奥も、ゲームが置いてあるんですか？」

　真紀が机の奥の壁を指差して言う。そこにも扉とびらがあった。真っ赤な鼻の織田さんが、机を回り込みながら答える。

「そこは作業部屋だよ、グスッ。パソコンが数台置いてあって、プログラミングに集中出来るようにしているのさ、グスッ。この部屋では、集中出来ないからね」

　床に転がっているおもちゃを避よけながら、ようやく織田さんが椅子に到とう着ちやくして座る。体をこちらに向け、机の向かい側に立っている僕達を見た。

「まずはお礼を言おう。よくここまで、グスッ、無事にデータを持って来てくれた。本当にありがとう」

　僕はポケットからハンカチでくるんだ四角い塊かたまりを取り出した。

「このデジカメ壊こわれかけてるから、衝しよう撃げきを与あたえないようにしようと思って」

「賢けん明めいな、グスッ、判断だね。では、僕が責任を持って、グスッ、それを預かろう」

　机の向こうから織田さんの大きな手が伸のびてくる。

　その手がハンカチに届く寸前、僕は手を数センチ引いた。

「？」

　織田さんが不思議な顔をして僕を見る。僕は言った。

「あのさ、一つ、質問していい？」

「質問？　グスッ、なんでもどうぞ」

「うん、じゃあ、聞くけど」

　僕は、ハンカチでくるんだ塊を、背後の机の上に置き、そして言った。




「織田さん。あんた、【イエヤス】なんでしょ？」




　織田さんの笑え顔がおが固まる。ビンゴ。

　すぐに真紀が僕の肩かたを摑つかんで叫さけぶ。

「な、なにを言ってんの佳主馬！　織田さんはお兄ちゃんの大事なパートナーなんだよ!?」

「騙だまされてたんだよ。残念だけどね」

　僕は机の向こうを睨にらみ付ける。

　織田さんは、強く洟はなをかんだ後、凍こおっていた笑顔を更さらに引きつり上げ、言った。

「【イエヤス】？　なんの事だい？」

　惚とぼけているけど、目が笑ってない。まるで、出来の悪い生徒に答え合わせを求める嫌いや味みな先生みたいな雰ふん囲い気きだった。

　僕は答える。

「あんたが鳥居と大久保のボスの【イエヤス】だって、言ってるんだよ」

「言っている事が全然分からないよ。何を証しよう拠こに──」

「証拠ならあるよ」

　僕が言葉を遮さえぎって喋しやべると、織田は、少し黙った後、机の上に手を組んで置いた。

「じゃあ、聞こうじゃないか」

「まず最初に、なんであんたは真紀が【カズマ】と二人でここに来たって知ってるの？」

「そりゃだって、昨日ＯＺで話した時に、君達は一いつ緒しよにいたじゃないか」

「ＯＺで一緒にいただけだよ。現実の世界で一緒にいるとは限らない、っていうか、そうじゃない可能性の方が全然高い。二人が一緒に来てるって考える方が不自然だよ」

　織田は両手を広げておどけた。

「それは言いがかりだよ、【カズマ】君。ここに来たのが二人だったら、一人は真紀ちゃんで、もう一人は【カズマ】だと思うさ。別に不自然じゃないだろ？」

「じゃあさ」

　腰こしに手を当てる。

「なんであんた、僕が【カズマ】だって、分かるの？」

「そりゃ、ＯＺで一度声を聞いているから、今聞けば分か──」

　織田の言葉が途と中ちゆうで止まる。僕は言った。

「そう。さっきあんたと会った時、あんたから話しかけてくるまで、僕達は一言も喋ってない。ＯＺで声を聞いてても、どっちがどっちかは、分からない筈はずだよ」

「いやいや、待ってくれ」

　大げさに手を振ふって否定する。

「それこそ、見ればわかるだろ？　片方は女の子で、もう片方が男の子なんだから。どっちがキングカズマかなんて──」

「悪いけど」

　これを自分で言うのはちょっと悔くやしかったけど、僕はあえて小さく笑った。

「生まれてこの方、この背の低さと、細い手足と、母さん譲ゆずりの顔の線のせいで、大人はみんな僕の事を女の子と間違えるんだ。ついでに言えば『キングカズマがこんな小さな子供の筈が無い』って事も何百回も言われた。ぱっと見で、僕をキングカズマと結びつける事なんて、そうそう出来ないと思うよ」

　僕は、机に両手をついて、織田を睨み付けた。

「あんたは、鳥居や大久保と連れん絡らくを取っていた。だから、キングカズマのプレイヤーが真紀と一緒に行動しているって事や、そのプレイヤーの背格好を知る事が出来た。だから、僕の事を間違えなかったんだよ」

　織田は、もうおどけた顔はしていなかった。ただ、僕をじっと見つめている。僕は、更に続けた。

「それに、もっと確かな証拠もあるよ」

「確かな、証拠？」

　織田が眉まゆを寄せる。

「真の格かく闘とう家かに必要な物は二つ。相手との間合いを計る目と、相手の呼吸を読む耳だ」

「……それが、なんだって言うんだ？」

　小さく息を吸う。そして、言った。

「あんたの洟をかむタイミングと、【イエヤス】の音声チャットが途切れるタイミングが、完全に同じなんだよ」

　チャットルームに【イエヤス】が強制介かい入にゆうしたあの時、真紀が感じた疑問に、僕は強制介入の為ためのノイズだろうと答えた。でも違ちがった。あれは単に、洟をかんでいたんだ。

「普ふ通つうの人には分からないかもしれない。でも、ＯＭＣ世界チャンピオンの僕の耳はごまかせない。絶対に間違い無い」

　僕は、真っ直すぐに、織田を指差した。

「あんたは、【イエヤス】だよ」

　突とつ然ぜん、織田さんは両手を盛大に叩たたいた。おもちゃだらけの部屋に、拍はく手しゆの音が響ひびき渡わたる。

　そして、とても楽しそうに叫さけんだ。

「ブラボー！　大当たりだ！　素す晴ばらしい！」

　そして、腹を抱かかえて笑い始めた。

「そんな……！」

　真紀が呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。僕は真紀の手をぎゅっと握にぎった。そして呟く。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　握った手が小さく震ふるえている。僕はもっと小さな声で、続けた。

「僕が、ついてるから」

　真紀の手が、びくっとしてから、やがて、震えが止まった。

　そして、強く握り返してきた。

　ようやく笑いが治まったらしい織田は、僕達に嫌味な笑え顔がおを向けた。

「君達は、良く頑がん張ばったよ」

　さっきとは、全然違う、余よ裕ゆうがあるけど、敵意を感じる、声だった。

「本来なら、そのデータは、ここに到とう着ちやくする前に回収する筈だった。つまり、僕が手にする前に【イエヤス】に奪うばわれる、という形にしたかったんだ。織田善夫が手にしてしまうと、逆に自由に使えなくなってしまうからね」

　織田は、椅い子すをくるりと回した。その仕草は、この状じよう況きようを楽しんでいるように見えた。

「やっと捕つかまえたのに、携けい帯たいにはデータが入ってなかった。まさかデジカメに移してたとはね……。鳥居達が見つけられなかったなんて、一体、どこに隠かくしていたんだい？」

　織田が、嫌いやらしい目付きで真紀の全身をなめ回す。真紀の手が震える。僕は、一歩ずれて、織田の視線を遮さえぎった。織田は僕を見て、にやりと笑った。

「子供達を動員したのも凄すごかったね。最後はヘリまで出してきた。いや、本当に凄いよ。十分に楽しませて貰もらった」

　椅子を反対方向にくるりと回した。

「そして、君達はここにたどり着いてしまった。【イエヤス】の手をまんまとくぐり抜ぬけてね。今進んでいるのは最悪のシナリオだ。だが、ゲームオーバーじゃない。データは、確かにそこに」

　後ろの机に置かれたハンカチの包みを指差す。

「あるんだから、君達が、一生懸けん命めいに、持って来てくれたんだからね。僕の、為に」

　最後の言葉をもったいぶって言うと、織田は机に肘ひじをつき、両手をこちらに広げた。

「君達は良くやった。だが、子供の時間はここで終わりだ。データを、渡しなさい」

「断ったら？」

　織田はゆっくりと、答えた。

「生きて、ここから帰れない」

　ブラフだ。僕の耳は、織田の言葉を噓うそだと看破した。こいつにそんな度胸は無い。子供相手なら、適当に脅おどせば屈くつするだろうと思っているのがありありと分かった。

　でも僕は、こう答えた。

「……条件がある」

「条件？　聞こうじゃないか。お小こ遣づかいが欲しいのかい？　いくらでもあげるよ！」

「お金なんかいらない。そうじゃなくて、僕ともう一度勝負して欲しいんだ」

「勝負だって？」

「ああ。ミリオンダイスの決着が、まだついてない」

　織田は少し考え、「ああ」と呟いた。

「そういえば、ＯＺでやったね。ダイスゲーム」

「勝ち負けをハッキリさせないでおくのは嫌だ。あんたが勝ったら、データは渡す。僕が勝ったら、真紀のお兄さんの居場所を教えてよ。どうせ、あんたが捕まえてるんでしょ？」

　織田はフンと鼻を鳴らした。そして、背中にあるドアを親指で差した。

「祐司なら奥の部屋にいるよ。パスワードを教えてくれないんで監かん禁きんしてる。まだ生きてるよ」

「！　お兄ちゃん！」

　真紀が叫ぶのを構わず、織田はにやりと笑う。

「そんな甘い条件はいらないよ、【カズマ】君。僕が負けたら警察に出頭しよう。自首って奴やつだね。それでどうだい？」

　織田は机に積まれたゲームに右みぎ腕うでを伸のばし、その山をなぎ払はらった。山が崩くずれ、ゲームソフトや分厚い本が床ゆかに落ち、重い音を立てた。真紀が小さく悲鳴を上げる。

　机の一角が空き、そこにしかれていた絨じゆう毯たんみたいな物が現れた。

「ダイスマットだ。この上でやろう。ダイスはどうする？」

「これを使う。あんたの持ってる道具は信用出来ない」

　僕はポケットから大ばあちゃんに借りた六個のサイコロを取り出し、マットの上に投げた。

「ふむ……。まあ、君がイカサマダイスを使ったりはしないと信じよう。ただし、ゲームの前に、そのダイスを確かく認にんさせてもらっていいかい？」

「勝手にやって」

　織田はマットの上から一つずつサイコロをつまみ上げ、手の中で転がした。そして言った。

「これ、一個だけ傷がついてるね」

「大ばあちゃんの思い出の品なんだ」

「ふうん、年代物なのか。大切に扱あつかわなきゃいけないな」

　織田は何度か両手の上でサイコロを転がしたり、一個一個をつまみ上げたりしてから、「いいだろう」と言って、マットの上に六個全部を落とした。

「【カズマ】君、そちらからどうぞ」

　僕は黙だまってサイコロを拾い集め、マット上に投げ飛ばす。

　マットの上を六個のサイコロがころころと転がり、やがて止まる。

　出た目は[image: さいころ２][image: さいころ５][image: さいころ４][image: さいころ２][image: さいころ５][image: さいころ５]。織田が嬉うれしそうに言う。

「幸さい先さきがいいね。[image: さいころ５]のトリプルで五〇〇点だ」

「次、あんたの番だよ」

「振ふり足さないのかい？」

「いい」

「ふむ。まあいいだろう」

　織田は楽しそうに両手をこすりつけてから、マットの上に散らばったサイコロを集める。

「行くよ」

　そう言って、サイコロを空中に投げ上げる。

　六個の白い塊かたまりが、マットの上に次々と着地し、転がった。

　やがて、全部のサイコロが、動きを止める。

「噓っ！」

　真紀が目を大きくして叫さけぶ。

　サイコロの目は、一個だけが[image: さいころ２]、それ以外の五個は全部[image: さいころ１]だった。

　室内に、織田が吹ふいた口笛が響ひびく。

「【カズマ】君、残念ながら、勝利の女め神がみは君には微笑ほほえまなかったようだね。僕はこれで三〇〇〇点。ゲーム経験者から言わせてもらうと、この差を埋うめるのは正直絶望的だぜ」

　勝ち誇ほこった笑え顔がお。そして、人を馬ば鹿かにした笑顔だった。

　僕は出来るだけ気分を落ち着かせてから、答えた。

「……イカサマだよ。こんなの。こんな簡単に出てたまるか」

「ＯＺの時も言っただろ、【カズマ】君？　証しよう拠こも無しにそんな事を──」

　織田が言い終わるよりも早く、僕はマットの上のサイコロをかき集めて握にぎり、もう片方の手で、机の上に敷しかれたマットを思いっきり引っ張った。

「！」

　織田がわずかに目を大きくする。

　マットが無くなった後の机を見て、真紀が呟つぶやいた。

「なに、これ？」

　そこには、円形の、鉄の板のような物が、机に嵌はめ込まれるようにして置かれていた。

「電磁石だよ」

　僕が言う。

「あんたは、さっきサイコロを確認する振りをして、中に鉄が入ってる奴と取り換かえたんだ。で、自分が振る時だけ電磁石をオンにすれば、いつでも[image: さいころ１]が出せる訳」

　織田は、微笑みを崩さない。僕は続けた。

「ホントは全部交こう換かんしたかったんだろうけど」

　右手に握った中から、織田が[image: さいころ２]の目を出したサイコロをつまみ上げる。

「これは最初から傷がついていた。それが目印になっちゃうから、交換出来なかったんだ」

「き、汚きたない！　正々堂々の勝負なのに！」

　真紀が怒り出す。しかし、織田は動じない。あくまで余よ裕ゆうのある口ぶりで、

「証拠は？」

　と聞き返した。

「そのサイコロが僕がすり替かえた物だという証拠は？　それが無ければ話になら──」

「あるよ」

　僕の言葉に、織田の笑顔が少し引きつる。多分、自分が話しているのを途と中ちゆうで邪じや魔まされるのが嫌きらいなんだと思う。

　僕は指の先でつまんでいた傷の入ったサイコロ──大ばあちゃんのサイコロ──を、真紀の鼻の前に差し出した。「？」って顔をした真紀は、でも、すぐに気づいた。

「このサイコロ、私の香こう水すいの香かおりがする！」

「っ!?」

　今度こそ、織田の顔が歪ゆがんだ。僕は「さっきトイレ行く前にぶつかった時、香水借りた」と真紀に片目を閉じて謝ってから、織田の方を向いた。

「僕が持って来た六個のダイスには真紀の香水が吹きかけてある。でも、この六個のサイコロの中で匂においがするのは、この傷が付いてる一個だけだ。他ほかの五個からは匂いはしない。あんたがすり替えた物だからだ。あんたは酷ひどい鼻はな風か邪ぜを引いている。だから、この匂いに気づけなかったんだよ」

　織田が僕を睨にらみ付ける。その顔からは笑顔が消えていた。怒いかりを抑おさえた声が聞こえる。

「その通り、僕は今鼻が利きかない。だから、君らの言っている事が分からない。香水がどうしたというんだい？　君ら二人がグルになって適当な事を言っているんだろう？」

「！　適当な事なんて言ってない！」

　真紀が怒って机に乗り出そうとしたので、僕は腕うでを引っ張って止めた。

「じゃあさ」

　傷の付いたサイコロを、織田の前に投げる。

「そのサイコロ、[image: さいころ１]の目の所を、よーく、見てみてよ」

「？」

　織田は僕から視線を外さないように、机に手を伸のばし、サイコロを摑つかんだ。それを顔の前に持ち上げ、[image: さいころ１]の目を見る。

「…………っ！　なんだと!?」

　驚おどろきの声を上げる織田。

「これは……家か紋もん、か!?」

「正解」

　大ばあちゃんのサイコロには、仕し掛かけ細工が施ほどこしてあった。ぱっと見、ただのサイコロなんだけど、明るい場所で[image: さいころ１]の目をよーく見ると、実はそこだけ黒いポッチが穴になっていて、覗のぞき込むと中に家紋が浮うかび上がる仕掛けになっているんだ。

　僕も気がついたのは今さっき、トイレで見た時だったけど。

「陣内家の家紋。『細輪に結び雁かり金がね』って言うんだ。そして、一文を表してもいる」

「あ！　だからサイコロ六個で六文銭なんだ！」

　真紀の言葉に僕は振ふり向いて頷うなずく。

「大ばあちゃんのサイコロには全部この仕掛け細工が入ってる。この五個には」

　織田の前に、残りのサイコロをばらまく。

「そんな物は無い。そうだよね？」

　織田は僕をずっと睨み付けていた。そして、やがて、ずっと閉じていた右手の拳こぶしを開く。

　その拳の中から、カラカラと五個のサイコロが落ちた。テーブルの上に十個のサイコロが転がる。織田は震ふるえる手で、持ち上げていたもう一個も机に置いた。

「織田さん、昨日あんたは、僕と同じで、自分は勝つ事が好きだと言った。でも、違ちがう」

「……違う？」

　ぎょろりと、織田の目がこちらを向く。

「僕とあんたは違う。あんたは勝つのが好きなんじゃない。あんたは、相手を負かすのが、好きなだけだ」

「……」

　黙だまったままこちらを睨んでいる織田に、僕は続けた。

「あんたは、イカサマでもなんでもやって相手を負かし、優ゆう越えつ感に浸ひたるのが好きなだけなんだ。今のゲームだって、本当なら難なん癖くせつけて僕のサイコロを使わず、六個ともイカサマのサイコロを使って、一回でゲームに勝つ事も出来た。でもしなかった」

「え？　なんで？」

　真紀が聞く。

「僕が苦しむ姿が見たかったからだ。僕が勝機を失って、悔くやしがる姿を、出来るだけ長く楽しみたかっただけなんだ。そうだろ？」

　織田は、「そうだ」とも「違う」とも言わなかった。ただ、僕を睨んでいた。

「ＯＺで、このゲームに負けた時、僕はこの世にはそういうタイプの人間がいるんだって事を学んだ。でも僕は違う。一いつ緒しよにされたくない」

　握にぎっていた真紀の手を離はなし、机に両手を突つく。

「その事を言いたくて、僕はここまで来たんだ」

　織田は、ただ、僕を睨んでいた。

「ゲームは終わりだ。今度は証しよう拠こをちゃんと見つけた。あんたは反則負けで──」

「その通り、遊びゲームは終わりだ」

　今度は織田が、僕の言葉を遮さえぎった。そして、いつの間にか机の陰かげに降ろしていた右手を持ち上げる。にやりと笑い、そして、言った。

「データを、渡わたせ」

　右手に握られた拳けん銃じゆうが、真っ直すぐに僕に向けられた。
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　確かに織田は、佳主馬の言う通り、勝つ事ではなく、相手を負かす事が好きだった。

　ゲームの提案に乗ったのも、この小こ憎にくたらしいガキの顔が、苦く渋じゆうに歪むのを見たかっただけだ。暇ひまつぶし以上の物は無かった。

　結果はどうあれ、最初からデータは頂くつもりだった。

　それどころか、正体がばれてしまった以上、こいつらをそのまま返す事など出来なかった。

　データさえ手に入れれば、すぐに国外逃とう亡ぼうする手て筈はずも出来ている。スポンサーの一人が支し援えんを決定したのだ。

　この二人は、殺しはしないまでも、織田の安全が確保されるまでは、拘こう束そく、監かん禁きんしておく必要があった。

　山之手祐司と、同じように。

　拳銃を構えたまま、織田は口を開く。ガキにイカサマを見破られたのは腹立たしかったが、既すでに、余よ裕ゆうを取り戻もどしつつあった。

「【カズマ】君、それなりに楽しいゲームだったよ。しかし、実は、勝ち負けは重要じゃないんだ。戦って勝つのが好きな君には申し訳ないがね。大人の世界は、もう少し卑ひ怯きように出来ているんだよ」

　銃じゆう口こうを見つめて動かない佳主馬に向けて、左手を伸のばした。

「デジカメを、渡すんだ」

　佳主馬はじっと銃口を睨にらみ、そして、織田を睨み付けた。

　やがて、視線を逸そらさずにゆっくりと手を動かし、机に置いていたハンカチの包みを取った。

　そして、それを、更さらにゆっくりとした動作で持って来て、織田の手の上に載のせた。

「いい子だ」

　受け取った包みを机に置き、ゆっくりとハンカチをめくる。銃口は、向けたまま。

「今回、君は様々な教訓を得ただろう。子供には多少酷こくだったかもしれないが、まあ──」

　織田は、言葉を続けられなかった。理由は二つあった。

　一つには、いつの間にか、こちらを見つめる佳主馬の顔が笑っていたから。

　もう一つは、ハンカチの包みの中にデジカメが無かったからだ。

　そこにあったのは、石せつ鹼けんの箱だった。

「さっきトイレに入った時に、洗面所の下の棚たなから見つけたんだよ。それ」

　佳主馬が説明を始める。織田はまだ、状じよう況きようを受け入れられていない。

「入り口で会った時に【イエヤス】の正体に気づいたって言ったでしょ。だから携けい帯たいで【ＫＫ】にメールして、ここまで来てもらうようお願いして、デジカメは窓から外に落とした」

「落としただとっ!?」

「トイレットペーパーでぐるぐる巻きにしておいたから中のデータは大だい丈じよう夫ぶだと思うよ。で、それを材料に、説得してもらったの」

「説得……!?」

　誰だれをだ、と言おうとした時、慌あわただしい足音が外に響ひびいた。それも複数の。

「……まさかっ！」

「織田さん達、警察との電話まで傍ぼう受じゆしちゃうみたいだったから、時じ間かん稼かせぎする必要があった訳」




　バタンッ！




「織田善夫！　監禁、サイバースペース犯罪、その他ほかの容疑で、緊きん急きゆう逮たい捕ほする！」

　大おお柄がらな男が中に入ってくるなり叫さけぶ。続いて屈くつ強きような男達が部屋になだれ込む。

　佳主馬は、まるでイタズラの成功を自慢するかのような表情を、織田に向けた。

「織田さん、面白いゲームだったよ。でも実は、僕にとっても勝ち負けは重要じゃなかったんだ。戦って勝つのは好きだけど、戦うのは勝つ為ためじゃない」

「くっそおおおおぉぉぉぉっ！」

　織田は両手で拳銃を握り、引き金を引こうとした。
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　織田が引き金を引こうとしていた事が、僕には分かっていた。それくらいの呼吸は読める。

　左手が拳銃に添そえられる直前、僕は床ゆかから跳とび上がり、そのまま織田の両手を思いっきり蹴けり飛ばした。

「グワァッ！」

　織田が痛みに叫ぶ。拳銃は空中を飛び、床に落ちた。暴発は無し。よしっ。

　僕は真紀を庇かばうように立った。

「なんの為に戦うのか、ようやく分かった」

「え、なに？　なんの為？」

　真紀の言葉には応こたえなかった。

　気き恥はずかしくて言えなかった。

　なんの為に戦うのか。

　簡単な事だった。




　大切な人を、守る為だ。




「確保！」

　先頭の刑けい事じが叫ぶと、大人達が一いつ斉せいに織田の方に向かった。

　しかし、織田の動きの方が、一いつ瞬しゆん早かった。

「あっ！」

　真紀が叫ぶ。

　織田は奥の扉とびらを開けて中に入り、ピシャリと閉めてしまう。

「逃にげられはせんぞ！」

　刑事が叫ぶ。

　すると、部屋の中から、織田の叫び声が聞こえた。

「キングカズマァっ！　大人をコケにしやがってぇ！　いいかぁ！　てめえの大事な物をぶっ壊こわしてやるぞぉ！」

　そして、壊れたような甲かん高だかい笑い声が壁かべを通してこちらに伝わってきた。

「僕の大事な物？　ぶっ壊す？」

「佳主馬……」

「…………！　まさかっ！」

　僕は机の上にあったパソコンの一台に飛びつき、そのマシンをスリープから復帰させる。

　そして、ＯＺにログインした。





◆






【カズマ】がＯＺの空間に現れる。

　織田の言う「てめえの大事な物」がなんなのか分からない。でも、織田が「ぶっ壊せる」のは、これしかない。

　ＯＺだ。

　もし織田が、ＯＺのあらゆるエリアに実装されているＭＡコンポーネントを削除デリートするだけの管理権限を持っていて、それを実行したら、ＯＺは大混乱になる。

　アバター制せい御ぎよプログラムは、既すでにＯＺの中では無くてはならない物だ。もし削除デリートされたら、あらゆるエリアでアバターの動作がおかしくなってしまうだろう。動かなくなるだけならまだまし、最悪、ＯＺ上にいるアバターが暴走を始めるかもしれない。

　早く、織田のアバターを捜さがさないと！

「でも、どうやって……」

　思わず呟つぶやく。ＯＺは広すぎる。奴やつのアバターの【イエヤス】がどこに行ったのかなんて、調べようが無い。

ＫＫ：【カズマ】！

　ポイントジャンプの門ゲートが開き、目の前に【ＫＫ】が現れた。

ＫＫ：さっき突とつ然ぜんログアウトさせられちゃって、何が起きたのかと思ったよ。大だい丈じよう夫ぶ？

　僕は操作しているパソコンにマイクが接続されてない事を一瞬で確かく認にんした後、これまでになく高速にキーボードを叩たたいた。

カズマ：大至急【イエヤス】ってアバターを捜さないといけないんだ！　何か方法無い!?

【ＫＫ】は驚おどろきも、理由を聞いたりもしなかった。ちょっとの間の後、頭上に吹ふき出しが浮うかぶ。

ＫＫ：全エリアコールで呼びかければいい。【カズマ】になら、みんな協力してくれるよ

　迷っている暇ひまは無かった。コンソールウィンドウを表示して、通常はマナー違い反はんとされている全エリアコールを打ち込む。




CALL［カズマ＞［ALL］］葵あおいの紋もん所どころのアバターの居場所を教えて！　大至急！　お願い！




　エンターキーを叩く。

　どうだ!?

　と、突然、ディスプレイが真っ白になった。【カズマ】の姿も、【ＫＫ】の姿も、見えなくなる。キーを押しても、反応が無い。




　真っ白な画面。




　僕は本気で焦あせって、キーボードをバンッと叩いた。

「なんだよこれ！　バグったのかっ!?」

　すると、横から覗のぞき込んでた真紀が叫さけぶ。

「違ちがうよ佳主馬！　よく見て！」

　ディスプレイを指差す。

「これ、チャットバルーンだよ！」

「！」

　真紀の言う通りだった。

　僕の全エリアコールに対して、近くにいたアバター達が一いつ斉せいに文字チャットで返事をした為ために、画面がチャットバルーンで埋うめ尽つくされて、真っ白に見えたんだ。

　画面に目を凝こらす。バルーンのセリフ一つ一つが、目に飛び込んできた。



















　ブルリ、と、体が震ふるえた。




　バルーンは尚なおも増え続け、ＯＺ全体を埋め尽くそうとしていた。

　目に飛び込んでくるほとんどのセリフが、【カズマ】への応援メッセージだった。

　ついこの前まで、それは単なる文字列だった。

　今の僕には、その向こうにいる相手が見えた。

　繫つながっている。

　ネットを通じて、繫がっている。

　僕は、無む茶ちや苦く茶ちやに広い世界と、その世界にいる人達と、繫がっているんだ。

「！」

　増え続けるバルーンの中の一つに、目が吸い込まれる。

『葵の紋所なら、ＯＭＣスタジアムを走ってた』『あ、それ俺も見た』

「ＯＭＣスタジアムだ！」

【ＫＫ】の方が早く気づいたらしく、既すでにポイントジャンプの門ゲートを開いていた。

ＫＫ：行こう！

【ＫＫ】が伸のばした手に捕つかまる。

「待って！」

　すぐ横で叫ばれる。振り向くと、真紀が大ばあちゃんの携けい帯たい電話を両手で持っていた。

「私も行く！」

　いつの間にか、【マキ】がＯＺにログインしていて、【カズマ】の横に立っていた。

　僕は真紀の目を見て頷うなずき、【カズマ】に【マキ】の手を握にぎらせた。

ＫＫ：行くよ！

【ＫＫ】が門ゲートに飛び込む。手をつないでいた【カズマ】と【マキ】がそれに続く。

　画面が切り替かわり、ＯＭＣスタジアムの入り口に出た。

「どこだ！」

　スタジアムはＯＭＣ予選が行われているらしく、入り口付近にも沢たく山さんのアバターがいた。

　緑色のスライムみたいなアバターの上に、バルーンが浮うかんだ。

『キング！　葵あおいの紋もん所どころなら、奥に行ったぜ！』

カズマ：ありがとう！

　奥に向かって走る。すると、少し離はなれた、二足歩行の猫ねこアバターの上にも、バルーンが浮かんだ。

『あっちの廊ろう下かにいたよ！』

　たちまち、そこら中のアバターが、目もく撃げき証言を書き込み始めた。

　画面がまたバルーンで埋まる。

　その全すべてが、僕達に道を指し示していた。

　吹ふき出しの洪こう水ずいが、目的地までの一本道のトンネルのように見えた。

　僕達はその濁だく流りゆうに飲まれるように、導かれるように、奥へ奥へと進んだ。




43　【イエヤス】




　織田は、もう自分がおしまいである事を理解していた。

　だからこそ、最後の最後まで自分をコケにしたあのガキの事が絶対に許せなかった。

「ＭＡコンポーネントだけじゃないぞ。ＯＭＣエリアは、全域俺の管理下にあるんだよ……」

　警察が無む理り矢や理り開けようとしているドアを必死で押さえながら、織田はスマートフォンで【イエヤス】を操作する。

「全部、ぶっ壊こわしてやる……！」

【イエヤス】は、ＯＭＣスタジアムの地下にあるコントロールセンターにいた。

　ＯＺの各エリアは、管かん理り棟とうと呼ばれる特別なエリアから集中管理されている。しかし、このコントロールセンターからも、ＯＭＣエリアの制せい御ぎよが可能になるように、織田はプログラムを組んでいたのだ。更さらに、ＯＺの各エリアに実装されているＭＡコンポーネントについても、ここから一いつ括かつ制御出来るように仕組んでいた。

　コントロールセンターは広い部屋で、その床ゆかから天てん井じようまでの空間に、状態表示モニターと呼ばれる板状の半はん透とう明めいウィンドウが大小二十以上浮かび、様々な情報を表示していた。

　そのモニター群の下を、【イエヤス】は忙いそがしく走り回り、バーチャルのキーボードを叩たたき続けた。

「これで、よし……と！」

　最後の処理を打ち込み終わる。

　コントロールセンターの中央に、巨きよ大だいなウィンドウが表示された。赤い文字で【警ＷＡＲ告ＮＩＮＧ！】と書かれたそのウィンドウに文字が浮かび上がる。





【イエヤス】の上級管理者権限により以下の命令が発効されました。







・ＯＺの全エリアに配置されているＭＡコンポーネントの完コンプ全リート削デリ除ート

・ＯＭＣエリア全域のリソース情報及およびコンポーネントプログラム群の完コンプ全リート削デリ除ート







５分以内に命令中止ボタンが押されなければ、命令は実行されます。

命令が実行された場合、削さく除じよされたデータは、復元不可能になります。







５：００：００






　直後、床から直径20センチ、高さ80センチ程ほどの円柱が、ニョキッとせり上がる。円柱の上には、赤色のボタンが設置してあった。命令中止ボタンである。

　ボタンが出現するのと同時に、ウィンドウに表示されていた「５：００：００」が、カウントダウンを始めた。

「ひ、ひひっ、ひひゃひゃひゃひゃ！」

　織田は顔を引きつらせて笑った。かつて山之手祐司とたった二人で、寝しん食しよくを忘れて作り、ここまで大きくしてきたＯＭＣを、ＭＡコンポーネントを、今、跡あと形かたも無く消そうとしている。そして、ＯＺ全体を大混乱に陥おとしいれようとしている。

　自分が何を考えているのか、もう、よく分からない。ただ、笑いが止まらなかった。

「ひゃひゃひゃひゃっ!!」

　その時、コントロールセンターの入り口が開いた。命令中止ボタンの前に立っていた【イエヤス】は振ふり返る。

「……ああん？」

　三体のアバターが立っていた。どれも、見慣れたアバターだった。

【カズマ】と【マキ】と【ＫＫ】だ。

　織田は、更に唇くちびるを歪めて笑った。

「今いま更さら、止めに来たって、無む駄だだぜ？」

　スマートフォンを高速に操作する。

「お前は負けるんだよっ！　キングカズマァッ！」




44　佳主馬





４：３８：３２






　空中に浮うかんだウィンドウの文章と、カウントダウンの数字と、床から生えてきたボタンと、その前に立っている【イエヤス】を見て、僕はやるべき事を一いつ瞬しゆんで理解した。キーボードの上を指が走る。

【カズマ】が床を蹴けり、【イエヤス】のすぐ前に出ると同時に奴やつを蹴り飛ばす。葵あおいの紋もん所どころは【カズマ】の蹴りに吹ふき飛んで、コントロールセンターの壁かべに直ちよく撃げき。そこにめり込んだ。ギリギリ体力をゼロには出来なかったみたいだけど、気にしてる暇ひまは無い。

　右手を振り上げ、ボタンの上に振り下ろす。

　と、その時、

【カズマ】の右手がボタンに触ふれるその直前、ボタンが載のっている柱の根元が、突とつ然ぜん黒く変色して、盛り上がった。そして同時に、その盛り上がった黒い部分から、一部が棒のように突つき出て、【カズマ】の右手を狙ねらった。

「！」

　反射的に体を引いて柱から離はなれ、右手でその突き出てきた何かを叩き払はらう。

「なんだ、これ……！」

　その何かは腕だった。黒い毛皮を纏った腕だった。

　床の黒い塊かたまりはむくむくと大きくなり、徐じよ々じよに人の形に変わっていく。

　二本の足と二本の手を持ち、頭に二つの長い耳を生やしていた。

【カズマ】と同じズボン、ダウンベスト、グローブにゴーグル。

　しかし、その体は、黒の毛に覆おおわれている。

　そこに現れたのは、あの、黒ウサギだった。

「こいつかっ！」

　命令中止ボタンが置かれた円柱は、黒ウサギの背中に突き刺ささっているかのように、貼はり付いていた。

　すぐに、円柱がぬるぬると黒ウサギの体に沈しずみ込んでいき、姿を消した。

ＫＫ：ボタンが飲み込まれた！

「こいつを倒たおさない限り、ボタンは戻もどって来ないぞっ！」

　ドア越ごしに、織田のやたら楽しそうな叫さけび声がここまで届いた。

　命令中止ボタンを押す為ためには、奴を倒してボタンを取り戻すしか無さそうだった。

【カズマ】が構えた瞬しゆん間かん、黒ウサギが一気に距きよ離りを詰つめ、両手で乱打を仕し掛かけてきた。【カズマ】は大きく体を沈めてそれを避よけ、足あし払ばらいを掛かける。黒ウサギはそれに反応して防ぼう御ぎよ姿勢を取る。しかし、その足払いはフェイクで、蹴り方向を真上に変えて無防備な顎あごを狙う。




　ゴキッ




　嫌いやな音がして黒ウサギがのけぞる。相手の体勢が崩くずれたところですかさず懐ふところに入り、腹を蹴り上げる。渾こん身しんの一いち撃げき。




　ボフゥッ！




　黒ウサギは空中高くに舞まい上げられる。コントロールセンターの中に浮かぶ何枚ものモニターの間を通って、天てん井じようすれすれまで飛んで行った。

　天井付近で速度が落ちる。しかし、黒ウサギは両手両足をだらりと伸のばしたまま。赤い光を放ってた目が閉じられている。一時的に気を失っているように見えた。

「チャンスッ！」

　両足で床を蹴った【カズマ】が、弾だん丸がんのように上空に飛んで行く。すぐに天井付近に迫せまり、そこには隙すきだらけの黒ウサギが──




　その時、




　突然、黒ウサギが空中でくるりと回転した。そのまま天井に足を固定し、上下逆さまの格好で構えを取る。

　そして、飛び込んでくる【カズマ】を見み据すえた。

「っ！」

　後ろから覗のぞき込んでいた真紀が声にならない悲鳴を上げる。

【カズマ】は、そのまま黒ウサギの方に突っ込んで行く。




　僕は──




「──同じ手に二回も引っかかる訳無いっつーの！」

　黒ウサギに真っ直すぐ突っ込んでいたら、構え直した相手の攻こう撃げきを避けようが無くて、かなりやばかったと思う。

　でも、気絶してるのがブラフ引っかけだって、僕は気づいてた。

　だから、【カズマ】を天井に向かってジャンプさせる時、少しだけ角度を変えて跳とんだんだ。

　その結果、奴の間合いの外に【カズマ】は飛んで行き、天井に到とう達たつする。黒ウサギが構える、真後ろに。

　奴が振ふり返る──隙なんて与あたえない。天井を斜ななめに蹴って距離ゼロまで一気に接近。赤い目がこちらを捉とらえる前に、僕は攻撃コマンドの入力を終えていた。

　回し蹴げり、一いつ閃せん。




　ドガァンッ！




　腹の横を思いっきり蹴られた黒ウサギはその衝しよう撃げきで水平方向に吹ふき飛んだ。天井とモニター群との間を抜ぬけて壁かべに激げき突とつする。そして、そのまま床ゆかに落下した。【カズマ】はもう一度天井を蹴って、床に戻り、床に無様に倒れた黒ウサギのすぐ前に着地する。

　勝負ありだった。黒ウサギは虫の息。あとパンチ一発でも当てれば僕の勝ちだ。

　このアバターは、データは【カズマ】を元にしているけど、アバター自身の戦い方は、織田に似ている気がした。相手を騙だましてでも勝とうとするやり方が。制作者の考え方がにじみ出てるのかも。戦っている最中にそれに気づいて、最後のブラフも見破る事が出来た。

　黒ウサギは起き上がって逃にげようとするが、体が動かないようだった。

　手加減はしない。【カズマ】を黒ウサギに馬乗りにさせ、右手を振り上げる。照準は、顔面。





２：４３：７９






　残り時間を睨にらんだ視界の隅すみで、壁にめり込んだ【イエヤス】が床に落ちるのが見えた。でも、そんな事はどうでもいい。これで終わりだ。

　僕は最後のコマンドを押した。




　ガキィンッ！




　そんな音が聞こえたような気がした。そしてまたあの感覚、体が糸で縛しばりつけられるあの感覚が全身を襲おそう。

　でもやっぱり、縛りつけられたのは僕じゃなかった。

　画面の中の【カズマ】が動いていない。僕はコマンドを押したのに。

　全く動いていない訳ではなかった。ゆっくりと、ほんのゆっくりと動いていた。

　まるで、【カズマ】だけ、スローモーションになったみたいに。

　昨日戦った時と、同じ現象デイレイが、【カズマ】に発生していた。

「噓うそだろっ！　またこれかよっ！　なんなんだ一体っ！」

　思わずキーボードを乱暴に叩たたく。もちろんそれでどうなったりもしない。

　こんなんじゃ、最後の一撃が当たらない。

　でも、じゃあ、どうすりゃいいんだ!?

「っ！」

　今度は僕が息を飲む。

　床に転がっていた黒ウサギが、ゆっくりと起き上がった。

　顔を【カズマ】に向けて、赤い目を光らせ、

　そして、口を大きく開けて、笑った。




45　【ＫＫ】




【ＫＫ】は呆ぼう然ぜんと目の前の光景を見つめていた。

　急に【カズマ】の動きがおかしくなったかと思うと、ふらついていた黒ウサギが反はん撃げきを開始した。右フック、足あし払ばらい、回し蹴り、ことごとくが【カズマ】にヒットしていく。しかし、【カズマ】は反撃どころか、防ぼう御ぎよ姿勢すら取らない。酷ひどく緩かん慢まんな動作を取るだけだった。





２：２１：１８






　カウントダウンが進んでいる。しかし、【カズマ】はまともに戦えてすらいなかった。

『ど、どうなってるの!?　なんか、【カズマ】ゆっくり動いてない!?』

　隣となりで【マキ】が叫さけんでいる。ゆっくり……？　そうか！

ＫＫ：リモートで【カズマ】の動きに強制ディレイがかかってるんだ！

【ＫＫ】はカメラを回してコントロールセンターを見回した。そしてその一角を指差す。

ＫＫ：あそこ！

　言われて【マキ】もそっちを見る。

　視線の先に【イエヤス】が転がっている。めり込んだ壁から、床に落ちたのだ。

　よく見ると、倒たおれた葵あおいの紋もん所どころの下に、何か置かれていた。

　それは、スイッチだった。

ＫＫ：多分、あれがディレイのスイッチだ！

　気がつけば、【ＫＫ】は自分のアバターを【イエヤス】に向けて走り出させていた。あのスイッチを取り上げれば、【カズマ】は勝てる！




　ゴスッ




　鈍にぶい音がして、【ＫＫ】は吹き飛んだ。

　黒ウサギが、走っている最中の【ＫＫ】を蹴り飛ばしたのだ。





２：０３：４５






46　真紀




　黒ウサギの攻こう撃げきで壁かべに直ちよく撃げきして、そのまま動かない【ＫＫ】を見て、真紀は焦あせった。

　どうしよう！

　スイッチから【イエヤス】をどかさないと、【カズマ】は黒ウサギに勝てない。

　でも、【イエヤス】の所まで行く前に、あの黒ウサギにやられてしまう。





１：３８：４３






　どうしよう！　私、ＯＭＣの操作方法なんて知らないし！　ここまでだって【カズマ】に引っ張ってもらったから来れたようなものだし！　そりゃ、歩いたり、階段登るくらいは、もう慣れたけど……。

「……っ！」

　真紀はコントロールセンターを見み渡わたす。

「……いける、かも」

　一いつ瞬しゆんで決断する。

「よし！」

　携けい帯たい電でん話わのキーを押す。

【マキ】が、一歩、歩いた。




47　【イエヤス】








０：５６：１７






　織田は、自分の勝利を確信していた。

　自分のアバターである【イエヤス】は、最初に【カズマ】に蹴けり飛ばされた時点でもう起き上がる体力も残っていなかったが、壁からはがれ落ちて床ゆかに倒れ込む直前に、強制ディレイのリモコンを出し、その上に乗っかる事が出来た。

　ディレイをかけている限り、【カズマ】は【シャドウラビット】に勝てない。

【カズマ】についてきた二人は、ＯＭＣは完全に素人しろうと。【シャドウラビット】に邪じや魔まされて、ここまでは来られない。

「ひっ」

　思わず笑い声が漏もれる。そして、ドア越ごしに叫んだ。

「ひゃひゃひゃひゃっ！　ざまあみろキングカズマ！　大人をコケにするからだ！　お前の大事な大事な遊び場が、跡あと形かたも無く消え去るのを、黙だまって見ているがいい!!」

　ドアの向こうにいる佳主馬の姿を想像する。きっと、絶望に満ちた表情をしているに違ちがいない。もしかしたら、誰だれかに助けを求めて泣き出しているかもしれない。所しよ詮せんはただのガキなのだから。

　織田は、もう一度叫んだ。

「【カズマ】！　俺の勝ちだぁっ！」

「違ちがうっ！」

　ドア越しに聞こえてきた返事は、【カズマ】の声ではなかった。

　それは、山之手真紀の声だった。

「佳主馬は、あんたみたいなつまらない大人に負けたりしない！　私だって、絶対に、あんたなんかに負けたりしないっ！」

「ふん！　負け惜おしみか!?　今いま更さらお前らになにが出来る！」

「出来るよっ！　ＯＭＣの操作なんて全然知らないけど、私だって──」

　ドアの向こうが一瞬静かになる。

「よじ登るくらいは出来るんだから！」

　ハッとして、織田はスマートフォンに映る映像を覗のぞく。

　コントロールセンターには、大小二十以上の状態表示モニターが空中に浮うかんでいた。

　そして、ＯＭＣエリアでは、あらゆる物オブジ体エクトに当コリたジヨりン判定がある。

　当然、この状態表示モニター群も例外ではない。

　カメラを真上に向ける。

【イエヤス】の頭上５メートルほどの所に、第16サブモニターが浮かんでいて、

　そのモニターの上に、【マキ】が、立っていた。

「佳主馬のジャマをするなあああっ！」

　ドア越しに聞こえる叫さけび声と共に、【マキ】がモニターから飛び降りる。

【マキ】の体は一直線に落下し、【イエヤス】に激げき突とつした。




　ドゴォンッ！




　地面がめり込む程ほどの衝しよう撃げきを受け【イエヤス】の体が飛んだ。

　そして、【イエヤス】が自分の体で押さえていたリモコンのスイッチが、ポコンと戻もどる。

　ちょうど、黒ウサギが、トドメのサマーソルトキックを、無防備な【カズマ】の顔に打ち込む瞬しゆん間かんだった。





０：０８：１１






48　佳主馬




　視界の隅すみで、空から【マキ】が降って来て【イエヤス】に激突した直後、【カズマ】の体に自由が戻った。

　目の前に、黒ウサギの足の裏が迫せまっていた。

　指が勝手に動き、キーボードの上を走る。

　顔を43ミリ後ろに下げ、跳とんでくる足と顔の間に両手を挟はさみ込み、無む理り矢や理りその足を摑つかむ。




　ガシィッ！　ズザザザザッ！




　体全体が後ろに下がったが、黒ウサギを空中で受け止めた。奴やつの眼めが大きくなる。

　摑んでいた手を離はなすと同時に右足で奴の下半身を蹴り上げる。




　ゴスッ！




　黒ウサギはクルリと一回転し、バランスを取る為ためにその場に着地する。

　着地した頃ころには、【カズマ】は完かん璧ぺきな間合いに入り込んでいた。

　肩かたの後ろで溜ためた右みぎ腕うでを、一気に黒ウサギの顔面に突つっ込む。

　その時、僕はいろんな人の事を考えた。

　ＯＭＣに参加しているプレイヤー達の事を。

【カズマ】を応おう援えんしてくれる人達の事を。

　陣内家の沢たく山さんの親しん戚せきの事を。

　母さんと父さんの事を。

　大ばあちゃんの事を。

　結局、まだ顔も声もまともに知らない、だけどすっごく頼たよりになる【ＫＫ】の事を。

　そして、

　昨日から、本当に、本当に僕を振ふり回してくれた、年上の女の子の事を。

　このパンチは、つながりだった。

　みんなとの、つながりだった。

「とおおおりゃああああぁぁぁぁぁぁっ！」

[image: ]




　ドゴフッ！




　黒ウサギの顔が半分歪ゆがんだ。完璧に入ったパンチだった。

　その体が空中に浮かび、そして、床ゆかに倒たおれる。動かない。

【カズマ】の、勝ち、だった。

　黒ウサギの体が大きくぐにゃりと歪み、次の瞬間には、元の高さ80センチほどの柱と、赤いスイッチに戻っていた。

　僕は小さく息を吐はき、【カズマ】の長い足を振り上げさせた。

「僕の、いや、違ちがう」

　キーボードを軽く叩たたく。足が振り下ろされる。

「みんなの、勝利だ」

　右足のかかとが、スイッチに叩き付けられる。

　頭上の赤いウィンドウの色が、青に変わり、書かれている文字も書き換かわった。






０：０１：４９

中止命令を受理しました。








　カウントダウンも、止まっていた。

「やったああああ！」

　真紀が背中から抱きしめてきた。

　僕は少し疲つかれちゃっていて、抵てい抗こうしなかった。

　真紀の柔やわらかい腕うでに包まれるのが、少しこそばゆくて、少し、嬉うれしかった。







[image: 終章　５月５日（水）　東京駅にて、二つの別れ]
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【ＫＫ】は、ＯＺのチャットルームで、彼が来るのを待っていた。

　５月５日の午前11時。ＧＷの最終日である。

　やがて、長身の白いウサギのアバターが現れた。キーボードの上で指を走らせる。

ＫＫ：ＯＭＣ優勝おめでとう！

カズマ：ありがとう。でもまだ日本選手権だから

　あの騒そう動どうの次の日から決勝トーナメントだったというのに、【カズマ】は全く疲れも見せず、圧あつ倒とう的てきな強さで試合を進め、昨日、四度目の日本選手権優勝を果たしたのだった。

カズマ：それで、話って何？

　そう、今回は【ＫＫ】の方が、【カズマ】を呼び出したのだった。

ＫＫ：いや、実は全然たいした事じゃないんだけど……

カズマ：気にしないでよ。なに？

　一瞬逡しゆん巡じゆんしたけど、決心して【ＫＫ】は話し始める。

ＫＫ：結局、【カズマ】とリアルでは会って話せなかったよね。ニアミスはしたけど

カズマ：そうだね。残念だよ。直接お礼が言いたかった

「照れる」と「手を振ふる」の動モーシ作ヨンを同時に実行。

ＫＫ：いやいや！　お礼だなんて！　なんにもしてないから！

カズマ：なに言ってんのさ。凄すごい行動力だったよ

ＫＫ：ああ、うん。それは我ながら驚おどろきだった

　そう、自分にあんな度胸があるなんて思いもしなかった。そして、アバターの姿と名前しか知らない相手の為ために頑がん張ばれる気持ちが、戦える気持ちが、自分の中にあった事を、嬉しく思ったのだ。

ＫＫ：だから、もう一歩、頑張ってみようと思う

カズマ：もう一歩？

ＫＫ：数学オリンピックに、出ようと思うんだ。それで、日本代表を目指す

　大それた宣言だった。正直、自分で書いていながら、キーボードを打つ指が少し震ふるえていた。

ＫＫ：【カズマ】と、肩かたを並べたいんだ。方向性は、全然違ちがうけどね

　それを、伝えたくて、【カズマ】を呼んだのだ。

　少し間があって、【カズマ】の頭上にバルーンが浮うかぶ。

カズマ：【ＫＫ】なら、きっとなれるよ

「……ありがとう」

　無意識に、ディスプレイに映る白ウサギに向かって話しかけていた。それに気づいて、慌あわててキーボードを叩たたく。

ＫＫ：ありがとう！　日本代表になったら、今度はこっちから会いに行くよ

カズマ：分かった。待ってる

【カズマ】が「待ってる」と言ってくれた事が、たまらなく嬉しかった。

　ただ、【カズマ】には内ない緒しよにしている事が、一つあった。

　確かに、数学オリンピックの日本代表を目指すのは、自分に自信を付けたいからで、それは噓うそじゃない。でも、肩を並べたいと思っているのは、本当は【カズマ】じゃなくて、【ＫＫ】が通っている高校の、憧あこがれの先せん輩ぱいだった。

　まあ、それはあえて【カズマ】に伝える必要はない。

　そう【ＫＫ】が思っていた時、

カズマ：ねえ、【ＫＫ】

　と、【カズマ】が言った。

ＫＫ：なに？

カズマ：今、好きな人がいるんじゃない？

「！！！？？？」

　あまりに驚いて、返事が書けない。キーボードの上で指が踊おどりまくっていると、【カズマ】が更さらに言葉を続けた。

カズマ：格かく闘とう家かは呼吸が読めるから。なんとなく分かる。僕にも、【ＫＫ】の気持ちが

　少し変な言い回しだと思った。けど、さっきの驚きで頭が良く回らなかった。

カズマ：そっちも、頑張って

【カズマ】が手を差し出す。

ＫＫ：あ、ありがとう

【ＫＫ】は、その手をぎゅっと握にぎった。

　仮想バー世界チヤルでの握あく手しゆだったけど、ぬくもりが、伝わってきた気がした。

カズマ：そろそろ新幹線来るから、ログアウトするよ

ＫＫ：うん。世界選手権、頑張って

カズマ：ありがとう。じゃあね

　短く書かれたバルーンを残して、【カズマ】はログアウトした。

　チャットルームには【ＫＫ】だけが残った。そこで気づく。

「あ、忘れてた」

　もう一つ、【カズマ】に伝えようと思っていた事があったのだった。実は、自分はキングカズマフォロワーではないという事を。

　ＯＭＣスタジアムで初めて会った時、【カズマ】は早はや合が点てんしていたけど、自分のアバター名である【ＫＫ】は「キングカズマ」の略ではない。ただ単に自分の本名のイニシャルをアバター名にしただけなのだ。

「まあ、別にあえて言う必要もないか。キングカズマのファンである事に、変わりはないし」

【ＫＫ】は苦く笑しようしながら、ログアウトした。




　こうして【カズマ】と【ＫＫ】は、現実リアルでは顔を合わせる事も、まともに会話を交かわす事もなく、お互たがいの事を最後まで知らないまま、別れた。

【カズマ】こと池沢佳主馬と、【ＫＫ】こと小磯健二が、運命の悪戯いたずらによって再会を果たすのは、この後、わずか３ヶ月後の事である。




50　佳主馬




「忘れ物は無い？　中学１年生」

「子こ供ども扱あつかいすんなよ、高校３年生」

　お互いに黙だまった後、同時にぷっと吹ふき出した。

　東京駅。午後１時。

　あと少しで出発する新幹線の中に僕はいて、

　ホームには、真紀が立っていた。

　真紀は、笑え顔がおで言った。

「ちょっとの間、お別れだね」

「うん」

　出来るだけ、普ふ通つうに答える。

　でも、ちょっとだけ、声が小さくなってしまった。




【カズマ】が黒ウサギを倒たおした後、警察が無む理り矢や理り奥の扉とびらを開いて織田を逮たい捕ほした。織田の部下である鳥居と大久保も、大ばあちゃんが呼んだ警察に逮捕されていた。おかげで、真紀の大切な物も全部取り返す事が出来た。今、真紀の肩にはショルダーポーチがかかってるし、その中には携けい帯たい電話も香こう水すいの瓶びんも入ってる。そしてもちろん、レンズが壊こわれたデジカメも。

　監かん禁きんされていた真紀のお兄さんも、すぐに救出された。体力の消しよう耗もうはあるけど命に別状は無くて、検査入院が終われば、すぐに仕事に戻もどれると言っていた。

　今日でＧＷは終わるけど、真紀はお兄さんが退院するまでは学校を休んで、お兄さんの身の回りの世話をする事になった。

　なので、僕は今日、名古屋に帰り、真紀はもう少しの間、東京に残る。




　次の言葉をなかなか思いつかずにいると、真紀がもう一度笑った。

「すぐ名古屋に戻るし、ＯＺだったらいつでも会えるよ」

「……うん」

　真紀の言う通りだった。ＯＺだったら、いつでも会える。

　距きよ離りなんて、関係無い。

　だけど。

　……ええと。

　僕は、自分が何を言いたいのか、何を考えているのか、それがよく分からなかった。

　ただ、このまま新幹線が発車してしまうのかと思うと、何な故ぜか体が熱くなるのだった。

　なんでだか分からないけど、泣きそうだった。

　泣きそうになる理由が分からなかった。

　すぐに真紀も名古屋に戻ってくるのに。

　ＯＺだったら、いつでも会えるのに。

　なのに、なんで。

　ちょっとの間離はなれるだけの事が、なんでこんなに苦しいんだろう。

　ＯＺだったら、いつでも会えるのに。

　ポイントジャンプで、どこにでも行けるのに。

　なのに、なんで現実リアルには、距離なんてものがあるんだろう。

　当たり前の事なのに、それが、僕の心を苦しくさせていた。

　胸がいっぱいになってしまって、言葉が出なかった。

　真紀は、そんな僕を、ただ、優やさしく、見つめていた。




　トゥルルルルルルル




　発車のベルが鳴る。

　真紀が、口を開く。

「ありがとう。佳主馬。あなたに会えて、ホントに良かった」

　言いたい事は沢たく山さんあった。

　ありがとう、真紀。僕も君に会えて、ホントに良かったよ。

　でも、本当に胸がいっぱいで、

　言葉が喉のどから出てこなくて。

「……うん」

　そう言うのが、精せい一いつ杯ぱいだった。

　その時。

　ホームに立っていた真紀が、すっと、僕の肩に手を置いた。

　そして、顔を寄せて、

　僕の伸びた前髪をそっと搔き上げて、そのおでこに、

　キスを、した。

「……え？」

　気がつくと、真紀の手も、顔も、唇くちびるも、ホームに戻っていた。

　真紀は、ニッと笑った。

「特別サービス。じゃあね♪」

　少し赤い顔をした真紀が手を挙げるのと、ドアが閉まるのは同時だった。

　新幹線が、発車する。真紀は、すぐに見えなくなった。

　僕は、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　体が芯しんから熱くなっていった。

　特に、おでこの部分が、目玉焼きが作れそうなくらい、熱を持っていた。

　まだ春なのに、汗あせが出てきた。

　無意識に、ポケットからハンカチを出そうとした。

「……あ」

　ポケットに入れた指の先に、何かが触ふれた。

　それを、つまみ上げる。

　大ばあちゃんに借りた、サイコロだった。

　陣内家に泊とまった日の事を思い出す。

　ご飯を食べた。お皿を洗った。大ばあちゃんの話を聞いた。同じ布ふ団とんで眠ねむった。

　握にぎった手の柔やわらかさを、思い出す。

「……これ、夏休みに、大ばあちゃんに返さなきゃ」

　カバンにしまう前に、仕し掛かけ細工を見ようと思った。

　顔の前に、サイコロを掲かかげる。




　その時、




　かすかに、甘い香かおりがした。


〈サマーウォーズ　クライシス・オブ・ＯＺ　完〉　　












　バックステージ（あとがき）




　２００９年７月14日、日比谷のワーナーブラザースの試写室にて、初めて『サマーウォーズ』を鑑かん賞しようしました（劇中３回泣きました）。

　見終わった後、外に出るなり携けい帯たい電話の電源を入れました（もちろん上映中はオフにしていましたよ）。友人に速攻で感想を伝えたいと思ったからです。携帯電話の起動画面をイライラしながら眺ながめ、やっとでメールソフトが起動したその時、唐とう突とつに気づきました。

「あ、ＯＺってもうここにある。この携帯電話、今、世界と繫つながってるんだ」と。
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　初めまして、もしくはお久しぶりです。土屋つかさです。『サマーウォーズ　クライシス・オブ・ＯＺ』をお届けします。お楽しみ頂ければ望外の喜びです。

　本書は、２００９年８月１日に公開された、細ほそ田だ守まもる監かん督とく作品の映画『サマーウォーズ』のスピンオフ小説です。『サマーウォーズ』の登場人物の一人、池沢佳主馬君にスポットを当て、本編の３ヶ月前、ゴールデンウィーク中に彼が遭そう遇ぐうした出来事を描いたオリジナルストーリーになっています。映画を先に見ておくと本書が一〇〇倍楽しめますよ！

　執しつ筆ぴつにあたり立てた目標は、とにかく『サマーウォーズ』のファンの皆みなさんが楽しんで読める事、そして、土屋らしい作品になる事でした。映画本編に無い設定は全て土屋の創作です。「サマーウォーズ世界の一つの可能性」として、物語を楽しんで頂ければ幸いです。

　作中に出てきた「ミリオンダイス」は、「テンサウザンド」とも呼ばれる伝統的なダイスゲームです。作中に記き載さいしたルールだけで遊べますから、是ぜ非ひ友達と遊んでみて下さい。




　謝辞を。原作者である細田守監督、執筆の許可を頂きありがとうございました。お借りしたキャラクターと世界観を生かし切れていれば嬉うれしいです。素す晴ばらしいイラストを描いて下さった杉すぎ基もとイクラさん、ありがとうございました。原作コミカライズ版と同じ方に担当して頂けて、とても嬉しいです。『サマーウォーズ』ファンの担当編集上野新さんにも深く感謝します。

　また、地理音おん痴ちの土屋に日本地図レベルから教えてくれたＢＡ２を始めに、ＧＷ中の高速道路事情や乗り物についての資料を探してくれたＴＯＭ７、オンライン格かく闘とうゲームの文章化について示し唆さをくれたＫ氏、女子高生の身だしなみについて意見をくれたＳ・Ｏ嬢じよう、Ａ・Ｙ嬢、Ｆ・Ｔ嬢、名古屋周辺の地理状況について詳しよう細さいなアドバイスをくれた地元民のＦ夫妻、アナログゲーム会メンバー（ミリオンダイスのテストプレイ協力に感謝）など、他にもたくさんの仲間達が本書の製作に協力してくれました。本当にありがとうございました。

　クリエイター、非クリエイターを問わず『サマーウォーズ』に関わった全ての皆さんに感謝します。本当に素晴らしい作品です。ありがとうございました。

　そして、これはもう言うまでも無い事ですが、本書を読んで頂いた読者の皆さんに百万の感謝を！　今後とも、どうぞよろしくお願いします。




　本書の発売日は８月１日。奇くしくも、昨年の劇場公開日であり、そして、栄さかえおばあちゃんの誕生日でもあります。この日に本書を上じよう梓し出来た事を、心から嬉しく思います。





◆






　読了後、あなたの心に何かが残れば幸いです。是非、その気持ちを、友達に、恋人に、家族に伝えて下さい。携帯電話を持っているなら、メールを送ってみて下さい。その時、あなたは気づくかも知れません。その手に持っている小さな機械は、世界と繫がっているんだって事を。

　それでは、またどこかでお会いしましょう。土屋つかさでした。




　Ｐ．Ｓ．ブログやってます。「今か無しか」で検索してみて下さい。

　土屋つかさの今か無しか（http://someiyoshino.at.webry.info/）
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Martial Arts Oath

In the name of all digital warriors,
we warriors promise to participate in the OZ Martial Arts Championship Tournament,
respecting and abiding by the rules and Terms of Service of 0Z,

committing to battle with our avatars without hacks or bots.

We hereby promise to compete in the true spirit of sportsmanship,

for the glory of the internets and the pride of our challengers.
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